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強引なカレの甘い束縛







始まりのバーベキュー




　桜前線が北上し始める一カ月ほど前、我が社の社員たちは不安と期待の渦へと巻き込まれる。

　その渦中に巻き込まれたくないと思う社員が多いとはいえ、出世するのならば喜んで、という社員もたしかにいる。

　〝異動〟という響きに二の足を踏むか、積極的に一歩前に踏み出すか。

　どちらを選ぶのかは人によってさまざまだけど、いずれにしても社命には逆らえないとなれば、結果は同じ。ならば器用に受け止めて、さらりとその渦に巻き込まれるほうが賢明だと思う。

「そんなこと、ちゃんとわかってるけどさ。出世にはまったく関係のない場所で地味に仕事をしている私まで、どうして召集されるわけ？」

　運転中の私は、正面を向いたままため息をついた。

　ラジオからは静かなクラシック音楽が流れ、晴天の休日にふさわしい柔らかな日差しが車内に降り注いでいる。となれば気持ちは弾むはずなのに、運転を始めてから既に一時間以上が過ぎても私の口から出るのは文句ばかりだ。

　助手席でくつろいでいる同期の陽よう太たは、そんな私に構うことなく、小さな笑い声を上げた。

「上司がキレイな奥さんを自慢するために開く宴会で、楽しく酒を飲むと思えばいいだろ？　深く考えるなよ」

「酒を飲むだけって……。私は帰りも運転しなきゃならないんだから飲めるわけがないでしょ」

　助手席から身を起こす陽太の姿を視界の隅にとらえながら、私は再び文句を口にする。

「そうだったな。俺の専属運転手の七なな瀬せには、帰りに『ルイルイ』のフルーツタルトを買ってやるからそれで我慢しろ」

　陽太のその言葉を聞いて、ハンドルを持つ手に力が入った。赤信号で車を停めると、助手席の陽太をじっと見る。

　私に運転を任せてくつろぐ姿にはむかつくけれど、くっきりとした二重まぶたの瞳や、色気を感じる薄い唇がバランスよく並ぶ小さな顔に、見み惚とれそうになる。おまけに、座っていても長いとわかる手足は陽太の魅力をいっそう引き立てている。

　このまま見ていたいという気持ちを振り切るように、私は口を開いた。

「ルイルイのフルーツタルト、ホールで」

「ホール？　いいけど、ひとりで食べられるのか？　かなりのボリュームだろ」

「そんなのへっちゃら。今日の夕食はそれで決まり」

「夕食ってお前……」

　私の言葉に呆あきれた声を上げる陽太に、にっこりと笑ってみせる。

「私を運転手として早起きさせたんだから、文句は言わないでよ。本当ならお昼まで寝る予定だったのに」

「昼まで寝るより、お日様の下のバーベキューのほうが健康的だと思うけど？」

「内示の事前発表会のどこが健康的なんだか」

　休日まで仕事に関わるなんて、それこそ不健康だ。

「まあ。それもサラリーマンにとってはかなり重要なことだからな。もしも……もしもだけど、社内結婚でもするとなれば七瀬だって影響は大きいだろ？」

　急に真面目な声に変わった陽太の顔をまじまじと見つめる。

　突然、『社内結婚』と言われても、その予定はまるでないし、結婚自体ピンとこない。だけど、たしかに異動は家族への影響も大きいし、引っ越しを伴う異動を命じられて単身赴任を選ぶ人を何人も見てきた。

「まあ、うちは社内結婚が多い会社だからね。女性社員にも人事異動の影響は少なくないか」

　私と陽太は、『笹ささ井い総そう合ごう開かい発はつ』という、金融業界をメインにあらゆる業種のシステム開発とサポートを本業とする、業界最大手の会社で働いている。グループ会社を含めれば、社員数は一万人を超える大企業で、福利厚生も充実している。

　全国転勤のある総合職の陽太とは違い、地域限定採用の私は、出世してお給料がぐんと上がるという楽しみがないとはいえ、代わりに大きな異動もなく概ね満足している。

　そして、本社の『システム開発第一グループ』で働く陽太と私は、入社以来の長い付き合いで、知り合った当初は『春はる川かわくん』と呼んでいたのに、今では名前で呼び合うほど親しくなった。

　陽太だけでなく同期は皆仲がいいけれど、入社して五年が経ち、同期の中でも本社に事務職として配属された女子の半分である八人は既に結婚している。そして、さらにふたりが年内に結婚を予定していることに、なんの予定もない私は多少の焦りを覚えている。

　信号が青に変わり、ゆっくりとアクセルを踏む。

「この春の人事異動の内容はもう決まってるだろうし、昨日は大おお原はら部長の視線が気になって仕方がなかったよ」

　隣でぽつりとつぶやいた陽太の声は言葉とは逆に明るいような気がした。

　陽太が口にした大原部長は、社内でも仕事ができると一目置かれている私たちの上司だ。

　仕事ができるとはいっても、単に効率よく業務を進め、会社への貢献度が高いというだけではない。彼の信念は、『仕事をするのは人であり、人を上手に育て適材適所を見極めなければ会社に未来はない』というもので、その姿勢が周囲からの高い評価につながっている。

　一方で、『会社にとって社員は利益を上げるために動かす歯車にすぎない』という持論も持っていて、事あるごとに『会社は社員を遊ばせるために給料を払っているわけではない』という言葉も口にする。

　なにを目的に仕事をするのかといえば、〝やりがい〟や〝自分の夢〟を理由に挙げる人も多いけれど、大原部長は一貫して同じ言葉を繰り返す。

『お金を稼ぐため』

　それ以外にどんな理由があるんだと、ぶれることなく言っている。

　その姿勢に反発する社員もいるとはいえ、たしかにやりがいと夢だけで生きていけるわけではない。まずはお金を手に入れなければ仕事どころではない。そして、会社は社員の才能や技術の対価としてお金を支払う。

『この関係を円滑に保つための努力をすることが管理職に与えられた役割だ』と言い切る大原部長を慕う社員は、やはり多い。

「大原部長を気にしていたのは陽太だけじゃないよ。異動が近い人みんながそわそわしていたもん」

　我が社では、同じ部署で同じ仕事を続けるのは会社の発展と社員個人の成長につながらないという社長の考えにより、半期に一度、組織変更がある。それに伴い、総合職採用の社員には、決まりごとのように五、六年に一度、異動があるのだ。

「そりゃあ、決まりごとの渦中に巻き込まれるかどうかの瀬戸際だからな。俺は大きなプロジェクトに召集されたばかりで、今回異動させられる可能性は低いけどさ」

「たしかに。まぁ、どちらにしても事務職の私には関係のないことだけどね」

　大通りを右折しながらつぶやいた私の言葉に、陽太はなぜかくすりと笑う。

「事務職だとはいっても、女は結婚相手によっては……」

「え？　なに？」

　陽太の声が思いのほか小さくて聞き取れなかった。大切なことを言ったようではなかったけれど、その声音に違和感を覚える。

「いや、なんでもない。七瀬は相変わらず、異動するのが嫌で事務職のままでいたいんだなって思っただけ」

「うん、理由は前に言ったでしょ？」

「ああ。子供の頃から引っ越しが多くて大変だったから、これからはひとつの場所で落ち着いて生活したいってことだろ？」

「そう。私はこのまま定年まで働きたいの。人間関係や生活環境が変わるのはもう嫌だから」

　今の言葉に嘘うそはひとつもなく、これ以上なにも言うつもりはない。

　とはいえ、私が国内で有名な難関大学出身だということを考えれば、全国採用の総合職ではなく地域限定採用の事務職に就いていることを不思議に思われてもおかしくはない。これまで何人もの人に『総合職に変わるつもりはないの？』と聞かれてきた。

　私はそのたび、事務職のままでいいと答えている。たとえお給料が増えるとしても、異動の可能性があるならば、それになんの魅力も感じないからだ。

「なあ、七瀬。俺はこのまま変わらず七瀬のそばに――」

「あ、あれじゃない？　あの緑の屋根の家が大原部長の家？」

　再び聞き取りづらい声で陽太が話している途中で、景色の向こうに緑の屋根が見えた。昨日、大原部長に教えてもらった家に違いない。

「さすが一部上場企業の部長だね。大きな家に住んでらっしゃる」

　離れた距離からでもわかるその大きさに、うらやましさが声に混じる。

「俺も初めて呼ばれた時にはびっくりしたな。だけど部長の仕事ぶりを見れば、それも当然だろ？　管理職になっても仕事にはいっさい手を抜かないし、仕事量も半端じゃない」

「そうだね。誰よりも早く出社して、遅くまで仕事をしているし」

「単身赴任も経験しながら、がむしゃらに働いたご褒美があの大きな家だとすれば、当然だ。頑張ればいつかはあんな家を建てられると思えば励みにもなるし」

　迷いのない陽太の声からは、いつか自分も大原部長のように大きな家を建てたいと思う気持ちが感じられる。そのために仕事を頑張ろうという意気込みも伝わってくる。

　ハンドルを左に切るタイミングでちらりと陽太の横顔を見れば、大原部長の家をじっと見つめている目にドキリとした。

　同期として過ごした五年間、何度この気持ちを味わっただろう。

　システムエンジニアとしてようやく責任ある仕事を任せてもらえるようになった陽太は、三カ月前に発足した大きなプロジェクトのメンバーに選ばれた。

　都市銀行同士の合併を二年後に控え、両行のシステムを統合させるためのプロジェクト。国内の経済に大きな影響を与えるシステムの移行だけに失敗は許されない。

　私の所属するシステム開発第一グループがそのプロジェクトを推進することとなり、大原部長が陣頭指揮を執っている。そして関係部署から精鋭が集められ、移行に向けて動き始めている。

　その精鋭のひとりとして、陽太が召集された。成功させることが至上命令だともいえるプロジェクトの一員となり、陽太はやりがいと不安を同時に抱えながら仕事に励んでいるようだ。

　陽太は、人当たりのいい軽い物腰と、明るい表情を崩さない姿からは想像できないくらい、仕事ができる。

　文系の学部を卒業した陽太は、入社するまでシステム開発には無縁の生活を送っていた。けれど、配属されたのは、我が社の花形部署であるシステム開発部。新入社員研修を終えたあと手渡された辞令を見て、絶対に間違いだと思ったらしい。

　もちろん、間違いではなかった。研修中から同期の中でもずば抜けていた陽太の人間性と能力を見て判断した人事担当者と大原部長が納得して決めたことだった。

　その結果、我が部署で一、二を争う優秀な開発者に成長し、気づけば『システム開発の神』と呼ばれるようになった。

　請け負う仕事をその要求以上の結果を出して納品する安心感と信頼感。陽太を慕う後輩はあとを絶たず、彼に一目置いている先輩も多い。

『神じゃなく王子様とでも呼ばれたいんだけどな』

　そう言って照れる姿もまた魅力のひとつで、飄ひょう々ひょうとした姿に心奪われる女性は少なくない。

　だけど、陽太が簡単に今のポジションを手に入れたわけではないことを、私は知っている。

　彼は未知の世界に放り込まれた不安の中、それでも持ち前の前向きさで、プログラムに羅列される難しくてややこしい言葉を一から学び、分厚くてめまいがしそうなほど小さな字で書かれた専門書を何冊も読破し、それこそ自分の時間のすべてを使って勉強していた。

　その半端ない苦労と努力を重ねる姿を、同期として、そして同じ部署で仕事をする同僚として間近で見るうちに、私は陽太に惹ひかれていった。

　だけど、総合職の陽太と地域限定採用の事務職の私とは、入社した時からなにもかもが違っている。与えられる仕事はもちろんのこと、お給料の額だってかなりの差がある。

　もちろん、それに納得して採用試験を受け入社を決めたのだから、異存はない。それでも、仕事を続けていくにつれて広がる私たちの違いに、最近では心が痛む時がある。ひとつの場所で仕事を続けたいと思い、地域限定採用を選択したというのに、陽太といずれ離れてしまう現実を考えると気持ちは揺れる。

　今は大きなプロジェクトに携わっているから異動の話はないにしても、それが終了すればきっと、陽太は本社を離れて別の仕事に就く。そしてあらゆるシステム開発の経験を積んだあと、同年代の中でも優秀だと評判の陽太は本社に戻されるはずだ。

「どうした？　疲れたか？」

　黙り込んだ私が気になるのか、陽太が声をかけてきた。まさか陽太のことを考えていたとは言えず、私は慌てて口を開いた。

「ううん。大丈夫。運転は気分転換になるし、好きだから」

「じゃ、緊張してるのか？」

「え？　緊張？」

　そんなことを言われるとは思っていなくて、思わず高い声が出た。

　陽太は「してなかったら、いいんだけど」とつぶやいたあと、私を気遣うように言葉を続ける。

「大原部長の家に行くのは初めてだろ？　部署からほかにも何人か来るし俺たちだけじゃないにしろ、緊張してるんじゃないのか？」

「まあ、たしかに緊張はしてるけど、それほどでもないかな。異動の内示発表会なんて、私には関係ないし」

　大原部長の家で半期に一度開かれるバーベキューは、別名『内示発表会』と言われている。

　大きな組織変更が四月一日と十月一日付であり、その一カ月前には異動する本人に内示が出る。その時期になると、そろそろ異動が近いと思われる人は皆そわそわし、部長からの呼び出しをびくびくしながら待っている。

　そして、大原部長率いる我が部では、内示が出る少し前に大原部長宅でバーベキューが開かれるのだ。

　希望者のみ参加すればよく、強制されることはないけれど、若手を中心に大勢が集まるらしい。そこで新しい人事についての〝大原部長のひとりごと〟を聞くことが、その日の目玉となっている。

「大原部長のひとりごとって、けっこう大切なんだよな」

　陽太はそれまでの軽やかな声と違った低く重い声でそう言った。

　車検中で自分の車が出せない陽太に運転手を頼まれて、しぶしぶ参加する程度の私には、そんなひとりごとはまったく関係ない。だけど、プロジェクト終了後のことを考えれば、陽太が参加しようと思う気持ちもわかる。

　でも、ほかの人の車に乗せてもらうとかタクシーで相乗りしてくるメンバーに入れてもらうとか、参加する方法はいくらでもあったはずなのに。どうしてわざわざ私に車を出してほしいなんて言い出したのか、わからない。

「あ、大原部長の奥さんは料理が苦手なんだ。だからバーベキューの時も、たくさんの肉と野菜を冷蔵庫に用意してくれるだけで調理はしない。仕事が立て込んで休日出勤するメンバーに弁当を差し入れたり、今日みたいに手土産にチーズケーキを焼いてきたりする七瀬のほうが、よっぽど料理上手だぞ。だけど、話上手で楽しい人だから、緊張する必要はない。大丈夫だ」

　そうか、大原部長の奥様ってお料理が苦手なのか。エプロンも持ってきているし、お手伝いに励もうかな。

「それにしても、周りも大きな家ばかりで圧倒されるな」

「本当だね。門扉も立派なものばかりで、じっくりと眺めたいくらい」

　陽太の声につられて素敵な外観の家をちらりと見ながら、ゆっくりと車を走らせる。

「なあ、七瀬。俺がもし――」

「え？　だから、なに？　もう少し大きな声で言ってよ」

　私は陽太の声が小さくてよく聞き取れず、思わず遮り聞き返してしまった。

「……いや、まいっか」

「陽太？」

「今はいい。大原部長の家に行く意味も、ちゃんとわかってないみたいだしな」

　ひとりで納得するようにつぶやく陽太の言葉が聞き取れなくて気になるけれど、初めての場所を走っているせいか満足に聞き返せない。朝早く陽太を迎えに行ったり、二時間近く運転を続けていたりと、疲れもあるのかもしれない。

「疲れただろう？　帰りは俺が運転するから」

「気にしなくていいよ。陽太はビールでもなんでも飲んでいいから楽しんでよ。帰りもちゃんと送ってあげる」

「なんだよ優しいな。じゃあ、ルイルイのフルーツタルトにシュークリームを追加してやるよ」

「へへ、やった。でも、シュークリームは開店と同時に売り切れるから、頑張ってゲットしてね」

　ルイルイのシュークリームは一日限定三十個と決まっていて、なかなか手に入らないのだ。

「じゃ、早起きしてふたりで並ぼうな」

　陽太が明るい声でそう言った。

「陽太が並んでくれるんじゃないの？」

「男の俺に、ひとりでスイーツ店に並べっていうのか？」

「えー、面倒くさい……」

　たとえおいしいスイーツが食べられるとしても、行列に並ぶのは嫌だ。

　その気持ちを隠さない私に構うことなく、陽太は言葉を続ける。

「シュークリームを手に入れて、おいしいモーニングでも食べよう。たまごサンドで有名なカフェが店の向かいにあるんだ」

「よく知ってるね。……彼女といろいろ行ったんでしょ」

　するりとこぼれた軽い言葉とは裏腹に、私の心はちくりと痛んだ。

「ここ何年も俺に彼女がいないって知ってるだろ？　毎日仕事に追われて、それどころじゃないし。というわけで、早速明日の朝、並ぼうな。はい、決まり」

「き、決まりって……勝手に決めないでよ」

　休日に陽太と出かけたことは何度もあるけど、ここまで強引に予定を決められたことはない。

「七瀬に任せるといつまでも決まらないし、俺が決める。明日は俺が車を出してやるから、早起きして待ってろよ。あ、そこを右に曲がったら部長の家だから」

「ちょっと。本当にいつも勝手だよね」

　強引な陽太に文句を言いながらも、明日も陽太に会えることに心は弾む。けれど決してその気持ちを見せないように口もとを引きしめて、陽太の指示通り右折すると、目の前に大きな家がどんと現れた。

「到着。中に駐車スペースがあるから、そこに入れて」

「あ、うん」

　遠目から見るよりも大きな家と、緑豊かな広い庭に驚いた。庭の中央にはバーベキューの用意がされていて、既に会社の同僚たちが何人か来ている。

「七瀬、今日は楽しもうな」

　車を駐車スペースに停めてホッとひと息ついていると、陽太の顔が目の前にあった。

　いつの間にシートベルトを外したんだろう。

「どうしたの？　ちょっと、顔が近いよ」

「照れるなって」

「な、なによ」

　吐息が重なりそうな近い距離に、陽太の唇がある。慌てて体を後ろにずらし、ぎこちなくシートベルトを外した。

「七瀬と一緒にここに来られて、俺はうれしいんだ」

「え……」

　ふたりきりでずっと車の中にいて意識しすぎているのか、耳もとに届いた声に動揺する。

「ルイルイのフルーツタルトもシュークリームもちゃんと買ってやるけど、今度はあのチーズケーキ、俺にも作ってよ」

　後部座席に置いてある手土産のチーズケーキに向けた視線はやたら艶っぽくて、ドキリとする。いつもの陽太とは、やっぱり違う。

「陽太……？」

「ん？」

「あの……」

　私の戸惑いに気づいているはずなのに、陽太はくすくすと笑ってばかり。

「さ、七瀬の顔をみんなに見せようか」

　なにか企んでいるような口もとに気づいたけれど、私は流されるように小さく頷うなずいた。




　大原部長の奥様の薫かおるさんは、とてもかわいらしい人だった。

　身長は百五十センチくらいで、華きゃ奢しゃな体を包むゆったりとしたジーンズと淡いピンクのトレーナーがやたら大きく見える。笑うとえくぼができて、ポニーテールを揺らしている姿はとても若々しい。

　どちらかと言えばがっしりとした体型で荒々しい顔つきの大原部長とはなにもかもが違っていて驚いた。

「場所と食材は提供するけど、私はお料理が苦手だから勝手に焼いて食べて飲んでね」

　山盛りのトウモロコシを乗せたお皿を抱えて朗らかに笑う薫さんにどう答えればいいか躊ちゅう躇ちょしていると、私の腰に手を回した陽太が迷うことなく彼女に近づいて声をかけた。

「せっかくのお休みにお邪魔してすみません」

　軽く頭を下げる陽太につられて私も慌てて頭を下げた。

「いいのよ別に。うちの人の〝ひとりごとを聞こう会〟だっけ？　あんなおじさんのひとりごとに意味があるなんて、会社って不思議よね。まあ、せっかくのお休みだもの、楽しんでね」

「ありがとうございます。あ、えっと、こいつは今日初めての参加なんですけど」

　そう言って、陽太が私に小さく頷いた。私はその優しい笑顔に促され、一歩前に進む。

「萩はぎ尾お七瀬です。大原部長にはいつもお世話になっています」

　多少緊張しながらも、どうにか口もとに笑顔を作って挨拶をした。その間も、陽太の手が私の背中から離れることはなく、それが意外に心地いい。

「あなたが萩尾さんね。主人からよく聞いてるのよ。萩尾さんというより、七瀬ちゃん七瀬ちゃんってうるさくて。口の悪いおじさんのお世話をいつもしてくれてありがとう。わざわざ苦味のあるお茶を淹いれてくれたり二日酔いのお薬を用意してくれたり、仕事じゃないことにまで手をかけてもらっているみたいで、ごめんなさいね」

　奥様は目を細め、申し訳なさそうに頭を下げた。

「主人、仕事はできるかもしれないけど、それ以外はなにもできない子供なの」

　ため息交じりに肩をすくめた奥様。

　部長によっては自分のことはすべて自分で段取りを整える人もいるけれど、大原部長に限ってはそれは当てはまらない。日々の雑用のすべては私が請け負っている。

「たしかに私がすべて手配していますが、それが私の仕事なので」

　大原部長をかばうようにそう言った私に、奥様は控えめな笑顔を向けた。

　庭では、大原部長をはじめ、部署のメンバーが十人ほどと、本社から離れた場所にある営業部の女性が数人、そして初めて見る女性も交じってバーベキューの準備をしていた。

　そうか、大原部長の直属の部下だけが来ているわけじゃないんだ。

　ふとそのことに気づき、このバーベキューの意味がなんなのか、さらにわからなくなった。

　コンロ二台には既に火がおこされていて、網と鉄板がひとつずつ置かれている。日差しよけのパラソルも二本立てられ、椅子とテーブルも用意されていた。

　少し緊張しながらそこに近づくと、同期の篠しの山やまくんがコンロの中の炭をトングで調整していた。

　陽太と私と同じ部署で働く篠山くんは、野球が趣味で高校時代には甲子園にも出場したことがあるというスポーツ好き。その縁も手伝い、体育大学のシステム開発を請け負ったこともある。日焼けした顔で笑えば真面目で礼儀正しい性格がすぐにわかり、その少年のような笑顔は社内でも密かに人気がある。

「陽太、お前には当分異動の心配はないだろう？　わざわざ来るなんて、よっぽど萩尾さんのことが心配なのか？」

　篠山くんが陽太と私に気づき、からかうように声をかける。

「当然。ここまで鈍いんだから強行突破することにした」

　陽太は篠山くんに冷やかされながらも、それを気にしないどころか、なぜか胸を張ってそう言った。

「おー、とうとう決めたのか。遅すぎるくらいだけど、まあ、頑張れ」

「……幸せいっぱいのお前に言われたくない」

「せいぜいうらやましがれ」

　大きく笑った篠山くんの言葉に、陽太は軽く舌打ちをした。

　篠山くんは最近結婚を決めたばかりで、幸せのバーゲンセールとばかりに、そのうれしさを隠そうともしない。お相手は大学時代からの恋人らしいけど、篠山くんの隣で顔を赤くしている彼女がそうだろう。

　百六十五センチは優に超えているとわかる身長と、すらりと伸びた手足が際立つキレイな立ち姿。百五十五センチを少し超えた程度の身長の私にはうらやましいとしか言いようがない。百八十センチ以上ありそうな篠山くんと、お似合いだ。

　その姿に見惚れつつも、篠山くんと陽太の会話が気になる。

　私のことが心配だと言っていたけれど、どういうことだろう。

「篠山くん、私のなにが心配なの？」

「んー。俺から言ってもいいんだけど、とりあえず陽太の口から聞いたほうがいいぞ。陽太もとうとうしびれを切らしたみたいだからな」

「陽太がとうとうって？」

　篠山くんの言葉はさらに私を混乱させる。考えてみれば、ふたりでここに来るまでの車中での会話もわけがわからないものだった。

「陽太、私のなにが心配なの？」

　私の隣で面倒くさそうな顔で立っている陽太に聞くと……。

「そういう鈍いところ」

　私の頭をわしゃわしゃと撫なで、苦笑しながらそう言った。

「に、鈍いって、私が？」

「そう。七瀬の鈍さは国宝級」

「なんでよっ」

　からかう陽太にむかついた私は、握りこぶしを作って陽太のお腹に一発お見舞い。しかしそれほど力を入れていなかったせいか、陽太は特に痛がる様子もなく私の手をつかんだ。

「七瀬をずっとこうして捕まえておくために、今日はここに連れてきたんだよ」

「え？」

　やたら甘くて柔らかい声に視線を上げると、その声に負けないほどゆるゆるの瞳が私を見つめていた。長い付き合いだというのに、陽太がこんなにとろけた顔を見せるのは初めてだ。

　陽太に気持ちを傾けて以来、これ以上その思いが大きくならないように作っていた壁が壊れていくのがわかる。陽太に優しくされるだけで、温かい言葉をかけられるだけで、私は弱くなるということを、陽太は気づいているのかもしれない。

「七瀬の頑なな気持ちを変えるには、今から取りかからなきゃ間に合わないだろ？」

「えっと……もう少しわかりやすく言ってもらわないと」

「そうだな。七瀬は鈍いからな」

　陽太は、瞳をキラリとさせて、私を見つめる。

　すると、離れた場所から呆れたような声が響いた。

「陽太、いい加減に手伝ってくれよ。萩尾さんと仲よくするなら、あとにしてくれ」

　その声にハッと振り向くと、私と陽太を見ている視線がいくつもあることに気づいた。

「あ、あ……仲よくってそんなことないし」

　慌てて陽太との間に距離をとり意味なく笑っても、周囲からの視線が生ぬるいことに変わりはない。

「なにを手伝えばいいんだ？　薫さんに聞いて食材を運んでこようか？」

　私が居心地の悪さと照れくささを感じる一方で、陽太はなにも感じていないのか、平気な顔で篠山くんに声をかけている。

「それは女性陣に頼むからいい。とりあえずそっちのコンロの火をもう少し大きくしてくれ」

「りょーかい」

　陽太は私の手首をつかんだまま、それを特に隠すことなく会話を続ける。

「陽太、いい加減この手を離してほしいんだけど」

　人のことを鈍感だと言っているわりに、周囲からの視線に無頓着すぎる。大原部長ですら強面の顔を崩して笑っているのに。

　陽太の手を振りほどこうと何度か試してみるけれど、意外に強くつかまれているようで離れない。

「陽太……」

　戸惑った声でつぶやくと、陽太は大きな笑顔を見せた。

「とりあえず、挨拶だけでもしておくか」

　陽太の手がするりと腰に回された。そして、押し出されるようにみんなのもとへと歩き出す。

　その自然な流れに一瞬だけ抵抗してみたけれど、背中に広がる温かさに体全体が喜び、その抵抗はあっという間に消えてしまう。陽太との近すぎる距離に、心はばくばく跳ねて足元も浮いているようだ。

　複雑な想いを抱えながらも、私と陽太を受け入れてくれる雰囲気の輪の中に近づく。その輪の中には先輩や後輩、知った顔もいれば初めて見る顔もあるけれど、皆カップルで来ているようで驚いた。

　いつの間にか私の肩を抱いている陽太をハッと見上げると、陽太は私の背後に視線を送った。つられて後ろを見れば、大きなクーラーボックスを肩にかけた女性がこちらに向かって歩いていた。

「砂すな川がわさんだ。わー、かわいい」

　思わず私は声を上げた。

　颯さっ爽そうと歩いているのは、砂川 夢ゆめさん。陽太が召集された銀行のシステム移行のプロジェクトリーダーとして手腕を発揮し、誰からもその実力を認められている存在だ。内面は姿に出るというけれど、それほど長身ではないのに大きく見えるのは、きっと彼女が持つ強さとエネルギーによるものだろう。

　いずれは女性初の部長になるのではないかと言われている仕事の鬼、いえ美人さんは、細身のジーンズと白いスニーカーというラフな姿をしている。

「あ、萩尾さんもとうとう陥落したのね。陽太くんの焦りが実を結んでよかった」

「陥落……？」

　またもやわけのわからないことを言われ、私は首をかしげた。

「五年だもんね。いい加減、外野の私たちも面倒になるくらい、ぐずぐずしていたからね。よかったー」

　砂川さんは私と陽太の前に来ると、クーラーボックスを足元に置き、大きく息をついた。

「あー、疲れた。大きな家はいいけど、車を置いてからが遠いのよね」

　体をほぐすように動かして、彼女は大原部長を軽く睨にらんだ。

　そんな視線から逃げるように、大原部長は近くにあったトングを手に取り、意味なく炭を動かしている。さすがの大原部長も、砂川さんには敵わないらしい。

　まだ三十歳手前という若さながら、年齢以上の経験と実績、結果を出してきた彼女は、総合職と事務職という違いはあれど、私の憧れの存在として輝いている。

　一方で、仕事ができるだけでなくキレイな見た目の彼女をうらやみ妬む女性は社内に多い。本人の目の前できつい言葉を口にする女性を見ることも少なくない。

『周りからの雑音に邪魔されず、仕事に集中したいのに』

　飲み会でたまたま隣の席にいた私にぽつりとつぶやいたその言葉には、彼女の真意が込められていた。

　単純に仕事を楽しみたいと願う彼女の足を引っぱるような周囲からの雑音にいちいち反論することにも疲れ、弟の輝ひかるさんの経営するバーで酔いつぶれることもあったらしい砂川さん。そんな彼女があっという間に婚約し、その後入籍という慶事を会社に発表したのは、つい最近のこと。

　お相手は今回のプロジェクトでタッグを組んでいる銀行にお勤めの男性で、園その田だ 奏かなでさんという名の、見た目麗しい素敵な人。仕事で一緒になる機会の多い陽太もべた褒めの、できる男だ。

「砂川さん、左手の指輪、キラキラしてますね」

「結婚指輪なの。毎晩、奏が自分のだけでなく私の指輪も磨いてくれるから、キラキラ感はかなりのものでしょ？」

　陽太のからかうような言葉に、砂川さんはにこりと返す。

　これまで一生懸命仕事に没頭し続けてきた彼女の幸せそうな顔を見ていると、私もうれしくなる。

　地道に頑張れば、幸せな未来が待っている。そんな気持ちにさせてくれる砂川さんは、やっぱり憧れの女性だ。

　普段、それほど長く話すチャンスもない砂川さんと一緒にバーベキューなんて予想もしていなかったし、私はただ陽太の運転手として来ただけだという遠慮もあったけど。せっかくだから、私もバーベキューを楽しもう。うん、こんな機会、最後かもしれないし。

　気持ちを切り替えて、砂川さんの指輪から視線を離すと、ほんの少し不機嫌になった彼女の声が聞こえた。

「薫さんに頼まれると断れないから毎回持ってくるけど。単なるバーベキューで何万円もするウイスキーを飲むなんて聞いたことないよ。輝が安く分けてくれるからといっても、持ってくる私は大変なんだから」

　砂川さんは、足元のクーラーボックスを開いて中を見せてくれた。すると、そこにはたくさんのウイスキーが入っていた。普段飲む機会のない高価なお酒ばかりが目に入る。もちろん、実際の値段は見当もつかない。

「萩尾さんは陽太くんの運転手としてここに連れてこられたんでしょ？　じゃ、この特製ミックスジュースを一緒に飲もうね。私の大好物で、昔から輝がよく作ってくれるのよ。ちゃんと冷やしてあるから、あとで乾杯ね」

　ガラス瓶に詰められた薄いオレンジ色のミックスジュースを指差して、優しく笑う砂川さん。

　もしかしたら私が来るのを知って、これを用意してくれたのかもしれない。やっぱり素敵な人だ。

「そうだ、ここに来たからにはがらりと立ち位置が変わるから、少々どころじゃない覚悟をしておいたほうがいいからねー」

「砂川さんっ。まだ、ちゃんと言ってないんで、もう少し待ってください」

　砂川さんの言葉に、陽太が慌てた声を上げる。

「そうなの？　相変わらず仕事以外のことはぐずぐずしてるのね。まあ、ここに連れてくる勇気を出しただけでも良しとしてあげるわ。せいぜい頑張ってね」

　砂川さんのからかい気味の声に、陽太は口もとを引きしめた。

「砂川さん、それ以上余計なことを言うと、砂川さんが酔いつぶれた時の武勇伝の数々を園田さんに言いますからね」

　陽太の低い声に、砂川さんは肩をすくめた。

「どれだけ言ってもいいわよ。だって、奏は輝の店で酔いつぶれてる私を見て好きになったんだもん。どうぞどうぞ、言ってやってちょうだい」

　陽太の言葉をばっさり切るような言葉には、愛されている自信が溢あふれている。

「あ、でもね、結婚式では三三九度以外のお酒は禁止されたのよ。私って、そんなにお酒を飲むとダメになっちゃうのかなあ」

　首をかしげる姿にも幸せオーラが見える。

「陽太、いい加減こっちで手伝えよ」

　コンロの炭の火を調整している篠山くんの声が響く。

「あ、わかったわかった。じゃ、このクーラーボックスもあっちに持っていきますね」

　陽太はクーラーボックスを抱え、コンロのほうへ歩き出した。

　その瞬間、普段スーツに隠れて見えることのない筋肉に気づいてドキリとする。

「じゃ、私たちは薫さんのお手伝いでもしましょうか」

「あ、はい」

　陽太の後ろ姿に見惚れていた私に気づいていたのか、小さく笑って歩き出した砂川さんの背中を慌てて追った。




　大きな家に比例した広いキッチンはアイランド型で、使いやすそうな調理器具がたくさん揃そろえられていた。そして、何度もバーベキューに来ている砂川さんの指示で、女性陣みんなで食材の下ごしらえを終えた。

　魚介類や野菜を庭に運び、乾杯の音頭が聞こえたのは、お昼少し前。

　お腹も空いて、みんなが思い思いにビールを飲んだりお肉を頬ばったり。仕事中に見せている顔と違うのはもちろん、屋外の雰囲気のせいか、普段の宴会での様子とも違う解放感はとても新鮮だ。

「そのミックスジュース、うまいのか？」

　椅子に座り、のんびりとトウモロコシをかじっていると、隣に並んでお肉を食べていた陽太が声をかけてきた。

「うん、輝さんの手作りらしいけど、すごくおいしい。砂川さんの大好物で、昔からよく作ってくれたんだって」

「ふーん」

　面白くなさそうな声を上げた陽太は、テーブルの上のミックスジュースを手に取り、ぐっと飲んだ。

「おいしいでしょ？　バナナよりも桃缶の味が強くてあっさりしてるし。おかわりをもらってこようか？」

「いや、いい。たしかに飲みやすいけど、やっぱり甘い」

　陽太は口直しに、とでもいうようにビールをあおった。

　ミックスジュースが甘いのは初めからわかっているはずなのに、いったいどうして飲み干したんだろう。

「単なる嫉妬。ほかの男が作った飲み物をおいしそうに飲んでるのを見てむかついただけ」

「え？」

　私の疑問を表情から読み取ったのか、すらすらとそう言った陽太に、驚いた。

　そのうえ、酔ったのかな？という私の気持ちも見透かしたようだ。

「あ、俺はまだ酔ってないから。これが一本目のビール」

　陽太は手にしている缶ビールを目の前にかざして揺らすと、ふたりの椅子の距離を詰めた。

　もともと近くに座っていたのに、膝が触れ合うほどの距離感に体が熱くなる。

　しかし陽太はそれをなんとも思っていないのか、テーブルに新たに置かれた大皿のお肉に気づくと、「肉とたまねぎ」と言った。

　私にそれを取ってほしいらしい。

　実は、ふたりでいる時にはいつもこうして甘えてくる。仕事中のきりりとした雰囲気とのギャップに頬が緩む。

「まだ熱いから気をつけてね」

　お皿にお肉とたまねぎ。そしてウィンナーもあったのでそれも一緒に載せて、陽太に手渡す。

「七瀬は食べてるのか？」

「うん、さっきまで食べてたんだけど、もうお腹いっぱい。ミックスジュースで口直ししながら休憩中」

「あ、そ。じゃ、これ食え」

　陽太はお肉をひと切れお箸で取り、私の口もとに持ってきた。

「は？」

「焼きたてはうまいぞ」

「うん、それはわかってるけどお腹いっぱいだし、それに……」

　陽太に食べさせてもらうなんて、恥ずかしすぎる。

　思わず周囲に視線を向けるけれど、私たちの様子に注意している人たちはいない。

　だからといって陽太に「あーん」なんて言われて素直に食べられるわけがない。

「あとで自分で食べるからいいよ。それは陽太が食べて」

　慌ててそう言っても、陽太は私がぱくりと食べるのを待っている。

「ミックスジュースの口直し。早く食べろよ。嫉妬してるって言っただろ？」

「あ、あのねー」

「四の五の言わずに食べろ。もう俺は我慢しないって決めてるんだからな。七瀬の気持ちを優先して待つなんて四年が限度だ。そうでなきゃ、車検だなんて嘘をついてまでここに連れてくるかよ」

「え、やっぱり車検は嘘だったの？」

　なんとなく疑っていたけれど、車検で車が出せないなんて嘘だったんだ。

「さっき、明日は俺の車を出すなんて言うから、あれ？って思ったんだけど、それって鋭かった……ん、よ、陽太なにする……っ」

　早口で話している私の口に、陽太が手にしていたお肉が押し込まれた。あまりにもあっという間のことに、むせそうになる。

「いいから早く食べろ。なーにがミックスジュースだ。俺だってそれくらい作れるさ。ふん、俺の前でほかの男のことを褒めるなよ」

「よ、陽太、突然お肉を口に突っ込むのやめてよ。もう……」

　とりあえずお肉を咀そ嚼しゃくして、テーブルに置かれているお茶をグラスに注いで飲み込んだ。

「のどに詰まったらどうするのよ。それに、ほかの男って言ったって、輝さんでしょ？　おまけに嫉妬なんて、何回も口に出すけど……」

　はっきりとした言葉をちゃんと言ってくれたことなんてなかったのに。

　そう口にしたい気持ちと、それを言ってしまうと自分で自分を追いつめてしまうのではないかという不安がせめぎ合い、口を閉ざした。

　同期として陽太の隣で過ごした五年間、私は陽太のことが好きだった。

　入社してすぐに始まった研修の初日から三日間は総合職も事務職も一緒で、その後、職種によって別の研修へと移ることになっていた。当時、同じ研修グループにいた五十人ほどの同期たちは皆、周りの緊張をほぐすような陽太の明るい笑顔と仕事への熱意に触れ、次第に惹かれていった。

　私もそのひとりで、研修の間ずっと陽太から目を逸らせなかった。一緒に受ける研修が終わった時には寂しくて、総合職として採用試験を受ければよかったかな、とも感じていた。

　その後、私と陽太は別々の研修を受け、ひと足先に今の部署に配属された私から遅れて一カ月後、総合職向けの研修を終えた陽太が同じ部署に配属された。

『長い付き合いになりそうだな』

　配属後の挨拶を終えて、私の斜め前の席に着いた陽太のその言葉を合図に、私たちの、親しい同期としての長い付き合いが始まった。

　それ以来、約五年間、私は陽太の近くで笑い、愚痴を口にし、陽太のたくさんの表情を見てきた。

　正義感と責任感のかたまり。とはいっても人当たりはよく、仕事に向き合う横顔は男前。女性なら、というよりも、周囲にいれば誰だって、陽太のことを好きになる。私も例に漏れずあっという間に好きになってしまったけれど、その時の陽太には彼女がいて、単なる同期であり友達としてそばにいられるだけで満足していた。

　都合が合えばふたりで食事に行くこともあるし、休日には車で遠出をすることも多かった。だけど、気の合う親友だからと自分に言い聞かせ、陽太を好きだという気持ちは、ほんの少しも見せなかった。

「嫉妬の意味、もうわかってるだろ？　それに、七瀬をここに連れてきた俺の気持ちだって理解しただろ？」

　近い距離を保ったまま、陽太の小さくも力強い声が聞こえた。その瞳はただ私を見据えていて、自分の言葉を後悔しないような落ち着きも浮かんでいる。

　そんな陽太の気持ちに応えられない自分に胸が痛む。

「あの、嫉妬の意味はわかるような気がするけど。ここに連れてこられた意味はわからない。四月一日付の人事異動について、いろいろ聞くってことじゃないの？」

「え？　七瀬って五年間同じ部署にいて、大原部長の家でのバーベキューの意味を知らないのか？」

　陽太は探るように私の顔を覗のぞき込んだ。

「そんな驚いた声で言わないでよ。おっしゃる通り、五年間ずっと同じ部署で働いてるけど、今日ここにきた意味なんてまったくわかりません。それがなにか？」

　地域限定採用の私には異動なんて縁遠いものだから当然だろう。

　大原部長が人事異動の内示をつぶやくという大前提で行われ、そのつぶやきを事前に聞くことが、仕事への影響を小さくし、組織変更への準備を円滑に進められるきっかけになると言われているバーベキュー。そのことは知っているけれど、それ以外にもなにか意味があるのだろうか。

　まったく想像もつかない私に苦笑した陽太は、バーベキューコンロの周りでビールを飲んだりお肉を焼いたりしている人たちに視線を向けた。

　私もつられてその視線をたどる。

　まず目についたのは、社内でも仕事ができる人として有名な山やま内うちさんと、その彼女らしい経理部の小お野のさんだ。ほかにもカップルばかりが目に入り、私はあることを思いついた。

「もしかして、男女ペアじゃなければこのバーベキューには参加できないとか」

「え？」

　私の声に、陽太が顔をしかめた。

「だって。みんなカップルなんでしょ？　恋人とか奥様とか連れてきてるし。大原部長が薫さんと仲がいいから……ってことはないよね。ははっ」

　呆れているとすぐにわかる陽太の表情に、慌てて笑う。

「だよね、カップルで来てるって、偶然だよね。いくら大原部長の夫婦仲がいいからってねー。カップルしか来れないなんておかしいもんね」

　すると、山内さんに向けた視線はそのままに、陽太は口を開いた。

「山内さんは、去年からリーダーとして指揮を執っていたプロジェクトがこの夏に完了するんだ」

「あ、知ってるよ」

　軽く答えた私に、陽太の黒目がちな瞳が私を探るように見つめる。

「山内さんは、あのプロジェクトが終わればきっと異動になる。ひとつの部署にとどまることなく仕事の幅を広げるってのが大原部長のやり方だからな。まあ、それは会社としての方針でもあるけど」

「そっか。山内さんはプロジェクトの前に五年くらい今の部署にいるもんね。だから、そろそろ異動なのか」

「ああ。プロジェクトに召集されれば、その仕事が完結するまで異動はないけど、それもこの夏には納品だから。秋には異動だろうな。もしも結婚を考えていれば、異動先やタイミングを考慮してもらうために結婚相手を紹介するっていうのが、このバーベキューの目的だ」

　私が理解しているのかを確認するように話す陽太に頷きつつも、やはり驚きは隠せない。半期に一度あるこのバーベキューにそんな意味があったなんて、びっくりだ。

　口をつぐんだ私の手をつかむ陽太の手に力が入る。

　ぎこちなく視線を合わせると、陽太の瞳の奥には強い思いが見える。そして、なにかを告げようと口を開いた。

「俺、今日ここに七瀬を連れてきたのはさ、部長に――」

「部長に萩尾さんとのことを知っておいてもらうためだろ？」

　その時、真面目な表情を浮かべる陽太の横に、いつの間に近くに来たのか山内さんが並び、話を遮った。

「俺は半年前のバーベキューに初めて美み乃の里りを連れてきて、部長に紹介したんだ」

「そうなんですか。俺はまだ早いかな？とも思ったんですけど、プロジェクトが本格的に動き出せば忙しくてバーベキューに参加すること自体無理かもしれないって考えて焦ったんですよね」

　陽太は、山内さんの言葉に相あい槌づちを打つ。

「ふーん。飄々としている顔しか見せないくせに、実は萩尾さんにだけは熱い男だってことだな」

「ですね」

　男ふたり、意味ありげに顔を見合わせて笑っている。

　山内さんは陽太をからかうようにニヤリと笑うと、私の手元に視線を向けた。

　その様子に促されるように私も自分の手元を見れば……。

「あ、あ、ち、違うんです」

　私の手を離そうとしない陽太の手を振りほどこうとするけれど、離してもらえない。

「陽太、ちょっといい加減に離してよ。や、山内さんが……笑ってるし」

　上ずった声を上げる私を無視するように、陽太はぎゅっと私の手をつかみ直した。

「そうやって慌てて俺から離れようとしたって、ここに来たからにはもう逃げられないから諦めろ」

「な、なによ。ここに来たのはバーベキューで……。あ、あとは内示のことで部長のひとりごとを聞くって……」

　私たちの様子を笑顔で眺める山内さんを気にしながら陽太から逃れようとするけれど、やはり離してくれる気配はない。それどころか私を正面から見据え、真面目な顔を向けた。

「七瀬がここまでこのバーベキューの意味を知らなかったのは誤算だったけど、逆にそのおかげで簡単にここに連れてくることができたんだな」

「『そのおかげ』って、いったいどういうこと？　それに、『バーベキューの意味』って……」

　私を見つめる陽太と山内さんを交互に見る。

「今日の陽太って、やっぱりおかしいよ。どうしたの？　私をバーベキューに連れてきたかったなら、初めからそう言ってくれればいいのに。断る理由もないんだから、来るに決まってるでしょ」

　正直なところ、嘘をついてまで私をここに連れてきた陽太の真意がわからない。うーん……と心の中で声を上げながら考えていると……。

「大原部長が、いよいよ春川も腹をくくって萩尾さんを連れてきたんだなって楽しみにしてるぞ。早く紹介しろよ」

　山内さんが、急せかすように陽太に声をかけた。

「楽しみって……え？　薫さんも一緒にこっち見てるし、笑ってるし」

　陽太は諦めたような声と共に立ち上がると、私の手を強く握りしめ強引に私を立ち上がらせた。

　不思議とそれがうれしくて、私も自然に握り返す。まるで恋人同士のようなやり取りだな、と甘酸っぱい気持ちになりながらも視線を上げると、うれしそうに表情を緩めた陽太がいた。

　誤解してしまいそうな甘い一瞬に、私の体はくらりと揺れた。

「さ、行くぞ。今日ここに来た一番の目的はこれなんだ。七瀬は俺の隣で笑ってろ」

「え？　ちょっと、なに言って……」

「うるさい。説明はあとだ。大原部長にからかわれようが仕事を増やされようが、欲しいものはこの手でつかむ。……あ、今つかんでるけどな」

　陽太は握りしめている私の手を持ち上げて、じっと見る。

　大原部長のもとへと足早に向かう陽太の後ろ姿からは緊張感も見えて、私はそれを訝いぶかしく思いながらついて歩く。

　結局、私はここに、なんのために連れてこられたんだろう。〝陽太の運転手〟という単純なものではなく、陽太があらかじめ企んでいたなにかがあるに違いない。

　ようやくそれに気づいた時には、大原部長夫妻が期待を込めた笑顔で目の前に立っていた。

　そしてそれからの私は、〝陽太が結婚を考えている女〟として認定され、居心地の悪い時間を過ごすこととなった。




「大原部長の奥さんって、キレイだったね」

　バーベキューのあと、陽太と私はスーパーに立ち寄った。陽太はカートを押しながら、時々立ち止まり、私が放り込む商品をその都度手に取っては『七瀬の家にまだあったぞ』『先月買ったメーカーのほうがおいしかったぞ』と言っては、買っていいものとそうでないものを仕分けている。

　私たちは、年を追うごとに付き合いの親密度を増し、同居しているのではないかと錯覚するほど一緒に過ごしてきた。

　もちろん、恋人同士ではなく、気の合う同期として、だ。私の気持ちはともかく、陽太にそうなるつもりはないと思っていたから。

　けれど今日のバーベキューでの甘い言葉の数々を思い返せば、陽太も私と同じ気持ちだったとわかり、幸せだと感じる反面、それを素直に喜べない自分もいる。

「そうだな。たしかに薫さんはキレイだよな。俺も初めて紹介された時、あまりにもキレイだからぼーっとしてしまったな」

「へえ。薫さんみたいな女性が好みなんだ」

　私は拗すねた口調でそう言った。

「妬くな妬くな。誰が見ても見惚れるほどキレイな人なんだから仕方がない。だけど、見惚れるっていうのと好みは違うぞ。俺の好みは、うーん、ま、今はまだ俺の胸にしまっておくか」

「べ、別に妬いてるわけじゃないし……」

　くつくつ笑いながら肩を震わせる陽太のあとをついて歩く。バーベキューで右往左往させられて、今も私ひとりがアタフタと感情を上下させているようで悔しいけれど、普段と変わらない背中を見ながら歩くだけで、安心できる。

「調味料はまだあったよな……」

　こうして当然のようにふたりで夕食の食材を買い、ふたりで調理して食べる。

「いつまでも、こうしていられるといいのに」

　これまで何度も願ったことが、なぜか口をついて出た。

　案の定、陽太は私の声に振り返ると、驚いたような視線を私に向けた。

「あ、なんでもない」

　私は焦りを隠せないままそう言って、ひとりでさっさと卵売場へと足を向けた。

　今、口にした言葉に嘘はないけれど、陽太は招集されたプロジェクトが完結すれば、早々に異動になるはずだ。この先もずっと一緒にいられればいいという願いを陽太に押しつけるわけにはいかない。

「いつまでもこうしていられるためのバーベキューだったんだけどな」

　いつの間にか私の隣に並んだ陽太が、私の顔を覗き込んだ。

「キャッ」

　ちょうど手にした卵を落としそうになり、私は小さな声を上げた。

「驚かせないでよ、卵が割れちゃうでしょ」

「それを踏まえて、こうして卵を下から支えてるんだろ」

「あ、本当だ」

　私の手を下から支え、いつ卵が落下してもつかめるよう準備している。

　陽太の体温に触れてドキリとした気持ちを隠しながら視線を上げると、普段と変わらない落ち着いた切れ長の瞳が私を見つめていた。

「卵を落とされたらたまらないからな。七瀬がしでかしそうなことはちゃんと予測してるし、見逃すわけがない」

　胸を張るようにそう言って、陽太は笑った。

「な、なにを偉そうに言ってるのよ」

「偉そうっていうより、これだけ長く一緒にいて七瀬が鈍くてそそっかしいのがわかってるから目が離せないんだろ？」

「鈍い？　そそっかしい？」

　陽太の言葉が気に入らなくて、私は唇をぎゅっと結んだ。

「えっ、反論するのか？」

　陽太は私の顔を面白がるように覗き込んだ。

　あまりにも近くにある陽太の顔に照れた私は思わずあとずさり、首を横に振った。

「う、ううん。ごもっともです。はい」

「だろ？　いつまで経っても七瀬は変わらないから、俺がちゃんと見守ってるんだ。こうして俺が卵を受け止める準備をしているのも、七瀬のことをわかってるからだ」

　陽太はさも当然のように言って、私の手から卵を取り上げカゴに入れた。

　その流れがあまりにも自然で、思わず「ありがとう」とぽつり。

　陽太は満足げに頷くと、左手でカートを押し、右手で私の手をつかんだまま売場をさっさと歩いていく。

「私が納得できるように、なにもかも説明してよ。今日のバーベキューのこと、全部ね」

　ちらりと振り返った陽太は、私の言葉を聞き流したかと思うと、近くに置かれていたワインを手に取った。

「七瀬はこの甘いワインが好きなんだよな。今日はこれにしよう」

　その手にある赤いワインは、たしかに私のお気に入りのひとつだった。

　私の質問に真面目に答えてくれない陽太にじれったさを感じる。だけど、普段から慣れているものを普段と変わらずに飲んだり食べたり、そして誰よりも一緒にいることに慣れている陽太と過ごすのだと思えば、そんなじれったい想いは後回しになる。

「じゃ、おつまみに、陽太の好物のナスの煮びたしでも作ろうか？」

　おまけに、ついつい優しい声も出てしまう。

「お、上等上等。七瀬の料理はなんでもうまいけど、特に和食は絶品だもんな。ついでに炊き込みご飯も作ってくれれば最高なんだけど」

　大きな笑顔でおねだりされれば、私の中から拒否権は消えていく。

「作るのはいいけど、バーベキューであれだけお肉をいただいたのに、まだがっつり食べたいの？」

「今日は食べるっていうより、大原部長に七瀬を紹介するっていうか……だから緊張してたし」

　陽太は体をほぐすように肩を上下させ、ホッと息をついた。

「……さっきも言ったけど、やっぱり七瀬は鈍いよな。ていうより、周囲のことにもう少し興味を持て。大原部長の家でのバーベキューの意味。まだまだたっぷり教えてやるから、さっさと買い物を済ませて帰るぞ。あ、食器洗いの洗剤が切れかけてるから、それも買って帰るか」

「じゃ、オレンジの香りがいい」

「わかってる」

　ワインを加えたカートを押しながら、陽太は再び歩き出す。相変わらず私の手をつかんだままだ。

　その居心地のよさに抵抗することもなく、私も変わらず黙ってついて歩く。こうやって親密な距離で歩くことがうれしくてたまらない。

「炊き込みご飯に薄揚げは欠かせないし、しいたけも忘れずに」

　陽太が小声で口にする言葉に、私も軽く頷く。

「鶏肉も忘れちゃダメだね」

　陽太の隣に立ち、顔を見ながらそう言える幸せを感じた。

　ずっと、この時間が続けばいいのに……。

　今日、何度そう思ったことだろう。







ずっと好きだった




「天気がいいから気持ちがいいな」

　リビングのベランダに面した窓からの景色を見ながら、陽太は腕を上げ、体を伸ばした。

　日暮れ間近の部屋にはオレンジ色の光が差し込み、昼間の日差しの名残のせいか、温かさも感じられる。

　私が住んでいるマンションは、築十年の十五階建て。

　ひとり暮らしを始めるにあたり、八歳上の姉さんと旦那様の忍しのぶさんが用意してくれたのだ。もともと忍さん所有の物件で、空いているからということで私を住まわせてくれている。

　セキュリティには指紋認証が導入されていて、その機械の横には、二十四時間体制で警備員さんが立っている徹底ぶり。指紋認証を済ませた住人と、住人が許可した人しか通してくれないほど管理は厳しい。

　さらに駅から徒歩三分という立地のよさと、近くにショッピングセンターがある点も人気のこの高級物件に、私は大学入学直前に越してきた。

　そして姉さんは、高校生の時から付き合っていた同級生の忍さんと、私の大学進学を待って結婚した。両親の一周忌を終えたタイミングで、姉さんは重い腰を上げたのだ。

　忍さんは、世界的に名が知られているいくつかの企業を傘下に置く『音おと羽わグループ』のトップ、音羽 匡まさし氏の次男で、今はグループ会社のひとつである建設会社で重役に就いている。

　長男の聖ひじりさんと共に、グループ全体の発展のために努力を続けているけれど、裕福な家庭で育ったせいか大らかで優しく、大企業を率いるプレッシャーを感じさせない素敵な男性だ。交通事故で私の両親が亡くなった時には、忍さんや音羽家の皆さんが葬儀を取り仕切るのはもちろん、弁護士さんを紹介してくれ、事務手続きやらなにやら、すべて引き受けてくれた。

　姉さんと忍さんとの付き合いが長いとはいえ、妹である私にまで細やかな気遣いを見せてくれる音羽家の皆さんに、感謝の気持ちはもちろんあった。けれど、それまでの自分と両親との希薄すぎた関係を考えると、その温かさには驚かされてばかりだった。

　私たち姉妹の両親は写真家で、生前の活躍は今でも時々雑誌で特集を組まれることもあるほどだ。全国の風景を撮影して写真集を出版したり、ポスター写真を引き受けていた。ほかにも自動車や電化製品など商業写真を撮ることも多かったようで、両親が撮影を手がけた商品は売れ行きがいいと評判だったとも聞いている。

　そんな、写真家としては一流のふたりだったけれど、日常生活では問題が多かった。子供たちよりもお互いを愛することに精一杯で、必要最低限の子育てをするのみ。おまけに放浪癖があり、姉さんと私は両親の気の向くまま引っ越しばかりを繰り返していた。

　両親が亡くなった時はもちろん悲しかったけれど、その時は既に姉とふたりで暮らしていて、私の生活が変わることはなかった。さらに、両親が遺した生命保険の保険金と出版物の印税のおかげで、姉さんは仕事に、私は学校に通うというこれまで通りの生活を続けられた。

　ただ、私が変わらず大学生活を送れるようにと、忍さんとの結婚を延期すると決めた姉さんには申し訳なかった。悪いとは思いつつも、ひとりで生きていくことに不安があった私は、私が高校を卒業するまでは一緒に暮らそうという姉さんの言葉に甘えさせてもらうことにしたのだ。

　その後、無事に大学に合格した私は、姉とふたりで暮らしていた家を出てひとり暮らしをすることにした。とはいっても、私を心配する姉さんは自分の目の届くところでしかひとり暮らしを認めるつもりはなく、私はそれ以来九年間、このマンションで家賃の心配もなく、セキュリティの不安もない快適な毎日を送らせてもらっている。

　姉さんや忍さんにここまで私の面倒をみる義務はないとわかっているけれど、環境の変化がなにより苦手な私は、この先もここで暮らしたいと思っている。

「この十五階からの絶景にも慣れたな。まあ、五年もここに通えば当然だよな」

　高層階からの眺めを楽しみながら、陽太が思い返すようにつぶやいた。

「え、ああ、そうだよね。私も初めてこの家に来た時はこの高さにびっくりしたけど、慣れちゃったもん」

「そろそろあの川沿いの桜も咲き始めるな」

「うん。桜が満開になった頃、去年みたいに散歩しようね」

　私は弾んだ声でそう言って、陽太を見上げた。

「もちろん、七瀬の手作り弁当持参だろ？」

「了解。お重にアスパラベーコンとだし巻をいっぱい詰めようか……あ、梅おかかのおにぎりも」

　遠くを眺めながら、陽太と笑い合う。

　近くの川沿いの桜が満開になる様さまは圧巻で、毎年ふたりでお花見がてらお弁当を持って散歩に行く。

　今年で四回を数えたお花見も、あと何回、一緒に楽しむことができるだろう。私が今の職場を離れるような大きな異動をする可能性はゼロに近いけれど、陽太はプロジェクトを終えたあと、異動をいくつか繰り返して上の役職に就いていくはずだ。

　けれど、生活の変化が苦手な私は、陽太の変化に合わせられるのだろうか。

　私への陽太の特別な想いに、私自身が真正面から応えられるのか、自信がないのもたしかだ。

　両親の思いつきによって引っ越しを繰り返し、寂しさばかりを経験していた私は、慣れ親しんだこの家を離れて新しい場所で生活を始める勇気が持てずにいる。もう、自分の生活圏が変わって苦労するなんてことはしたくない。だから、この家でなんの変化もなく暮らしていきたいのだ。

　何度も転校していたあの頃は、ようやく仲よくなった友達とも両親の気まぐれによって会えなくなった。何度かそれを繰り返すうち、長く付き合える友達を作ることも、腰を据えて自分が住んでいる地域になじむ努力をすることも諦めるようになっていた。

　一方で、姉さんは両親の性格を寛容に受け止め、学生時代を引っ越しと転校に費やしながらもそれを楽しむ努力をしていたようだ。少なくとも二年に一度は引っ越して新しい家で新しい生活を始めることに抵抗を覚えつつも、子供ひとりが自分の力だけで生きていくことなどできるわけがないと、自分の状況を冷静に受け入れ、両親の意のままに各地を転々としていたらしい。

　姉さんのように環境への適応能力に優れていたわけではない私は、学齢を重ねるにつれて心を閉ざしていった。既に仕事に就いてひとり暮らしを始めていた姉さんは、そんな私を絶えず心配してくれていた。そして、〝あの出来事〟をきっかけに、姉さんは両親から私を切り離して育ててくれた。

　そのことを両親がどう思ったのか今ではもうわからないけれど、写真家として名をはせていた両親にはそれなりの収入があり、生活費の面倒はみてくれた。子供に愛情を注ぎじっくりと育てることには向かない両親だったけれど、子供に不自由な暮らしはさせられないと思ったのか、いっそう仕事に励み、知名度も収入もアップした。

　そんな中で交通事故に遭い、亡くなった。

「七瀬がここに住み始めて九年くらいか。けっこう長いよな」

　ぼんやりと考え事をしていた私の耳に陽太の声が届き、ハッと我に返る。隣に目をやると、相変わらず川沿いの桜を見ている楽しげな横顔。

「忍さんが用意してくれた家だからね。なかなか引っ越すなんて言い出せないし、それに、私も気に入ってるから出ていくつもりもないの」

「この時期は桜もキレイだし、夏には花火も見えるしな」

「うん」

　陽太と楽しんだいくつものことを思い出して、口もとが思わず緩んだ。

　ここ数年、夏に催される花火大会の日には、陽太をはじめ会社の同期たちがこぞってこの部屋を訪れている。去年は十人ほどでビールを飲みながらキレイな花火に歓声を上げた。もちろん、その中には陽太もいた。

「それにしても、この広い２ＬＤＫにひとり暮らしなんて贅ぜい沢たくだよな。忍さんってマジでお金持ちなんだな。七瀬のためにこの家を用意してくれるなんてさ」

　陽太は明るい声でそう言って部屋を見回した。

「……うん、まあね」

「七瀬も穂ほの香かさんも、親を亡くして苦労してきたんだから、玉たまの輿こしに乗ってもいいか。ていうか忍さん、本当に愛妻家だもんな。男として、恥ずかしいを通り越してあっぱれだよ。俺も、結婚したらあれくらい本気でデレデレしたいって思う」

　ふっと小さくなった声にちらりと視線を向けると、陽太が私をじっと見ていた。

「人目を気にせず穂香さんのそばから離れないし、穂香さんを見つめる瞳は甘すぎて見ていられないし」

　陽太はそう言って、私の顔を覗き込んだ。

　今日何度も向けられた、柔らかい表情と温かな声。忍さんが姉さんを見つめる瞳に似ていて、ドキリとする。私は絡み合う視線をどうにか逸らし、うつむいた。

「ん？　もしかして照れてる？」

　さらに距離を詰める陽太の足元を見ながら、私も一歩、横にずれる。

　だけど陽太もそれを追う。

「よ、陽太、どうしたの？」

「どうもしない。ただ、七瀬がなんだか素直だから、調子に乗ってるんだ」

「それって、どういう……」

　陽太の言葉に照れながら、私は口ごもった。私の頬は陽太の手に挟まれ、背伸びを促される。

「よ、陽太……」

　戸惑う私を気にすることなく、陽太の腕が私の体に回された。ぐっと引き寄せられたかと思うと、その手が私の背中を優しく撫でる。

「……七瀬」

　私を抱きしめながら思わず口をついて出たような陽太の言葉に、私の体がぴくりと震えた。首筋に陽太の吐息を感じ、どうしたらいいのかわからずじっとしていると、次第に陽太の唇が首筋から顎へと動く。そして、私の唇の近くを遠慮がちに這はったかと思うと……。

「大原部長のバーベキューで七瀬を紹介した意味は、これがすべてだ。七瀬が好きなんだ。ずっとこうしたくてたまらなかった」

　そう言って、唇を重ねた。

「んっ……」

　唇に熱を感じた途端、私は反射的に体を逸らし避けようとした。けれど、陽太はそれを拒むように私の後頭部に手を置き、力を入れた。

　陽太の唇から逃げられない。唇をふさがれたまま抵抗しても、結局私は陽太のことが好きなのだ。いつの間にか陽太の唇を受け入れ、その動きに応えている。

　そんな私の反応に安心したのか、陽太はいっそう強い力で私を抱きしめた。

　音を立てながらキスを繰り返され、思いついたように舌で唇をなぞられるにつれて、私の体は熱くなっていく。

　息苦しさで開いた私の唇に、待っていたかのように陽太は舌を差し入れてきた。

　おずおずと私からも舌を差し出して絡ませ合えば、陽太と想いが通じ合ったようで胸がいっぱいになった。

　しばらくの間、互いの熱を感じてようやく落ち着くと、陽太は「ずっとキスしたかった。七瀬が好きなんだ」とつぶやいた。

「そんなの、今まで全然……」

　まだ荒い息を隠すように、私はうつむいた。

　好きだと言われ、キスをして、これが現実なのかどうかわからなくなる。

「気づかなかったのは七瀬だろ。普通、女のひとり暮らしの部屋に男がなんの想いもなく入り浸るわけないだろう？　牽けん制せいだよ、牽制。ほかの男がここに来ないように、俺が先回りして入り込んでたってことだ」

「ほかの男なんて、いないのに」

　陽太から聞かされる言葉が信じられなくて、抑揚のない声が部屋に響く。

「七瀬も、俺のこと好きだろ？」

　額と額がこつんと合わされ、陽太の手が私の頬に置かれたかと思うと、唇が再び私のそれに重なった。ついばむようなキスが何度か繰り返され、名残惜しそうに唇が離れていく。

　気づけば、頬にあった陽太の手は腰に回され、抱きしめられていた。

「俺が七瀬を好きだってこと、今日のバーベキューで大原部長に知らせたから。これから俺になにか変化があるなら……というより、必ずあるけど。七瀬も道連れだから、今から心の準備をしておいてくれ」

　私の耳に、陽太の声が響く。まるで私に懇願するかのように。

「道連れって、どういうこと？　バーベキューのことといい、いい加減はっきりと教えてよ」

「だから七瀬は鈍いっていうんだ。長い間同じ部署で働いてるのに、どうして知らないんだよ」

　呆れたような陽太の言葉に、私は陽太の胸から体を離すと目を細めて睨んだ。

「鈍くて悪かったわね。だったら鈍い私にもわかるように優しく教えてよ」

「わかったわかった。だからそんなに怖い顔を作って睨むなよ。結局かわいいだけなんだからさ。二度と離したくなくなるだろ」

　陽太は、私の頭を自分の胸にぐっと押しつけた。

「ちょっと陽太、痛いってば」

　私の体を圧迫するような強い力に抵抗しながらも、足元から力が抜けて体重すべてを預けてしまう。

　すると、やけに明るい声が耳もとに響いた。

「離したくないよな。ずっとこうしていたいよな」

　そんなことを聞かれて、私はどう答えればいいんだろう。陽太から離れたくないし、ずっとこうしていたいと強く願っているのは、私のほうだ。私が一方的に陽太のことが好きで、片想いの切なさばかりを勉強していると思っていたのに。

「とにかく、俺の気持ちは大原部長に伝えたから、そのことを含めて俺の異動は進められると思う」

　私を抱きしめる陽太の手がほんの少し緩む。

「どういうこと？」

　視線を上げると、私の気持ちを探るように、陽太が言葉を続けた。

「会社員なら人事異動による生活の変化は避けられないし、それによって諦めなきゃならないものも、手に入るものある。今のプロジェクトが終われば、俺の異動は確実だ。その時、俺と七瀬がいい方向に向かうように配慮してほしくて、今日は七瀬を連れていったんだ」

「いい方向に？　そんなこと、大原部長に言った？　私、聞いてないし、それに第一、陽太の異動と私になにか関係があるの？」

「あるだろ。俺は七瀬が好きだし、七瀬は俺が好きだろ。異動で距離ができるなんてたまったもんじゃない」

　陽太の力強い言葉から、焦りのようなものが感じられる。

　普段見ることのないその様子が新鮮で、見惚れてしまう。

　この五年間ひっそりと見ていた口もとが目に入ると、途端にさっきのキスが思い出されて体はますますほてる。思わず自分の指先をその唇に添えてみたい衝動にかられるけれど、我慢する。自分の唇に残る熱にも気づき、浅い呼吸を繰り返した。

「よ、陽太の言ってることは、えっと……その通りで、私も陽太のことが……」

　好きだとはっきり言えなくて、照れたまま視線を泳がせていると、私の背中に置かれている陽太の手が再び私を引き寄せた。

「なあ七瀬、穂香さんや忍さんに守られている安全なこの場所から、そろそろ地上に降りないか？」

　陽太の言葉が、この場の空気を変えた。好きだと言われ抱きしめられ、甘く感じていたこの部屋のすべてが、動きを止めた。

「穂香さんや忍さんが、七瀬をこの部屋で守りながら、七瀬が穏やかに過ごせるように気を配っているのはちゃんとわかってるけど。そろそろそんな現状を変えて、俺がいる場所に降りてこないか？」

　もともと静かだった周囲が、いっそう音を失ったように鎮まっていく。

「……陽太のいる場所」

　静まり返ったのは、ほんのわずかな時間。それでも、思わず息を止めるほどの苦しい時間だった。そして、ようやく私の口から出た声は、自分の声ではないように震えていた。

　今まで陽太がそんなことを言ったことはなかったのに。どうして、今なの？　それも、お互いの気持ちを通わせようとしている最中に。陽太のことが好きだと口にできる喜びを知ったばかりなのに。陽太も私のことを好きだと言ってくれたばかりなのに。

　私にはできそうもないことを、今は言わないでほしかった。

「この部屋が私の心の平安を保つ砦とりでだって、知っているよね？」

　どうにか陽太を見つめ、震える声で尋ねた。

「知ってるもなにも、その砦が俺にとっての大きな壁だったから」

　陽太の低く重い声が部屋に響いた。

「壁？」

「壁っていうより、山？　登っても登っても頂上にたどりつけない、バカでかい山」

「そう言われてもピンとこないし、降りてこいって言われて、『はいはい、わかりました』とはいかないよ」

　すると陽太は、眉を寄せて小さく息をついた。

「だよな。俺がこの四年間、七瀬が降りてこられるように密かに道を作っていたことにも気づかなかっただろ」

「気づくどころか、陽太がそんなことを思ってることすら知らなかったし。第一、私のことを好きだって突然言われただけでも混乱して……。もちろん、それはうれしいんだけど信じられないし、かといって陽太の言葉がまるっきり嘘だとも思えないし。とにかく私は今どうしていいのかわからない。あ、そうだ。大原部長のバーベキューで――」

「七瀬」

　話しているうちに次第に興奮してきた私の言葉を遮るように、陽太の強い声が響いた。私の目を見つめるその瞳が、なにかを決意したように揺れた。

「七瀬、落ち着け」

「だから、私が大原部長の……んっ、よ、陽太、なにを……ん」

「ちょっと黙ってろ。どんな顔を見せられても、何度でもキスしたくなるだろ」

　私の腰を抱いていた陽太が、ほんの少しあった距離を一気に詰めて唇を重ねた。

　気づけば頭からつま先まで、まるで重ならない場所はないかのように抱きしめられながらキスの嵐が降ってくる。

　陽太の口から時々漏れる艶めく声と、私の髪の間に差し入れられた指先の動きに、何度も体が反応する。この展開に驚きながらも、陽太がくれる温かさをずっと待っていた、と感じながら……。

「私を好きって……ホント？」

　呼吸の合間に、どうにかそれだけを口にした。けれど陽太からの答えはなく、次第に深くなるキスになにも考えられなくなっていく。

　陽太は相変わらず私を離そうとせず、うっすらと開けた瞳で私を見つめる。続けて私の肩にこつんと頭を乗せ、ぐりぐりと額を押しつけてきた。

「好きかどうかなんて聞くなよ。好きになりすぎて、その気持ちが俺を支配してどうしようもないんだぞ。いい加減、俺のところに降りてきて助けてくれ」

　私の腰に回した手が、さらに私を引き寄せる。

「陽太……」

「いや、『助けてくれ』はおかしいな。俺が、この家から出ても七瀬は大丈夫だって教えてやる。七瀬がほしがってる〝変わらない未来〟になってやるから、だから」

「……っや、ようっ……んっ」

　再び重なり合った唇から、陽太の本気が伝わってくる。こじ開けられた唇からすっと入り込む陽太の舌が、想いを注ぎ込むように動く。そのたび私の体から力が抜けて、陽太の体に身を預けてしまう。

　もしかしたら、これも陽太の作戦かもしれないとぼんやり考えながらも、深すぎるキスに酔わされて、心地よさが溢れてくる。

　ずっと陽太が好きで、唇の柔らかさを確かめたかった。だから、こうして願いが叶かなってうれしくないわけがない。けれど、陽太の言葉に素直に頷くことはできない。

「私……自信がない。この家を出るのは、無理……っや、よう」

「無理なのは、俺だ。ようやく俺の気持ちを七瀬にぶつけたのに、はいそうですかって引き下がるわけがないだろ。俺は七瀬を諦めないし、絶対に手に入れるから。というより、もう俺のものだろ？」

　あまりにも近すぎる距離の中、唇をついばみながら話す陽太に圧倒されながらも、やっぱり私にはこの家を出るなんて無理だと思う。環境の変化への対応能力が欠如した私は、陽太を諦めるよりほかないのだ。

「陽太……」

　何度考えても変わらないその気持ちを伝えようと口を開いた途端、陽太がそれを唇で止めた。

「なにが変わってほしくないのかを素直に考えれば大丈夫だ。俺のところに来い」

「でも」

「でも、じゃない。いいんだ、七瀬が不安でも俺が支えてやるから。そのために俺はこの四年間を費やしてきたんだ」

「は？」

　言い聞かせるような陽太の言葉に戸惑いを覚えた。四年間という言葉が引っかかる。

「いい。今はわからなくていいから。とにかく俺のところに来い」

　陽太の強気な言葉が部屋に響き、その勢いに驚いて、私は口をつぐんだ。

「大原部長に言われただろ？　なにがあっても驚くなって」

「う、うん」

「それが、俺と道連れってことだ。俺は仕事と恋人、両方手に入れるって決めてるから」

「……ちょっと待って。私は陽太の恋人じゃない」

　陽太の言葉を遮るように、私は首を横に振った。

「じゃ、今から恋人だ。両想いの男と女が気持ちを伝え合えば、恋人関係に昇格。そして、二度と離さない」

　私の戸惑いを十分わかっているはずなのに、陽太は自分の想いが溢れ出すのをどうすることもできないようだ。

　狭い車内で陽太にときめく気持ちを抑えようとしていたのが今朝のことだなんて、信じられない。丸一日、陽太と一緒にいて、ふたりの距離は一気に縮まり、驚くばかりの展開を見せた。

「離さないし、離れるな」

　まるでナイトに守られるお姫様にでもなったのかと勘違いしそうな言葉を言ってもらえるとは、思ってもみなかった。

　まだ曖昧なことも多いし、おまけに私の避難所とでもいうべきこの家から出ろと無理を言われても困るけれど……。

　好きな人から贈られたい言葉の上位に入りそうなセリフを次々と言われれば、舞い上がる気持ちに嘘はつけない。

「バーベキューに行ったんだから、もう逃げられない。俺に愛されて結婚する、そして幸せになるから、楽しみにしておけよ」

　陽太から溢れ出す想いは止まらない。

　現状を変えたくない私の状況はなにも変わっていない、そして変えるつもりもないというのに、一度素直になれば、もう止められない。

「陽太が好きなの。ずっと好きだった」

　私も陽太のシャツを握りしめ、想いを口にする。

　隠していた恋心をさらけ出せば、それは、五年間続いた、甘さほどほどの微妙な関係が一気に変わる瞬間だった。







愛するために変わりたい




「おはよう。月曜から早く来てもらって悪いな」

　週明け、普段よりも少し早く出社して立ったままパソコンを起動していると、同期の徳とく井いくんが声をかけてきた。

　法学部出身の徳井くんは、法務部で特許関係の仕事をしている。ノンフレームのメガネが似合うクールな見た目に似合わず、奥様を溺愛している優しい旦那様だ。

　私が今日早めに出社したのは徳井くんの事務手続きを手伝うためで、その理由はとてもおめでたいものだ。

「おはよう。そして、おめでとう。奥様は元気なの？　双子の出産なんてかなり体力を使いそうで想像できないけど」

　私が明るい気持ちと声で笑うと、徳井くんも顔中の筋肉を緩めたまま何度か頷いた。

「帝王切開だったから、出産の時よりも今のほうが痛みがあるって言ってる。無事に生まれてくれればそれでいいって言ってたけど、痛いものは痛いってうめいてるよ」

「そうなんだ。切ったんだもん、痛いよね。想像するしかできないけど」

　出産以前に結婚もまだの私には、その痛みすらうらやましくもある。

「目の前で痛い痛いって体を強張らせる姿を見てると、どれほど痛いんだって思うよ。本当に頭が上がらないな」

「そうだよ、大事にしてあげてよね、お父さん」

　傍らに立つ徳井くんの背中を軽く叩たたいて、私は席に着いた。ちょうどその時、パソコンの画面が開き、人事関係のファイルを探す。

「双子だもんね。会社からのお祝いも組合からのお祝いも二倍出るよ。申請書がここにあるから、必要事項を書いて法務部の事務担当に渡してね」

　パソコン画面に上がった出産に関する提出書類について説明する。

　各部署には私のような事務職の女性がいて、人事部や経理部などへ提出する書類の取りまとめも仕事のひとつだ。

　私には簡単なことだけど、在職中に出産に関する書類を目にする機会なんて、普通ならそう何度もない。徳井くんのように、その状況になって初めて私に相談に来る人がほとんどだ。

　昨日、奥様が出産してすぐに電話がかかってきて、人事関係の手続きについて尋ねられた。そして私は『おめでとう』の言葉と共に、普段よりも少し早めに出社してほしいとお願いした。難しい手続きではないけれど、いくつかの部署に提出する書類があり、説明しようと思ったのだ。法務部にも事務担当の女性はいるけれど、同期であり気心が知れている私に教えてほしいと言われれば、断る理由はない。

「なんだか顔の筋肉が緩んで落ちそうだね」

　どう見ても引きしまらない顔の徳井くんをからかっても、彼は照れることも反論することもない。

「よっぽどうれしいんだね」

「うれしいっていう気持ちを超えてる。一生大切にする」

　徳井くんの目が潤んでいるように見えたけれど、すっと目を逸らされた。そんな姿を見せられたら、私も目の奥が熱くなってくる。

「……少しは照れなさいよね。だけど、いい旦那さんだね」

「それはどうかな。ただ、俺が幸せにしてもらってる以上に幸せにしようと思ってる。で、七瀬のほうはどうなんだ？　昨日、陽太と大原部長のバーベキューに行ったんだろ」

「え、どうして徳井くんがそれを知ってるの？」

　突然の『バーベキュー』という言葉にドキリとした。

「もしかして、陽太から聞いた？」

　私は探るように徳井くんに問いかけた。

「いや。ていうか、七瀬を連れていくっていうのはかなり前に聞いていたけど、それでなくてもあのバーベキューに関する情報の伝わり方は尋常じゃないほどの速さだぞ。周囲のことにあまり関心がない七瀬は驚くだろうけど、きっと本社の社員のほとんどが知ってる」

「え、えーっ」

「驚きすぎだろ」

「だ、だって、社員のほとんどって言ったよね？」

　徳井くんの言葉に大きく反応した私は、椅子に背中を預けながら確認した。

　けれど、彼の答えは私の期待を裏切るものだった。

「営業部の女の子が何人か来ていたんだろ？　まあ、今日中には広まるよな」

　当然だとばかりに徳井くんは頷いた。

　たしかに営業部の女性が来ていたけれど、だからって今日中に広まるなんて、信じられない。

　驚く私に、徳井くんは言葉を続ける。

「参加したからにはもう逃げられない。陽太と七瀬がまとまったって噂うわさが広まって、大原部長がこの先陽太をどう動かしていくのか、楽しみだな。もちろん七瀬も他人事じゃなくなる」

『逃げられない』。その言葉になにも答えられずにいると、徳井くんが私を気遣うように膝を折り、目の前で笑顔を見せる。

「陽太から、少しだけど七瀬の子供の頃のことは聞いてるし、どうして総合職じゃなく今の仕事にこだわっているのかも理解してる。だけど、いよいよ七瀬にもちょっとした変化が起きるんだ」

「変化？」

　徳井くんの口から次々と出てくる言葉に私は不安を感じ、心細い声でつぶやいた。

「そう。七瀬が居心地がいいと思っている場所よりも、もっと幸せになれる場所に飛び立つんだ」

「……陽太と同じこと言わないで」

　昨日のバーベキューのあと、私の家で聞かされたことは、私がこれまで大切に守り続けていたものを覆す内容だった。あまりに驚いて、昨日の夕食作りをどうしたのかも、洗濯物をいつ取り込んだのかも覚えていない。

「あの部屋から出て、俺のところに降りてこいって言われた。それに、バーベキューの本当の意味を教えてもらった」

　徳井くんが悪いわけではないのに、つい拗ねた口調になる。

「今まで同じ状況でいられたことのほうが運がよかったってことなんだから、覚悟を決めろ」

「そんなことを言われても。他人事だと思って」

「他人事だから、わかるんだ。七瀬自身が見えないことも見える。なにが幸せなのか、ちゃんと考えろ」

　決して厳しい声ではないけれど、徳井くんは私に言い聞かせるように言った。

　陽太と徳井くんはプライベートでも仲がいい。陽太の気持ちも以前から聞いていたんだろう。

「わかった。ちゃんと、考える」

　同じ毎日がいつまでも続かないということは、心の底ではわかっている。

「あー、重く考えすぎるなよ？」

　この場の空気を変えるように、徳井くんが私の肩をポンと叩いた。

「陽太から夕べ電話があって、夕食代わりにタルトをホールで一気に食べる姿に惚れ直したってさ」

「ほ、惚れ直した……」

　どうしてそんなことで惚れ直すのかわからない。おまけにそれを徳井くんに言うなんて恥ずかしすぎる。

「七瀬に気持ちを伝えたのがよっぽどうれしかったんだろうな。崩れ落ちるみたいにのろけられた。今までも散々聞かされてたけどさ。あれほどじゃなかった」

　徳井くんは私をからかうように笑った。

「たしかに……えっと。す、好きって……言われたし」

「その『好き』ってひと言を言うのに四年かかってるんだ。陽太のこと、ちゃんと考えろよ。七瀬だって好きなんだろ？」

「う、うん。そうだけど……」

　ぽつりと口から出たのは、私が隠していた素直な想い。

　徳井くん、私の本音を引き出すのがうますぎる。

　陽太を好きになってからずっと胸の奥に隠していた切なさが、陽太から好きだと気持ちを伝えられた途端、溢れ出している。陽太の〝せい〟なのか、陽太の〝おかげ〟なのか、私の心に小さな波が生まれている。だけど、簡単に自分が変われるのか、本気でそれを望んでいるのか、今の私にはわからない。

　ただわかっているのは、陽太と私は両想いだということ。

　そう、単純なこと。

　そしてその単純なことが、私にはとても難しい問題なのだ。




　大原部長のバーベキューに参加してから一週間が経っても、私と陽太の関係を気にかける視線を何度も感じた。陽太の仕事ぶりや人柄を考えれば、陽太が注目を浴びることは納得できるし、私だって陽太のことが好きだから、よくわかる。

　結婚相手という前提で見れば、将来有望な陽太はいい物件だ。そんな男性が、結婚相手として考えている女性を公表したのだ。バーベキューに連れていくという遠回しの方法だったとはいえ、陽太を狙っていた女性たちが穏やかでいられるわけがない。

　ようやく知った社内での暗黙の了解事項。私は、あまりにも社内の事情を知らなすぎた。

　そのいい例が大原部長のバーベキューだ。

　半年に一度の大きな組織変更に伴う社員の異動は避けられないもので、社員にとっても自分の力を伸ばすいい機会であり、社内全体を知るには欠かせないものだ。けれど、それに伴う転勤は、本人も家族も負担を強いられる場合が多い。

　子供が幼稚園や学校を転校しなければならない場合もあれば、本人が単身赴任をしなければならないこともある。さらには親の介護や、持ち家の処分など、いざ転勤となれば、さらりと新天地へ赴任することなどできない。多かれ少なかれ、悩みはつきまとう。

　そんな転勤によって生じる悩みを少しでも小さくしようという目的で始まったのが、大原部長宅でのバーベキューであり、大原部長の〝ひとりごと〟なのだ。

　突然決まる組織変更の場合は社員が異動を知るのも突然で、慌ただしい中で引き継ぎを終えて赴任先へ向かうことになる。時間をかけて新居を決めることも、子供に合う転校先を考えることもできないばかりか、結局は単身赴任を選ばざるを得ない場合も多い。そのことが大きな負担となり、仕事に支障が出ることも否定できない。

　一方、事前に異動の時期と赴任先がわかっていれば、準備期間を持つことができ、異動によるストレスも軽減される。

　それを重視している大原部長は、部署のトップになった時以来、異動が予定されている部下の状況を把握しようと努力してくれているのだそうだ。社員が異動によってさらに実力を発揮できるよう、そして私生活へのマイナスの影響が極力小さなものになるように、と。

　たとえば、異動の可能性が高ければ、本人に直接言うことはできないにしても家を購入するのはしばらく待ったほうがいいとか、子供の進学予定を確認するなどして異動のタイミングを図ってくれることもある。介護を必要とする家族を抱えている場合、転勤先での病院や適切な施設の資料を雑談交じりに手渡してくれる。

　バーベキューをしながらの会話のひとつとして、遠回しに話す大原部長の言葉。社員たちはその〝ひとりごと〟を理解し、内示が出るまでの準備期間として動き始めるのだ。

　今まで知らずにいた事実を陽太から聞かされて、私は今まで以上に大原部長を素敵な人だと思うようになった。

　そして、カップルがバーベキューに参加するのは、自分たちが近いうちに結婚することを周囲に知らせるためだ。

　いずれ異動があるのなら、結婚式の日程を考慮しなければならない。女性も我が社の社員であれば、彼女の上司と退職時期を相談しなければならないし、仕事を続けるのなら、彼女のキャリアを考慮してふたりともが満足いく道筋を用意しなければならない。

　事前に大原部長に知らせておけば、完全に希望通りとはいかないまでも、ふたりが不幸になる異動は避けられる。

　若い頃、異動による単身赴任が多く家族と過ごす時間を犠牲にしてきた大原部長だからこそ、そんな配慮をしてくれるのだと、陽太はしみじみとした口調で言っていた。

　バーベキューのことをぼんやり思い返しながら、午後からの部内会議に必要な資料をコピーしていると、隣の課で事務を担当している稲いの生おさんが申し訳なさそうに私の隣に立った。

　入社二年目の彼女は、真面目な仕事ぶりで周囲からの信頼も厚く、皆からかわいがられている。

「あ、あと三十枚だから、もう少し待ってもらえる？　ごめんね」

「いえ、大丈夫です。それほど多くないので」

　稲生さんは遠慮がちにそう言って、手元の原稿に視線を落とした。大きな瞳を縁取るまつ毛は、まばたきするたびにパタパタと音を立てるんじゃないかと思うくらい長い。

「あ、あの……？」

　私が思わず凝視していると、稲生さんが困ったようにつぶやいた。

「ご、ごめんね。その長いまつ毛に見惚れちゃった。マスカラいらずの贅沢なまつ毛だね」

「そんなことないです。不器用なので化粧が下手で、必要最低限のメイクしかできなくて」

　一歩あとずさった稲生さんは、目の前で何度も手を振って、私の言葉を否定する。

「私もマスカラはしないし必要最低限メイクだけど、それは単に面倒だからだもん。誰かが毎日私にメイクをしてくれて稲生さんみたいにパチパチまつ毛になれるなら、喜んでお願いするんだけどな。うらやましい」

　くすくす笑いながら稲生さんの顔を覗き込むと、彼女の頬がほんのり赤くなる。

　ちょうどその時コピーが終わり、私は急いでそれを集めた。

「お待たせしてごめんなさい。手伝おうか？」

「大丈夫です。追加の二枚だけなので、すぐに終わります」

　稲生さんは赤い顔のままぎこちなく笑った。ぱっちりとした黒目がちの瞳は色白の肌とは好対照で、形のいい唇ともバランスがよく、見れば見るほど美人だとわかる。

「第二の課長たちってのんびりしてるから、原稿の仕上がりが遅いのよね。私からも今度言っておくね。あ、会議の準備でなにかあったら声をかけてね、手伝うから」

「はい、ありがとうございます」

　私は稲生さんに場所を譲り、自分の席に戻った。

　ちょうどその時、陽太が稲生さんの後ろを通り過ぎるのが見えた。ふたりとも軽く会釈し合い、立ち止まることなくそれぞれの席に向かう。

　陽太と顔を合わせた時に見せた稲生さんの笑顔に、思わず見惚れた。

「……稲生さん、ホント、かわいい」

　視線を陽太に向ければ、すれ違った稲生さんのかわいらしさに気づいたふうでもなく、そのことに私はホッとした。なんだか、一人前に恋する女の子の気持ちだ。

　気恥ずかしさを感じながらも、なにげなさを装って陽太を目で追っていると、隣の席の先輩となにやらうれしそうに話し始めた。

　あ、からかわれた。それに頭をこつんとこづかれている。仕事の話ではないとすぐにわかるほど笑っていて楽しげだ。

　その大きな笑顔を見ながら、例のごとく私の鼓動は何度も跳ねる。

　これまでの五年間、いつかは陽太と離れる日が来ると自分に言い聞かせながら過ごしてきたというのに、いざ両想いだとわかった途端、離れることが怖くて仕方がない。

　単純だ。自分の環境を変えることをあれほど恐れていたはずなのに、今ではその不安を克服して陽太のそばにいられないかと考えている。そして、あの日姉さんを傷つけたことを別の形で償いたい、とも。

　今までそんな前向きなことを考えたことがなかったというのに、この変化。恋って、というよりも、陽太って……。

「すごい男だったんだな」

　陽太を好きだという単純な恋心以外の、もっと深い想い。自分の中に隠れていた、これまで気づかなかった感情を呼び起こされたようで、そわそわする。

　そのすごい男はまだ、ひどく楽しげに笑っている。そろそろ部内会議だというのに、周りの人たちにスマホの画面を見せながら自慢げに胸を張っている。

　いったいなにをしてるんだろう？

「……え？」

　陽太の席の周りに次第に人が増え、気のせいだろうか、その人たちが皆、ちらちらと私に視線を向ける。そして、誰もが抑えた笑いを口もとに浮かべている。

　すると、たまたま陽太の席の後ろを通りかかった大原部長が陽太の手元を見ながら声を上げた。

「痩せの大食いって、萩尾さんのことだな。この間のバーベキューで肉をめいっぱい食べる姿もあっぱれだったけど、フルーツタルトをホールで一気食いなんて、普通は無理だろう」

　体を前に傾け、笑いをこらえるようにそう言った大原部長の言葉に、部内は一瞬静かになった。けれどすぐに、あちらこちらから笑い声やからかいの声が聞こえてきた。

「ルイルイのフルーツタルトはおじさんの僕でも知ってるくらいうまいけど、これって直径二十六センチの一番大きなサイズだろ？　別腹とはよく聞くけど、萩尾さん、ひとりで食べるなんてすごいね」

　感心するような声で、大原部長から声をかけられた。

「な……、なにを言って……」

　大原部長の言葉に、「すごい」だとか「食べすぎだろ？」だとか「そんなに食べても太らないなんてうらやましい」なんて声まで私のもとに届いてくる。

　助けを求めるように陽太を見ると、それを止めることなく口を開く。

「でも俺、頼み込んでひと口だけもらいましたよ。七瀬はよっぽどこれが好きみたいで、それ以上はくれなかったんですけどねー」

　そんなことを言いながら、ケラケラ笑っている。

　いったい、陽太のスマホにはどんな写真が写っているんだろう。

　私はすばやく陽太の席へ行くとその腕をつかみ、スマホの画面を確認した。

「なにこれ。いったい、いつ撮ったの？」

　陽太のスマホの画面には、私がフルーツタルトをホールごと大皿に載せて、切り分けることもなくフォークで食べている姿が写っていた。

「ん？　いつって、週末。七瀬の家で」

　陽太は、それがどうしたというようにあっさりと答えた。

「そんなの気づかなかった」

　満面の笑顔でタルトをつついている私は本当にうれしそうで、その視線はタルト以外なにも見ていない。

「食べるのに一生懸命で、俺がスマホを構えたことも、シャッター音が響いたことにも気づいてなかったぞ」

　イチゴやブルーベリー、マンゴー、たくさんのフルーツが盛りつけられているこのタルトは人気商品で、なかなか買えない貴重なものだ。滅多に食べることのない高級タルトを独り占めできることがうれしくて、あっという間に完食してしまった。

　陽太は再びスマホの写真に視線を向けると、思い出すように言葉を続ける。

「全部食べ終わるのに十分もかからなかったよな？」

　その言葉に、周囲からは「すげー」という感嘆の声が上がり、さらに大きな人だかりができた。

「もう、ダメ」

　私は恥ずかしさのあまり、陽太の手からスマホを取り上げた。

「陽太、これしばらく預かるから。私の写真を削除して、仕事終わりに返す」

「削除って、どうして。かわいく写ってるし、俺のお気に入りなんだけど」

　陽太は慌てて立ち上がると、私の手からスマホを取り返そうとした。けれど、一瞬早く私は腕を逸らし、スマホを背後に隠した。

　すると、陽太は泣きそうな顔で私を見る。

「とにかく、これは削除。タルトをホールごと食べられるからって、それを自慢する趣味はないから」

「いいだろ？　おいしいものを楽しく食べるって幸せなことだしさ」

　思わず荒い声が出る私に、陽太は落ち着いて答える。

「だからって、それを人に見せびらかすことはないでしょ」

「ようやく俺のものになった七瀬を見せびらかして、どこが悪い」

　陽太はさらりとそう言って、ニヤリと笑った。

「……え？」

『文句があるなら言ってみろ』とでもいうような態度は予想外すぎて、なにも言い返せない。

「惚れてる女のこんなかわいい姿を見せびらかして自慢するのは男の願望だ。俺は後悔してないぞ」

　まるで決意表明のような様子に、辺りが静まり返った、次の瞬間……。

「お、お前、本当に萩尾さんのことが好きなんだな。いや、若いっていいよな。俺も若い頃は薫に夢中で、なにかとくっついては怒られてたな」

　愛する奥様を思い出して頬を緩めている大原部長の言葉が、この場の沈黙を破った。仕事中のきりりとしている鋭さは消え、大切なものを思う柔らかさばかりが見える。

　といっても、大原部長がこんなふうに奥様のことをのろけるのは珍しいことでもない。そのギャップもまた魅力のひとつではあるけれど、今は面倒にしか思えない。

「大原部長の愛妻家ぶりはよくわかってますから、それ以上はけっこうです。あの、部内会議の時間が迫ってますので、皆さん会議室に移ってください。私はこの画像をさっさと消去して電話番を頑張ります」

　部内会議のことをようやく思い出したのか、この場にいた面々がバタバタと散っていく。

「ほら、陽太も急いでよ。プロジェクトの進捗状況の報告もしないといけないんでしょ」

「まあ、そうだけどさ。そのスマホ、やっぱ取り上げ？」

　陽太が困った声で問いかける。

「取り上げじゃないよ。写真を消去したら返すから」

　私の言葉に、陽太は「ふーん」とつぶやいたあと、なぜかニヤリと笑った。

「言っておくけど、そのスマホの写真を消去しても、バックアップはとってあるから大丈夫なんだ」

「バ、バックアップ？」

「だから、その写真を消去しても意味ないし」

　陽太は自慢げに言うと、急いで机の上の資料を集め、席を立った。

「じゃ、会議に行ってくる。あ、今日の電話当番は七瀬なのか？　そっちも忙しいだろうけど、頑張れよ」

「あ、うん」

　陽太は私に背を向け歩き出したけれど、ふと立ち止まり、振り返った。

「やっぱり、スマホは？」

　期待しているような目を向けられて、私はふふんと笑った。

「返すわけないでしょ。じっくりと写真をチェックして消去しておくから。面倒くさがりの陽太のことだから、どうせバックアップできてない写真もあるでしょ？」

「な、なんでそれを……。あー。今日の会議は長く感じるだろうなあ……ちぇっ」

　陽太は悔しそうにそう言って、わざとらしく肩を落とした。

「まあ、写真じゃなくて、本物の七瀬がそばにいればそれでいいか。結婚すればずっと一緒にいられるし。うん、そうだな」

　私の困った顔をちらりと見て、陽太は笑いながら会議室へ向かった。

「いったい、いつの間にこんな関係になったんだろ。……それに、結婚？　そんな話したっけ」

　陽太の言葉を思い返し、照れて体が熱くなった。

　その熱を振り払うように私は席に着くと、マウスを手にパソコンの画面に向かった。

　その時、パソコンの横に置いている陽太からもらったペーパーウェイトが目に入った。

　陽太の知り合いがデザインしたものらしく、同期何人かにサンプルとして分けてくれた赤いハート型のそれは、丸いフォルムが愛らしくてお気に入りだ。

　赤いハートに特別な意味はないと思うけれど、これを見るたび心はざわめく。

　……ダメだ、照れて熱くなった体がまた熱くなった。

　心の中でアタフタしながら、顔が赤くなっていないかと気にしていると、電話が鳴り、慌てて受話器を取る。

　関係先からの問い合わせに答えながら、私は熱くなった体をどうにか落ち着けた。




　会議のあと、急ぎの仕事を片づけると言っていた陽太よりも先に、私は家に帰った。

　我が家に夕飯を食べに来る陽太のためにから揚げを作っていると、自然と心は弾んでくる。

　テレビから流れるＣＭソングに合わせて体を揺らしたり、歌を口ずさんだり、陽太が来るのが楽しみな気持ちは隠しようがない。

「最近疲れてるみたいだし、あと何品か作ろうかな」

　冷蔵庫を覗き、食材をチェックする。陽太がよくリクエストする明太オムレツが作れそうだなと思っていると、テーブルの上のスマホが着信を告げた。

　見れば、メッセージが届いていて、【あと三十分くらいで着く！】とひと言。もちろん差出人は、陽太。

　時計を見れば、午後八時。残業続きの陽太にしては、早いほうだ。

　どんなに忙しくても愚痴ひとつこぼさず淡々と仕事を進める陽太には慣れているけれど、体調が心配ではある。

「無理しないでほしいけど……今が陽太の頑張り時だから、仕方ないか」

　私は陽太に【から揚げ山盛り！】とメッセージを送り、調理に戻った。

　冷蔵庫から卵を取り出しながら、ふと明太オムレツの上手な作り方を輝さんに教えてもらった日のことを思い出した。




　――あれは、入社一年目のクリスマスイブの日のこと。仕事でミスをした陽太を励まそうと、私は輝さんが経営する『マカロン』に連れていった。

　当時、私は、忙しい仕事に愚痴を言うことなく前向きに取り組む陽太の姿勢に惹かれていて、見習いたいとも思っていた。普段から明るく飄々としている陽太のことだから、お酒を飲んで気分転換すれば元気になるだろうと思っていたけれど、この日、私は陽太の意外な姿を見ることになった。

　畑違いの分野で一から仕事を覚えることになった陽太は休日に出勤することも多く、自分の時間はほとんどなかった。そのため、学生時代から付き合っていた恋人と過ごす時間も取れず、クリスマスを迎える前に彼女に振られてしまったと、お酒を飲みながら寂しそうに話していた。

　別れを切り出された時、陽太は彼女を引き止めることなくそれを淡々と受け入れ、その後も変わらず仕事に集中していたらしい。陽太と会えない彼女の不安な気持ちはわかっていたけれど、陽太も自分のことに精一杯でどうしようもなかったと、普段聞くことのない弱気な言葉が続いた。

　きっと、長く付き合っていた彼女との別れになにも思わなかったわけがない。悲しかっただろうし、できればやり直したい気持ちもあったに違いない。だけど、陽太は彼女との別れを選んだ。

　そのことが原因なのか、その日陽太は仕事でミスを犯し、少なからずの迷惑を周囲にかけてしまった。

　どれほど難しい仕事に向き合っても、弱音を吐くことなくやり遂げ、少しずつ実績と信頼を積み上げてきた陽太。同期の中でも親しい位置にいる私にさえ弱い姿を見せることはなかったというのに、その日の陽太は違っていた。

「俺って、ろくに仕事もできない給料泥棒だよな」

　陽太がぽつりと言った言葉に、私は体の奥からなにかがせり上がってくるような、大きな感情のうねりを感じた。お酒が入ったグラスを両手で抱えて背を丸めている陽太の姿から目が離せなくなり、体が一気に熱を帯びた。

　半ば投げやりにも見える仕草で荒々しく料理を口にする横顔が愛しく思え、輝さんにグラスを差し出しておかわりを頼む拗ねた口ぶりにときめいた。

「俺、今までなにやってたんだろうな」

　不意に私のほうを振り向き苦笑した陽太の声を聞いた時。

　それが、長い間我慢し否定していた自分の恋心を自覚した瞬間だった。

　動きを止めた私に気づいた陽太は、その言葉を取り消すように笑いながら「冗談冗談」と言って体を揺らしたけれど、その目は真剣で、冗談なんかじゃないとわかった。

　お酒に強い陽太が珍しく酔ったその日、私たちはマカロンに明け方までいた。長身の体がやけに小さく見え、おまけにとても悲しげで、ひとりにしておくことなんてできなかった。

　その日、速いペースで飲む陽太につられたわけじゃないけれど、陽太に陥落したと自覚したばかりの私は、飲まずにはいられなかった。そうでもしなければ、陽太に想いを伝えてしまいそうだったのだ。

「おい、いくら酒に強くてもペースが速すぎないか？」

　大好きなカクテルを続けざまに三杯飲んだ時、陽太の心配そうな声が聞こえた。

「これくらい、大丈夫だよ。明日は休みだし、陽太と一緒にクリスマスをお祝いするって決めた。さ、飲もう飲もう。私も仕事で面倒なことが続いてストレスがたまってるから、付き合ってよ」

「七瀬……」

　陽太は私の言葉に戸惑ったのか黙り込んだけれど、私はそれに気づかないふりで輝さんが置いてくれたお酒を手に取り「乾杯しよう」と掲げて見せた。

「なんのプレゼントも用意してないけど、せっかくのクリスマスだからね。お店にいる恋人たちの熱気に負けないように、乾杯乾杯」

　そう言ってグラスを揺らして見せれば、陽太はふっと息を吐き、しぶしぶながらもグラスを手に取った。同時に反対の手でネクタイを緩める仕草を見せられれば、溢れる色気に、私の胸はとくんと跳ねた。

　見慣れた仕草だというのに、恋心を自覚した途端に格好よく見えるなんて、私も単純だ。けれど、それまでだって陽太の声や表情、仕草や吐息ひとつに右往左往させられてきた。でも陽太には彼女がいたし、環境の変化への不安が大きすぎて恋愛に夢中になれないという枷かせを理由に、自分の本心を閉じ込めていたのだ。

　だけど、もう無理かもしれない。否定できない恋心は陽太の一挙手一投足に敏感になり、どうしても陽太に惹かれてしまう。

「せっかくのクリスマスなのに、弱ってる俺と一緒で悪いな。もちろん、プレゼントも用意してないし」

　苦笑する陽太のグラスには、輝さんが作ってくれたカクテルが揺れていた。

　赤いカクテルが陽太の表情を明るく見せてくれるのか、『弱ってる』と言いながらも、声にも強さが戻ってきたようでホッとした。

「ふふ。弱りきってる陽太もなかなかだけど、いつもみたいに強気なことを言いながら笑ってる陽太はもっと格好いいよ……あっ」

　お酒の勢いなのか、周囲の恋人たちから漂う甘いムードのせいなのか、私は思わず『格好いい』と口にしてしまい、慌てた。

　彼女と別れて落ち込んでいる陽太に自分の想いを伝えるなんてできないし、たとえ伝えたとしても陽太を困らせるだけだとわかっているのに。

　すると陽太は一瞬目を見開き、しばらく私をじっと見つめたあと、「俺はいつでも格好いいし」と笑った。

　どうやら私の言葉を冗談だと思ってくれたようで、ホッとした。

　だけど陽太は、なぜか私との距離を詰めたかと思うと、「俺も、七瀬はキレイだと思ってる」と耳もとでささやいた。

　戸惑うように陽太を見れば、間近にある陽太の唇が目に入った。

　少し動けばキスしてしまいそうなその距離にドギマギする私を面白がるように、陽太はくすくすと笑い声を上げた。

「メリークリスマス、七瀬。弱ってる俺も格好いいなら、普段の俺は最上級だな。七瀬も、俺にとっては最上級の女だから。落ち込んだ時には、俺が助けてやる」

　陽太の甘い言葉に体がとろけそうになった。

「な、なに……でも、あ、ありがとう」

　照れる私を陽太はさらに優しい笑顔で見つめたかと思うと、私の手をそっと握った。

「……ありがとう」

　陽太は小さいけれどはっきりとした声でそう言って、手にしていたカクテルを飲み干した。そして落ち込む気持ちをひとまず振り払ったのか、普段通りの軽やかな会話を続けてくれ、私は陽太との楽しいクリスマスイブを過ごすことができた――。




「あのクリスマスの日に食べた明太オムレツがおいしくて、輝さんに作り方を教わったんだよね……」

　フライパンでオムレツを作りながら、あの日のことを思い返せば、今も顔が熱くなる。

　陽太のことが好きだと気づき、陥落してしまった夜。思い出すたびドキドキする。

　深呼吸をして気持ちを落ち着かせながら時計を見れば、そろそろ陽太が着く頃だ。

　あのクリスマスの日よりももっと好きになった……大切な人。早く来ないかな、と思いながら、私はフライパンを上下させてオムレツを完成させた。




　会議で重要な案件を議論して心身共に疲れたのか、その日の晩にやってきた陽太は、私が食事のあと片づけをしている間にソファで眠ってしまった。

　プロジェクトが動き出し、そちらの仕事とこれまでの仕事の引き継ぎが重なっているせいでかなりの忙しさだ。とはいえ、念願叶ってのプロジェクトへの参加ということで、充実した時間を過ごしてはいるようだ。

「少し痩せたかな……。でも、寝顔も格好いい」

　陽太が寝ているソファに肘をつき、まじまじと寝顔を見る。

　規則正しい寝息に癒され、幸せだなと感じる。男性にしては長いまつ毛がぴくりと揺れるたび、私は陽太を起こさないように息を詰めた。

　それにしても、まさかこんな関係になるとは思ってもみなかった。きっと私ひとりが陽太を好きで、陽太は私のことを気の合う女友達として見ているだけだと納得していたし、それでよかったのに。

　それが突然、大原部長のバーベキューに連れていかれ、社内では婚約者という扱いをされ、私を困らせる優しい言葉をこれでもかというほどくれる。たぶん、世の中の女の子のほとんどが言われてみたいと思うだろう甘い言葉の大放出。最近では、照れるという言葉を知らないのかと思うくらいの直球で攻めてくる。

『七瀬に今の生活を変える勇気をやる。住む場所が変わったり、手元にある物が増えたり減ったりしても、七瀬がなにかを失うわけじゃない。それに、過去の自分を責めるのはもうおしまいだ。七瀬は幸せすぎて笑えるし、うれしすぎて泣くこともできる。俺がそばにいるんだから当然だろ？』

　額と額をこつんとしながらそんな甘い言葉を言うなんて、陽太はどこでそんなテクを身につけてきたんだろう。

　でも、戸惑いながらも、陽太の言葉は素直にうれしくて。過去は過去として受け入れて、自分が長い間閉じこもっていた場所から出ても大丈夫かもしれない、とも感じた。

　姉さんを傷つけた自分を少しだけ許してもいいのだろうか、とふと思う。そしてすぐに、やっぱりできない、と思い直す。

　私が、今いる場所から離れたくなくて、引っ越しを伴う異動のない事務職を選んだ理由を、陽太には話してある。だけど、理由のすべてを話したわけではない。姉さんとの関係を言わずに済むのなら言わずにいたいと思う、ずるい自分を見せたくないからだ。

　私を気にかけ、なにがあっても守ろうとしてくれる姉さんの愛情を重荷に感じた結果、取り返しのつかないことをしてしまったことを、知られたくない。嫌われたくない。

　そしてなにより、変化を受け入れても私の感情は色を失わないのか、そして誰かを傷つけることはないのか、と過去の出来事が私の心を大きく揺らす。

　両親と暮らしていた子供の頃の〝苦しい記憶〟は、今でもあせることなく残っていて、忘れることはできないのだから。




　――苦しい記憶。それは、引っ越しと転校を繰り返すたびに強いられた、親しい人たちとの別れの記憶だ。

　その苦しみに何度も耐えるうちに、私の心は次第に壊れていった。

　決定的だったのは、修学旅行を二カ月後に控えた高校二年生のある日のこと。

　私は何度目かもわからない〝引っ越し〟を両親から告げられた。既に引っ越し業者の予約も転居先も決まり、私は、ひとまず高校を退学して翌春もう一度新居近くの高校を受験すればいいと言われた。

　高校入学以来、少しずつ増えた友達と、バイト先で築いた人間関係によって人並みの生活を送る幸せを感じていた私は、引っ越しは嫌だと初めて抵抗した。

　けれど両親にその気持ちが届くことはなかった。ひとつの場所に居続けることができない両親の心は既に新しい場所に向けられていて、私の願いなんて取るに足らないものだった。

　なにを言っても取り合ってくれない両親に、私はとにかく修学旅行には行きたいと訴えたけれど、それも拒まれた。

　修学旅行の自由行動で一緒に回ろうと約束していた友達や、当時クラスで人気があった男の子と写真を撮れたらいいなと思っていたことが頭に浮かんでは、そのたび悲しくて泣いた。

　それに、旅行の最終日に学年全員でチャレンジする登山に向け、一年前から体力作りにも励んでいた。体育の授業でのランニングもそのひとつで、登山に向けて一致団結する喜びを感じていたのに。

　両親の気まぐれのせいで、私は楽しみにしていたすべてを諦めなければならなくなった。どれだけ抵抗しても私の言葉を聞き流す両親に対して、まだ高校生だった私はどうすることもできなかった。

　両親は自分たちが望む生き方しかできず、それによって子供が犠牲になっても仕方がないと思っていることはわかっていたし、友達と同じように両親から愛されることは諦めていた。それでも、高校を退学して受験し直すように言われるとは思ってもみなかった。しかも修学旅行ですら参加できないなんて。

　それ以降、精神的なショックが大きかった私は学校に行くことができなくなり、無断欠席が続いた。

　しばらくすると、両親と私の関係を察していた担任の先生が姉さんに連絡を取ってくれたようだ。既に就職してひとり暮らしをしていた姉さんが慌てて来てくれた。

「七瀬、大丈夫？」

　姉さんは家に飛び込んでくるなり、すぐに私の様子がおかしいことに気づいた。

　両親は仕事に出かけ、数日その姿を見ていなかった。写真を撮るために遠くへ行っていたのだろう。

　学校を休み、家に閉じこもっていた私は食事ものどを通らず、なにも考えられなくなっていた。幼い頃から我慢を強いられてきた私の体は限界を迎え、心にはなんの感情も宿らなくなっていた。

「私、笑えないの」

　気づけば、私は笑えないどころか表情を作ることができなくなっていた。心になにも響かず、すべてのものから閉ざされたような感覚の中、泣くこともできなかった。

　私の姿にショックを受けた姉さんは、すぐに私を自宅に連れ帰り、両親のもとには二度と帰さなかった。

　精神的に不安定な私を見ては「気づかなくてごめんね。放っておいてごめんね」と後悔の涙を流す姉さんに申し訳ないと思いながらも、私は姉さんを気遣う言葉を口にすることもできなかった。そして、私は両親のもとを離れ姉さんと一緒に暮らすことを選んだ。

　その後、私は姉さんの家から高校に通い、修学旅行にも行くことができた。

　友達と一緒に楽しい時間を過ごし、登山も無事に頂上までたどりつくことができた。頂上は寒くて、お弁当を食べる手も震えるほどだったけれど、そんなことはどうでもよかった。クラスの誰ひとり脱落せず全員で登頂に成功できた喜びは、寒さどころか登山中のつらさをすべて吹き飛ばしてくれた。

　その時頂上で撮ったクラス写真は、今でも私の家のリビングに飾ってある。写真の中の私は寒さのせいで頬は赤く唇も紫色になっているけれど、誰にも負けない大きな笑顔を見せている。

　ようやく笑うことができ、感情を取り戻すことができた瞬間だった。

　能面のように表情のない毎日を過ごしていたのは、一カ月と少し。

　思っていたよりも早く回復した私に、姉さんは涙を流し喜んでくれた。ただ、回復のきっかけが身内である自分ではなく、高校の友達とのつながりだと思うとちょっと悔しい、と何度も言われたけれど。

　今ではそれも、笑い話のひとつになっている。

　その後しばらくして、両親は事故に遭い還らぬ人となった。

　私たち姉妹に落ち着かない人生を強いた親だったとはいえ、やはり私と姉さんの悲しみは大きかった。海岸沿いの街で暮らし始めていた両親と私が一緒に暮らしていれば、両親は事故に遭うこともなかったかもしれないと悩み、自分を責めた。

　私の幸せよりも自分たちの感情を優先し続けた両親だけど、嫌いだったわけじゃない。家族としての愛情だって持っていた。

「私が一緒にいれば、こんなことにはならなかったのかな」

　両親の葬儀を終えた夜、遺影を前につぶやいた私に、姉さんは首を横に振った。

「それを言うなら、私だってひとり暮らしをせずに一緒に暮らしていればこんなことにはならなかったかもしれない。だけど、今さらなにを悔やんでも仕方がないんだよ。たとえ四人で暮らしていても、同じ運命だったかもしれないし」

　そう言って気丈な姿を見せていた姉さんも、時には涙を流し、私以上に悲しんでいた。

　その頼りない姿を見て、私は自分だけが悲劇のヒロインのように感じていたことに気づいた。両親の運命を嘆き、過去を悔やむのはほどほどにしなければいけないと、心を新たにした。そして、「あれだけ自由に生き、愛し合っていたふたりが一緒に旅立ったのだから、幸せだったのよ」と姉さんに言われ、どうにか気持ちを落ち着かせることができた――。




　その後、音羽家のご厚意に甘えながらも大学を無事卒業し、世間に名前が知られている企業に就職できたことを考えれば、私はかなり恵まれているとわかる。

　けれど、落ち着くことのない子供時代を過ごした反動か、私は今でも自分の環境を変えることに極端な不安を覚えてしまう。姉さんの嫁ぎ先である音羽家の優しさにこれ以上甘えてはいけないと思いながらも、自立できない自分がもどかしい。

　今住まわせてもらっている家を出て、ちゃんと自立した暮らしを始めようと何度か試みたけれど、パソコンで新居を探そうと検索するたび心が乱れて頭が痛くなった。

　なにより、私が今住んでいる家から離れられないのは、私が姉さんを傷つけてしまったことが大きい。私が自立したいと願ったことで、姉さんの心と体は大きな傷を負ったのだから。

　それは私の心に後悔として居座り、私がこの家に縛られる理由となっている。

　私が自由になろうとするたび、大切な人が傷つく。両親、そして姉さん。

　そんな私の過去の一部を陽太は知っている。

　五年近く、ふたりで親しく付き合っていれば、お互いのことに詳しくなるのは当然で、私が変化を嫌う理由も知っているはずなのに。どうして今、私に家を出ることを強く勧めるんだろう。それに……。

「私の同意も得ずに大原部長のバーベキューに連れていくなんて、ホントに強引なんだから……」

　陽太の寝顔を見つめたまま、つい文句を口にした。だけど、その声には明らかにうれしさが混じっていて、自分の言葉に自分で照れてしまった。




　陽太の寝顔に癒されてから数日が経ち、陽太が参加しているプロジェクトは本格的に動き始めていた。今日は久しぶりにこちらの部署に戻り、朝からずっと、会議室で引き継ぎを兼ねた打ち合わせが続いている。

　引き継ぎが終わればプロジェクトに集中できるらしいけれど、忙しい毎日のせいで体調を崩さないかと心配だ。

　昼食に栄養のバランスがいいお弁当でも作ってあげようかな、と考えつつ目の前の書類を整理していると……。

「萩尾さん、少しいいですか？」

「え？　あ、うん、なにかな？」

　背後から聞こえた声に振り向くと、第三グループの元もと山やまくんが立っていた。

　入社二年目の彼は、学生時代にラグビーをしていたせいか体は筋肉質で大きく、それでいて細かいところにも気がきく優しい男性だ。

　元山くんは私に軽く頭を下げると、手にしているファイルを私に差し出し不安げに口を開いた。

「春川さんに頼まれて用意したんですけど、あの……」

　なぜか言いよどむ元山くんからファイルを受け取り、開いて見ると……。

「は？　【一度食べたらリピート必至、並んででも味わってみたいタルト特集】？　なに、これ。えっと、雑誌の切り抜き？」

「はい。春川さんから萩尾さんのために用意できないかって言われて、このファイルを作ったんです。あ、作ったのは僕の彼女なんですけど」

「陽太が？　どうして元山くんにっていうか、彼女に頼むの？」

　私は手渡されたファイルをパラパラとめくりながら、元山くんに尋ねた。

「さあ。僕もよくわからないんです。僕の彼女がスイーツ好きで、ほとんどの人気店には連れていかれたっていう話をした時に頼まれたんです」

　元山くん自身、どうして頼まれたのかわかっていないようだ。だからといって、私にそれを問うような目を向けられても、私もさっぱりわからない。

「萩尾さん、タルトが好きなんですか？」

「好きだけど、元山くんの彼女みたいに毎週お店に並んでまで食べたいほどじゃないよ」

　陽太の真意が読めず、元山くんと一緒に首をかしげる。

　ファイルをめくると、タルトだけでなく、ケーキはもちろん、アイスやクレープ、和菓子に至るまで、いくつものお店や商品の記事があった。

「元山くんの彼女、本当にスイーツが好きなんだね」

「そうなんです。彼女のご両親がレストランをやっていて彼女も手伝っているんですけど、そこで出すデザートを彼女が考えていて。勉強がてらいろんなお店に食べに行くんです」

「へえ。元山くんも一緒に？」

　スイーツの食べ歩きに付き合うなんて優しいんだな、と感心する。

「あ、はい……。あいつ、俺がストップかけないと、メニューにあるスイーツを順番に食べ続けたりするんですよ。それが心配で」

　元山くんは、むしろそれがかわいくて仕方がないとでもいうように頬を緩めた。

「彼女、勉強熱心だね。ご両親のお店を継ぐの？」

「いいえ、お兄さんがいるので彼女は手伝っているだけです。僕が異動にでもなれば連れていくつもりなんで、それまでなんですけど」

「へえ。ちゃんと将来のことを考えてるんだ」

　私は、彼女のことが大好きらしい元山くんをからかうようにそう言った。

「もちろんですよ。いずれ本社に戻ってくるとはいっても、異動は避けられないですからね。彼女にはちゃんと話してあります」

　元山くんのしっかりとした口調に、驚いた。

「入社二年目で、そこまで覚悟しているなんてすごいね」

　たしかにこの会社で働いていれば異動は避けられないけど、彼が異動を言い渡されるのは、あと数年は先だろうに。

「入社してすぐ、春川さんに言われたんですよ。惚れた女がいるなら、異動の時には一緒に連れていくつもりで今から口説けって」

　思い返すように話す元山くん。『惚れた女』とは、彼女のことに違いない。

「配属されてすぐの俺にはピンとこなかったんですけど、いざ半年ごとの組織変更を目の当たりにすると、その意味がよくわかります。彼女も覚悟していますし。だから就職せずにご両親のお店を手伝っているんです」

「へえ、そうなんだ。いざ異動が決まった時、動きやすいもんね」

「はい。春川さんも今のプロジェクトが完結したら、萩尾さんを連れて異動だって言ってました」

　特に私を気遣うでもなく、軽い口ぶりで元山くんはそう言った。

「……え？」

「うれしそうでしたよ。異動が待ち遠しいとも言ってましたし。春川さん、よっぽど萩尾さんに惚れてるんですね」

　続く言葉になにも言えず、私の体は一気に熱くなった。

「ほ、惚れてるなんて、それはどうだろう」

　そんな恥ずかしい言葉を陽太が口にするなんて、少し前なら信じられなかっただろう。でも最近の陽太の言動を思い出せば、元山くんが嘘を言っているとも思えない。

「最近の陽太、ちょっとおかしくて……。私とのことも大げさすぎるから気にしないで。あ、これありがとう。週末にでもおいしいスイーツを食べに行ってみるね」

　ははっと笑い、これで終わりとばかりに体を机に向ける。

「最近じゃないですよ」

　自分の席に戻ったとばかり思っていた元山くんの声が聞こえた。

「え？」

　私は椅子ごと元山くんに振り返った。

「春川さんが萩尾さんのことを好きだって、かなり前から知ってましたよ。異動の時には惚れた女を連れていくって、僕が配属された頃から言ってますし。もちろん、惚れた女というのは萩尾さんのことです」

「元山くんが配属された頃……？」

「そうです。だから二年近く前になりますね」

　私は思わず机に突っ伏した。

　二年も前から陽太は私のことを、それも配属されてすぐの新入社員にまで話していたなんて、まったく気づかなかった。

「まさか、そのことをみんなは知っていたりする？」

「はい。春川さん、飲み会で機嫌よく、週末に萩尾さんとどこに出かけたとか手料理を食べたとか、隠すことなくのろけてますよ。部署内公認かと思ってたんですけど、大原部長や課長たちから『萩尾さんの気持ちはまだ揺れてるから妙に騒ぎ立てるな』って静観命令が出てるんです。気づいてない……ですね？」

　探るような声に、どっと疲れを感じた。突っ伏したまま顔だけを上げてちらりと見ると、元山くんはぴくりと体を震わせた。

「そんなに緊張しなくても、これ以上なにも聞かないわよ。聞くなら陽太に直接聞くし。それにしても、静観命令っていったいなによ。この二年、私はなにを見てたんだろう」

　大原部長すら陽太の気持ちをずいぶん前から知っていたと聞いて、恥ずかしさが体中に広がり力が抜けた。

「萩尾さん？」

「ん？　大丈夫。あまりにも自分が鈍くて反省してるだけだし」

「はあ」

　ゆっくりと体を起こし、相変わらず私の背後に立っている元山くんに向き直る。

「さ、仕事しよう。あ、私の結婚云うん々ぬんはしばらく忘れてね。大原部長から出てる静観命令とやらは今後も継続中ってことで、よろしく」

　低い声で一気に言えば、元山くんは小さく笑い何度か頷いた。

「静観しながら、ふたりを生ぬるい目で見守ってます。あ、スイーツのお店の感想、よければ教えてください。彼女が参考にしたいって言ってるんで」

「見守らなくていいから、別に。あ、素人の単なる感想でよければまた報告してあげる。彼女によろしく」

　軽く手を振って、話はここで終わりだと言外に伝えた。

　元山くんが自分の席に戻るのを見届け、私は気持ちを落ち着かせようと深く息を吐いた。

　いつものように単純作業に集中すれば、すぐに冷静になれるはずだ。

　経理関係や人事関係、決まった業務を決まった時期に処理しながら五年が過ぎ、大きな変化がほとんどない毎日に安心感を覚えている。今も、『静観命令』なんていう驚きの事実を聞かされて多少の動揺はあれど、手元の資料の数字をパソコンに入力する作業にはなんの影響もない。

　長く同じ仕事を続けることに飽きたりステップアップを考えて別の職種を望んだりする人もいるけれど、変わらない仕事によって得られる安心感を考えれば、私がそれを望むことはない。変化のない毎日が私を落ち着かせ、生活のすべてを安定させてくれるのだから。

　そういった理由で、私は総合職でなく異動のない事務職として就職した。周囲の人が聞けば『えっ、あの大学？　ホント？』と驚く大学を卒業し、採用面接で総合職での採用を何度も勧められても、その意志は変わらなかった。

　だけど、陽太との関係が変化し始めた今、これまでとは違う場所に連れていかれることを絶対に拒もうという強い思いは湧き上がってこない。これまでなら現状維持以外のものは受け付けないと頑なになっていたけれど、陽太が手を広げて私を受け入れてくれるのならば、その流れに乗ってもいいかな、とも思い始めている。

　けれどその一方で、私のせいで姉さんを傷つけてしまったことを思い出し、陽太が腕を広げた胸に素直に飛び込むことができないのだ。

　その時、机の上にあるスマホの画面が光った。

　それは陽太のスマホで、会議の間、私のパソコンを使って充電をしていた。

「あ、メール。……え、忍さん？」

　画面に表示されたメールの差出人は【音羽 忍】で、タイトルは【引っ越しの件】となっている。

　姉さんの旦那様である忍さんと陽太は普段から仲がよく、メールのやり取りをしているのは知っているけれど、『引っ越しの件』ってどういうこと？　いったい誰が引っ越すのだろう？

　最近の陽太の様子の変わりようを考えると、気になってしまう。

「あやしい」

　机の上のスマホを睨みながらしばらく考えて、それを手に取った。

　今のメール、中身が見たいけど、さすがに見ちゃダメだよね……。

「だけど、気になる」

　ロックナンバーが私の誕生日だということは、陽太から教えられているんだけど。

　スマホを握りしめ、じっと考え込んでいると、再びメールの着信があった。今回も忍さんからで、タイトルが変わっていた。

「え？　『サイズと地図の件』ってなに？」

　引っ越しに、サイズ？　そのどれもピンとこない。地図って、なんの地図？

　首をかしげ、わけがわからないタイトルに悩みながら、いっそメールの内容を読んでしまおうかと心は大きく揺れる。

「画面を見なきゃよかった」

　肩を落とし、思わず出るひとりごとに首を振る。

　私がこのスマホのロックを解除してメールを見てしまう前に、陽太が戻ってくることを祈った。




　打ち合わせは予定よりも早く終わったようで、部長をはじめ出席していたメンバーが順に席に戻ってきた。

　しばらく静かだった部署内に慌ただしさが戻り、打ち合わせ中にかかってきた電話の連絡などを済ませていると、不機嫌な声が近づいてきた。

「協力会社さんにも連絡して、早くリカバリーしないとまずいですよね」

「そうだな、それは俺が直接話を通すよ。人数を確保しないといけないしな」

　振り返ると、大原部長と陽太が姿を見せた。

　打ち合わせがうまくいかなかったのか、硬い表情の横顔を見つめていると、陽太はその視線を感じたようで私に向けて口角をすっと上げた。

　そのことにホッとして、私は預かっていたスマホを手に取り陽太に近づいた。

「お疲れ様。打ち合わせはどうだったの？　機嫌悪そうだけど、なにかトラブルでも起きた？」

「トラブルどころじゃない。かなり大きなプログラムのミスが発覚して……って、愚痴っても仕方がないな。これから修正に取りかからないと、週明けには銀行のシステムに支障が出るんだ。土曜日のうちに復旧させないと間に合わないから、このあとすぐに動き出すことになった」

　トラブルにはいつも落ち着いて対応する陽太が焦っている。よっぽど大きなトラブルが発生したようだ。

「……それって、先月もミスが出て総出で対応していた？」

「ああ。週末に計算させるプログラムにエラーが出るんだよな。先月はその部分をほかのプログラムで補って、それからうまくいってたんだけど、またエラー。本格的に見直しをかけて調整しなきゃダメだな」

　陽太は机の上のファイルを何冊か手に取り、同時にパソコンで必要な資料を開いている。

「システムが止まるなんて論外だからな。ほかの部署からも助っ人が来てくれるらしいし、ま、意地でも復旧だな」

　自分に言い聞かせるようにそう言って、陽太は笑ってみせた。

　そのきりりとした顔はなかなか格好よくて、愚痴をこぼさずリカバリーに励む陽太の強さを知ることができる。

「無理しないで……って、無理みたいだけど、早く復旧できるといいね」

「ああ。……そうじゃないと困る……」

　顔色がよくないのが気になるけれど、仕事を休めない事情はよくわかっている。

「これだ、先月の資料。エラーの個所を見直して……」

　陽太はパソコンの画面一面に羅列されているプログラムに見入り、スクロールさせながらブツブツ言っている。

　つられて私も隣で画面を見ていると、ふと目についたものがあった。

「あ、その上」

　突然口を開いた私に、陽太は「え？」と視線を上げた。

「もう少し、上の、その左の部分」

　プログラムの一部を指差し、気になる部分を知らせると、陽太はその前後をざっと見て私に視線を戻した。

「いつもこの部分にエラーが出るってよく気づいたな。今からこのプログラムの検証をするんだ」

「先月のあのトラブル対応の時に差し入れを持っていったでしょ。コピーやデータの整理をしながらちょっとね。面白そうだったから、あのあと勉強したりして」

　プログラムの勉強をしているなんてなんだか照れくさくて、ごまかすように軽く笑った。

「勉強？」

「あ、そんな大したことじゃないんだけど、けっこう真剣にプログラムを睨んでた私を面白がって、山内さんが基本的なことを教えてくれてね……」

「山内さん？　なんで山内さんの名前が出てくるんだ？」

　私の言葉に、陽太が強く反応した。鋭い声には機嫌の悪さが露わで、数歩あとずさってしまった。

「えっと、山内さんは、たまたま専門書を見ながらプログラムをたどっていた私に気づいて、初心者向けの本を貸してくれて、で、いろいろレクチャーしてくれたの」

「なんだよ、興味があるなら俺に聞けよ。いつでも教えてやるのに」

　陽太は肩を落として拗ねた口ぶりでそう言うと、机の引き出しを開き、何冊かの本を取り出した。

「俺が入社してまず勉強した専門書。山内さんのお勧めで、かなり役に立ったから、興味があるなら読むか？」

「え、いいの？　陽太はもう使わないの？」

「たまに見る時もあるけど、これ以外に何冊もあるからいいんだ。まあ、なんの知識もないままこの部署に放り込まれたから、何冊も読まなきゃ仕事にならなかったってこと。ほら」

　陽太は手元の専門書をぺらぺらめくって見せた。

　そのどれにも陽太が読み込んだ名残がたくさん残っている。付箋がいくつも貼られ、表紙のカバーは破れている。わからない個所や重要な文に線を引き、何度も読み返したに違いない。

　私は机の上に並べられたいくつもの専門書を順に手に取り、陽太が新入社員時代に必死に勉強した軌跡をたどりながら、その内容に目を通す。

「当然だけど、専門用語ばかりだね。パソコンで出張手当を打ち込むのとはわけが違う」

「そう難しく考えなくてもいいって。さっき修正個所を見つけたみたいに、気楽に読んでみれば？　七瀬には七瀬の仕事があるから、時間ができた時にでも、気分転換に。この部署で長く働くつもりなら、どんな仕事で売り上げを出しているのか、知っておくのも悪くないだろ」

「そうだね。自分の担当以外のことも知っておいたほうがいいもんね」

　私のように事務職として各部署に配属されている社員は多いけれど、部内で進めている業務のすべてを知っている人は少ない。私も、自分が担当している事務関係についてはスムーズに処理できるけれど、それ以外はさっぱりだ。

　システム開発をメインの業務としているこの部署に籍を置いているというのに、それは恥ずかしい。

「とりあえず読んでみようかな。山内さんに教えてもらった時も意外に面白かったし、飲み込みが早いって褒められたし」

「だから、山内さんに聞くんじゃなくて俺に聞けよ」

　陽太の口調は相変わらず苛いら立だっている。どうしてだろう。

「えっと……だけど陽太はプロジェクトメンバーで忙しいし。あ、山内さんもそのうち異動なんだよね……。部長のお宅のバーベキューでそう聞いたし。小野さんはどこでもついていきますって言ってたけど、大変だね」

　バーベキューの時に仲よく並んでいたふたりの姿を思い出した。

「まあな。異動はサラリーマンの宿命だから。だけど小野さんみたいにかわいい奥さんと一緒なら、頑張れるだろ」

「陽太も、かわいい奥さんが欲しい？　あ、いい、今の、なし。もちろん陽太だって欲しいよね。わかってるから答えずともよい」

　早口で話す私に周囲の視線が集まり、途端に恥ずかしくなる。けれど、陽太は特に気にすることもない。

「そりゃそうだろ。あ、でもかわいいだけじゃなくて、かわいい恋女房ってやつ？　俺はそういうのに憧れるんだよなあ」

　胸の前で両腕を組み、夢見るように話す陽太を見て、私のほうが照れてしまう。『恋女房』なんて普段聞き慣れない言葉だし、陽太の想いの深さを教えられたような気がする。そして、それが私であればいいなと願う自分もいる。

　すると、なにかを思いついたように陽太が口を開いた。

「システムのプログラムの話だけどさ、異動する山内さんについていく小野さんも、短期集中の講習会に通ったらしいから、七瀬も行ってこいよ。うん、それがいい、それがいい」

「え？　講習会って、私はそこまで必死に勉強するつもりはないんだけど」

「いいからいいから。山内さんに聞いて申し込んでおくから、頑張ってこいよ。社会人になって新しいことを勉強できる機会なんて滅多にないし、趣味を広げるつもりで気軽に、な」

　そう言って頷く陽太は、ひどくうれしそうだ。

「な、って言われても、私にも都合ってものが……」

「都合はうまく調整するためにあるものだって、新入社員研修で叩き込まれただろ？　調整力がなければ仕事での成果は期待できないって、人事部のお偉いさんも言ってたよな。だから、頑張れ」

「ちょ、陽太」

　今すぐにでも山内さんに話をしに行こうかという軽やかさで背を向けた陽太の腕を慌ててつかむ。すると、机になにかが落ちる音がした。

「あ、ごめん」

　空いていた手で持っていた陽太のスマホを机に落としてしまった。

「充電完了してる？」

　そう言って机の上のスマホを手に取り操作し始めた陽太は、画面を見る目を細め、口もとを引きしめた。

「どうかしたの？」

　眉を寄せたその表情を見ながら、なにげなく聞いてみる。

「い、いや、メール……あ、なんでもない」

　途端に焦る陽太。忍さんからのメールに気づいて、それを私に悟られないよう慌てているのだろう。

　その反応に笑いそうになるのを必死でこらえ、私はなにもなかったかのように表情を作った。

「……えっと、俺、一件電話を入れなきゃいけなかったんだった……。じゃ、またあとでな」

　陽太はスマホを私から隠すように遠ざけると、この場を離れようと背を向けた。忍さんからのメールが気になっているのだろう。普段の飄々とした様子はまるで見えない。

　足早に出ていこうとする後ろ姿を目で追っていると、陽太が振り返り大きな声を上げた。

「山内さんに聞いておくから、講習会に出てちゃんと勉強しろよ」

「え、そんなの無理……」

　それは決定事項だったのかと私が反論する間もなく、陽太はあっという間にどこかに消えた。

　どうしてそれほど私にシステム開発について勉強させたいのだろうか。たしかに自分のためになるし、業務に役立つこともあるだろうけれど……。

「まあ、長くここで働くつもりなら、必要かもね」

　気が重いけれど、とりあえず勉強してみようか、と諦めの息を吐いた。







恋人としての時間




　数日後、陽太が申し込んだシステム開発の講座の受講票が届いた。

　受講料の九割を会社が負担することが示す通り、会社側も積極的に社員を参加させたいと思っている講座のようだ。

　大原部長に呼ばれ、受講票を手渡された時にはかなり驚いた。費用の自己負担額がそこまで少ないことは知らなかったし、ましてや部長経由で受講票が届くなんて思いもしなかったのだ。加えて、受講態度や最終日に行われるらしいテストの結果も会社宛に届くと聞いて肩を落とす。

　私が考えていたよりも本格的に勉強を強いられるとわかる日程表を睨みながら、ついでに大原部長にも同じ視線を向けてみる。

　手渡された受講票を思わず突き返したくなった気持ちが顔に出ていたのか、私が口を開くよりも早く大原部長の声が聞こえた。

「今回だけじゃなく、続く講座にも参加すれば、事務仕事をスムーズに進めるためのプログラムも自分で書けるようになるはずだから、必死で勉強して、後輩たちにも教えてやってくれよ」

「で、でもここまで本格的に参加するつもりはなかったんです。午後だけとはいっても五日間連続だなんて、仕事に差し支えます」

「あ、大丈夫大丈夫。僕を含めて、あ、社長もだけど。会社の誰がいなくなっても、業務が滞るなんてことないから。代わりはいくらでもいるってことだけど、深く考えると落ち込むから考えずに、とにかく講座を受けておいで。俺も若い頃に受けたことあるけど、途中休憩で出る和菓子が絶品なんだよなあ」

　そう言って浮かべた子供のような表情は、バーベキューで見せられたものと同じだ。

　それにしても、入社してからずっと同じ部署で同じ仕事を続け、それはこの先も変わらないと思っていたのに、どうも風向きが変わったようで落ち着かない。

　私のそんな気持ちを察したのか、大原部長の言葉が続いた。

「まあ、代わりはいくらでもいるといっても萩尾さんレベルで簡単に仕事を進められる社員はいないから、段取りはつけていってくれるか？　それにしてもいいよな。萩尾さんや陽太が努力すれば、これからこの会社でなんでもできるんだからな」

「なんでもなんて、大げさです」

「大げさじゃないぞ。望めば女性初の社長にだってなれるだろうし、その可能性があるんだから、努力しないのはもったいない。だからしっかり講座を受けて、おいしい和菓子を食べて。で、望む未来を開拓していってくれ」

　胸の前で握りこぶしを作って熱く語る大原部長には、なにを言っても仕方がない。私は手にしていた受講票に印刷された自分の名前を見て、ため息をついた。

「望む未来はこのまま大原部長のお世話をすることなんですが。いい機会なので、おいしい和菓子を食べてきます」

「おお、俺に苦味の強いお茶をこれからも頼むぞ」

　椅子に体を預け私を見上げた大原部長は、ニヤリと笑っている。

　その顔に意味深なものを感じたけれど、今の私には深く考える力は残っていない。

「それでは早速、苦々しいお茶を淹れてきますね」

　そう言って、私はその場を離れた。

　それからしばらくの間、新しいことを始めることへの不安が溢れて仕方がなかった。




　ここまで大げさな講座だなんて聞いてないよ。勝手に申し込んじゃって、どうしてくれるのよ……。

　その日、出張で会社に戻らない陽太に心で文句を言いながら家に帰り、夕飯を作り始めた。週末まとめて作って冷凍しておいたハンバーグをトマトソースで煮込み、まるで毒入りスープでも作っているかのように睨みながらお玉を突っ込んでかき混ぜる。

　そうしているうちに心は次第に落ち着きを取り戻し、食べ物に罪はないと、最後の仕上げに心を込めて塩コショウを振った。

「さ、食べよう食べよう」

　いそいそとテーブルにサラダやお味み噌そ汁しるを並べていると、リビングに置いていたスマホが鳴った。

「あ、姉さんだ」

　姉さんが好きなクラシックのメロディーに、私は慌てて出た。

「姉さん？　久しぶりだね、元気？」

《うん、私も忍も、もちろん公きみ香かも唯ゆい香かも元気だよ。あ、唯香の首はちゃんと座ったから、もうびくびくしながら抱っこしなくても大丈夫》

　生まれてすぐの唯香を恐る恐る抱いた時の私を思い出しているのか、姉さんはくすくす笑っている。

「そうなんだ。でも、やっぱり赤ちゃんを抱っこするのはまだ怖いかも」

《そんなこと言ってたら、将来七瀬が赤ちゃんを産んだ時に困るわよ。ぼちぼち唯香で慣れておいたら？》

「そ、そんな、自分の赤ちゃんなんて。私にはそんな、まだまだ」

　私は焦って、普段よりも高い声で答えた。

　姉さんはそれに気づいたのか、ふと黙り、探るように問いかけてくる。

《もしかして陽太くんとなにかあったの？　七瀬がそんなに慌てるなんて珍しいね》

「えっと、ううん、別になにも。陽太も私も毎日仕事で忙しいし。あ、陽太が公香と唯香にまた会いたいって言ってたよ」

　まさか姉さんの口から陽太の名前が出るとは思わず、自分でも驚くほどの早口でそう告げる。いつものことだとはいえ、姉さんの鋭さには驚いてしまう。

《ふたりとも男性を惹きつけちゃうのね。さすが、我が娘。将来が楽しみね》

　ふふっと笑う声につられて、私も口もとが緩んだ。

「陽太があんなに子供好きなんて知らなかったから、私も驚いてるけどね。まさか公香の幼稚園の運動会に顔を出して親子競技にまで参加するなんて、普通しないでしょ」

　呆れた口調でそう言うと、姉さんはさらに明るい声を上げる。

《だけど、忍が仕事で来られなかったから助かったのよ。私は足が弱点だから、走るのも遅いし。これからも毎年来てくれると助かる。……あ、今思ったんだけど、陽太君はたしかに子供好きみたいだけど、特に唯香は私や忍よりも七瀬に似てるから、あれほどかわいがってくれるんじゃない？　唯香のまん丸おめめは七瀬の目にそっくりだもん》

「そ、そっくりなんて……。まあ、たしかに似ていてうれしいけど、別にそれが理由じゃないだろうし」

　姉さんの言葉を否定しながらも、陽太と気持ちを伝え合った今、強く言い切ることもできず次第に声も小さくなっていく。

　好きだと告げられて好きだと告げて、陽太の懐に私の存在があると知って。これまで軽く流せていたものが、簡単には流せなくなった。姉さんに陽太のことでからかわれるのはいつものことなのに、どうしても照れる気持ちが先に立つ。

　しかも、直接顔を合わせているわけでもなく電話越しだというのに、私の変化は筒抜けらしい。

　会社でも周囲から生ぬるい目で見守られ、姉さんにもあっという間に見抜かれている。なんだか陽太との関係を外堀から埋められていくようで、くすぐったい。

　一方で、姉さんが自分の足を『弱点だから』と口にしたことも引っかかった。さらりと口にしたその言葉は重く、それは私のせいだと改めて感じ、胸が痛い。

《唯香って、本当に七瀬の赤ちゃんの頃にそっくりなのよね。ぐずぐず泣くことが少ないっていうのもそうだし》

「そうなんだ……」

《だけど、まだ唯香に手がかかるのもたしかだから、陽太くんが来てくれて助かったわ》

　もしかしたら、仕事で来られない忍さんに代わるつもりで陽太は運動会に行ってくれたのかもしれないな。姉さんの足では、たとえ幼稚園の運動会でも走るのは大変だと、気遣ってくれたに違いない。だけど、陽太はそんなことは顔に出さなかった。

『公香と手をつないで走るのを楽しみに来たんだよ。パパより若いし格好いいだろ？』

　忍さんが来られなくて拗ねていた公香にそう言って、笑った。

　陽太のことが大好きな公香はその笑顔だけで機嫌を直し、ふたりで参加した親子競技は見事、一等賞。姉さんもホッとしていた。

　その時のことを思い出せば、心は自然に温かくなり、陽太をいっそう好きになる。

　ふわふわした気持ちでスマホを握りしめると、ドキドキと聞こえる心臓の音。さっきまで講座のことで陽太を怒っていた気持ちが一気に小さくなり、今すぐにでも会いたくなった。

　そういえば、今作っている煮込みハンバーグは陽太の大好物だし。会いたい気持ちは今に始まったことではないのかもしれない。

　そんな自分の気持ちに改めて気づいて恥ずかしくなった私は、気持ちを切り替えるように口を開いた。

「それより、電話なんて、なにかあったの？」

《ううん。七瀬の声が聞きたくなっただけ。特になにもないから安心して。それよりも、なにかあったのは七瀬と陽太くんでしょ？　忍からもちらりと聞いてるのよ。ようやくウフフな関係になったみたいだし、せいぜい陽太くんに大切にされて右往左往しなさい》

「うっ……」

　私は言葉を詰まらせた。

　家に帰ってのんびりと心を解放させるどころか、陽太が企んだ講習会のことに怒り、それでも陽太が大好きな煮込みハンバーグを作りながら会いたくなっているなんて。とっくに陽太に右往左往させられている。

　それに気づくとなおさら姉さんになにも言えなくなった。

　姉さんはくすくすと笑ったあと「あ、唯香が目を覚ましたみたい」とつぶやいた。

「え、姉さん？」

《じゃ、落ち着きのない夜をお過ごしくださーい》

　姉さんはそう言って、私の返事も聞かずにあっさりと通話を終わらせた。

　会話が終わったスマホを手にしたまま、私はしばらくの間「陽太のバカー」と意味のない叫び声を上げた。




　姉さんの言葉通り、落ち着かない日々を過ごして、ようやく迎えた週末の早朝、私は陽太に無理やり連れ出された。

「なんでこんな朝早くから出かけるかなあ。もう少しゆっくり寝たかったのに」

　ブツブツ言っている私を横目に、陽太の足取りは軽く、私を引きずるように歩いている。

　電車に乗り込み、ふと時計を見れば、まだ六時。平日に出勤する時間よりも早いとわかり、まぶたが落ちそうになる。

「着いたらモーニングを食べさせてやるから、それまで我慢しろよ。ルイルイの斜め向かいに、たまごサンドで有名なカフェがあるだろ？　もうひと頑張りしてくれ」

　朝から上機嫌な陽太の声に、私は苦笑した。

「たまごサンドだったら私が作ってあげるのに。まあ、たしかにあのカフェのたまごサンドは絶品だけど、なにもこんな朝早くから行かなくてもいいのに」

　平日と違い、空いている車内でふたり並んで座る。

　私の自宅の最寄り駅から六駅先にあるルイルイは誰もが知る有名店だけど、今陽太が口にしたカフェも、密かに人気なのだ。

　特に有名なのが、たまごサンド。表面をカリカリに焼いた四枚切りの食パンで甘い卵焼きを挟んだだけのものだけど、卵焼きの表面に塗られたソースがいい仕事をしていて、とてもおいしい。

「シュークリームの整理券は八時から配布だから、まあ、ぎりぎり間に合うか。土日は限定三十食だから、大丈夫だろう」

「こないだふたりで朝早くから並んだばかりなのに、また食べたくなったの？　陽太って、そんなに甘いものが好きだった？」

「甘いものはそれなりに食べるけど、七瀬のためじゃなきゃ朝早くから並ぶかよ。それに、一緒に並ぶから楽しめるんだろ」

　陽太の言葉に、私はしばらく黙り込んだ。

　ここまで素直な想いを口にして照れないのだろうかと、ちらりと視線を向けても、特に動じている様子はない。

　しかも、気づけば私の手は陽太に握られている。そういえば、私を迎えに来た時からずっと、この状態だ。

　会社での関係に大きな変化はないけれど、会社以外でふたりで会う時間は格段に増えたし、並んで歩く時には自然に手をつないでいるような気がする。

　とても仲がいい〝恋人未満の友達〟という関係と、〝恋人〟という関係を比べれば、感じる幸せはまったく違う。もちろん、両想いになれた今のほうがいい。遠慮なく陽太の隣に並び、当然のように手をつなげることがこんなに幸せだなんて……。

　そして、陽太も伝えたくてたまらなかった気持ちをいったん口にしたあとは、私が呆ぼう然ぜんとするほど愛に満ちた言葉ばかりを返してくれるようになった。

『来週から七瀬が講習会に行ったら寂しいから、俺も午後は休みたい』

『七瀬が作ってくれたお弁当を食べたから、昼からの打ち合わせが冴さえた』

『朝、目が覚めた時に七瀬が俺の恋人なんだなと思うと、にやける』

『この会社に入って配属が決まった時は後悔ばかりだったけど、七瀬とこうしていられるから俺の人生悪くない』

　陽太からの甘い言葉の大洪水に戸惑いながらも、いずれ落ち着いて、陽太の感情も穏やかになるだろうと思っていたけれど、それは大きな間違いだった。

　ここ数日、言葉だけでなく、陽太の視線もなにもかもがもう、熱すぎるのだ。おまけに、忙しい仕事を終えたあとには、それまでの真面目できりりとした顔つきを一気に崩して、私の隣で力が抜けた表情を見せくつろいでいる。

　そんな陽太が愛しく思え、仕事のあとにふたりでコーヒーを飲みひと息つけば、その日の疲れが和らぐような気がするから不思議だ。

　さらに、ふたりの関係の変化はそのまま私の日常の変化をも生み出し、休日になれば必ずといってもいいほど陽太に連れ出されている。

　夕べも、遅くに『明日、ルイルイでシュークリームを買うから、一緒に並ぶぞ。迎えに行くから今日は早く寝ろ』と電話があり、反論することも、シュークリームがそんなに好きなのかと問う間もなく、切られた。きっと、私に断るタイミングを与えないようにさっさと切ったんだろう。

　私が断るわけはないのに……。一緒にいられる時間が楽しみなのは、陽太だけではないのだ。

　平日よりも早い時間に起きたせいか、それとも触れ合う肩からなじんできた体温のせいか、電車の揺れに身を任せているうちに眠気が襲ってくる。

「あと二十分くらいだけど、寝てていいぞ」

　耳もとに陽太の声が聞こえたかと思うと、私の頭は陽太の肩に抱き寄せられた。温かい手が何度も私の頭を撫でる。

「ちょっと、陽太」

「今にも眠りそうな顔をしてるぞ。ちゃんと起こしてやるから、しばらく寝てろ」

「え、いいよ、大丈夫だし」

　陽太の肩に押しつけられた体を起こそうとすると、陽太の手に力が加わり、あっという間に私の体は陽太に密着させられる。

「ちょっと、陽太、ほかの人に見られる……」

「別に人前でキスするわけでもないし、肩を貸すくらい誰もなんとも思わない」

「そ、そんなのするわけないし」

　からかうような陽太の声に、思わず大きな声で反論した。

　すると、陽太は大げさに頷いた。

「まあ、人に見せるなんてもったいないから、ふたりきりの時にしかするつもりもないけど」

　論点がずれているのに、陽太はひとり納得している。

「あ……そ」

　そうか、人前ではキスしないんだ。ふたりきりの時だけか。

　目の前にある陽太の唇を凝視し、次にキスしてくれるのはいつかな？と思っているうちに、私の眠気は次第に強くなっていく。そのまま体を陽太に寄せて目を閉じた。




　ルイルイに着いた時には既に十人ほどが列を作っていて、私と陽太が最後尾に並んだあとにもすぐ、数人が続いた。そして、無事にシュークリームの整理券を手にした。

　シュークリームを買える十時まで、予定通りたまごサンドが有名なカフェへ行く。

　整理券を手に入れてまで買うシュークリームは、私の口に入るわけではなく、陽太が手土産として用意するものだ。だから、私の今日の目的は『たまごサンドを食べること』が正しい。

　四枚切りのトースト一枚だけでもかなりの厚みだというのに、厚さ一センチほどの卵焼きが挟んである。滅多に食べないこともあり、そのボリュームにはいつもワクワクさせられる。

　カフェの窓際席に座った目の前の陽太は、たまごサンドだけでは足りなかったのか、今はパンケーキを食べていて、その顔はかなり幸せそうだ。

　その食欲に感心していると、ふと目が合った。

「パンケーキも食べたいのか？」

　陽太は手元のパンケーキと私の顔を交互に見て首をかしげた。

「ううん、たまごサンドだけで十分」

「まあ、輝さんのお店でもなにかと出されるだろうし、俺もこのくらいにしておくか」

　陽太はそう言って、手元のコーヒーを口に運んだ。

　これから輝さんのお店に行って、あらかじめ約束している砂川さんとその旦那様である園田さんに会うことになっている。プロジェクトについて業務時間内にはなかなか聞けない深い部分をふたりに聞くためで、朝早くから並んでシュークリームの整理券を手に入れたのも、手土産にするためなのだ。

　だけど、陽太が砂川さんにお願いして園田さんと会う機会を作ってもらったと聞いた時には、かなり驚いた。

　我が社が総力を挙げて取り組んでいるプロジェクトのリーダーを務めている砂川さんの下、その仕事に力を注いでいる陽太。そして園田さんは、発注元である銀行側のリーダーだ。

　夫婦である園田さんと砂川さんはこのプロジェクトの成功のため、発注元と開発側という互いの立場を超え、双方の内情を理解し合いながら業務を進めている。

　園田さんは我が社の上層部の意見に異を唱えることもあれば、銀行側に〝発注元〟というおごりが見えるとその場でそれを正すとも聞いている。そして、誰もが気持ちよく、さらに、求められるレベル以上の結果を出して仕事を終える。

　それが園田さんの仕事のやり方だと聞いた時、私は思わず『大原部長に似てる』と口にした。

　すると、砂川さんは悔しげに『私もそう思うのよ』と言っていた。

『大原部長より奏のほうが男前なんだけど、言うこともやることも大原部長に似てるから、将来は私も自宅の庭でバーベキューなんてやってるかもね』

　そう言って笑った砂川さんの笑顔はとてもキレイだった。

　たしかに園田さんは、休日でさえ会って仕事の相談をしたいと陽太が思うほど、魅力ある人なんだろうけれど。だからといって、朝早くから私を連れ出し、ルイルイに並んで砂川さんの大好物のシュークリームを手に入れなくてもいいと思う。

　それでもやっぱり、こうして一緒にいられればうれしくて、陽太がパンケーキをおいしそうに食べる姿にホッと息をついた。




　無事にシュークリームを手に入れたあと、私たちは再び電車を乗り継いで、マカロンに着いた。

　お店のドアを開けると、奥に輝さんの後ろ姿が見える。

「輝さん、こんにちは。今日は昼間からお店を開けてもらってすみません」

　陽太が輝さんに頭を下げた。

　オフィス街にあるマカロンは、土・日・祝日はランチタイムの営業はしていない。けれど、ひとつ隣の駅の近くにある、夜景がキレイな展望台に立ち寄った恋人たちが大勢流れてくるため、ディナータイムは営業していると輝さんが言っていた。

　今回は、陽太が園田さんに会いたいと砂川さんにお願いしたことがきっかけで、弟である輝さんに女王様ぶりを発揮する砂川さんの『土曜の昼に、おいしいランチを作って』発言が飛び出したらしい。そして、『姉には逆らっても無駄だ』と笑い飛ばす輝さんのご厚意により、今日はここでランチをいただくことになった。

　その時、カウンターに並んで座る美男美女がくすくす笑っているのに気づいた。

「砂川さんも、園田さんも、休日にわざわざ来ていただいてすみません」

　陽太がカウンターに近づいた。私も隣に慌てて並び、一緒に頭を下げる。

「いいのいいの。輝にランチを作ってもらえるなら、いつでも来るわよ。それに、陽太があんな切羽詰まった顔をして頼んできたら断れないしね」

　砂川さんは普段と変わらない大きな笑顔を見せてくれた。

「切羽詰まったって、そんな……」

　陽太は砂川さんの言葉に決まりが悪そうにつぶやいた。

「ふふ。まあ、初めてのプロジェクト参加だし、社運がかかってるとなれば、さすがの陽太もびびっちゃうだろうし。奏がお役に立つならどうぞどうぞ」

「夢、春川くんをからかうのもいい加減にしろよ。社運がかかってない仕事なんてないんだから、そんなに脅かすなよ」

　陽太と砂川さんの会話を聞いていた園田さんが、やんわりと砂川さんに注意した。その口調は優しくて、砂川さんのなにもかもが愛しく思えるんだろうと感じた。

「脅かしてるわけじゃないんだけどさ。陽太が休日にまで仕事の話をしたいなんてびっくりだし、それに、うれしいし」

　砂川さんと園田さんは、体を寄せ合いながら話を続けている。

　別々の会社で働いているとはいえ、それぞれ責任ある立場についているふたり。今は同じプロジェクトを進めている同志でもあり、会社で見かけるふたりの様子からは真剣なものしか感じられない。

　けれど今は、スツールに腰かけた砂川さんの膝辺りに園田さんの手が自然に置かれていて、砂川さんがそれを拒む気配はない。園田さんが砂川さんにひとめぼれし、結婚した今も溺愛しているという噂は本当だったんだな、と納得できる。

「砂川さん、まるで女の子ですね」

　ぽつりとつぶやいた私の言葉に、園田さんが視線を向けた。

「そう、俺の夢ちゃんはいつでもかわいい女の子なんだ。会社では別人のようにクールだけど、それもまた魅力的。だけど、いつになったら〝砂川〟じゃなく〝園田〟に変わるんだ？」

　園田さんの拗ねたような表情と口ぶりに、砂川さんは笑った。

「このプロジェクトが終わったら旧姓で仕事をするのはやめるから、心配しないで。同じ名前がひとつのプロジェクトにいたら、ややこしいからね」

　諭すように園田さんに言う砂川さんの横顔は優しくて、仕事で見る厳しいものとは違い本当にかわいらしい。

「じゃ、ランチの用意をするから、姉貴たちもテーブル席に移ってくれよ。グラタンが食べたいんだろ？　すぐにできあがるから待ってろ」

　傍らにいた輝さんの声に、砂川さんはうれしそうに笑顔を見せた。

「輝の料理はなんでもおいしいけど、中でもグラタンは絶品なのよね」

　すとんとスツールから降りた砂川さんを支えるように立ち上がった園田さんは、そのまま彼女の背中に手を回し、テーブル席へと連れていく。

「ホントに砂川さんを愛してるんだね。砂川さんの体のどこかに絶対触れてるもん」

「だな。あれで仕事ができるエリート銀行マンだから無敵だよな」

「エリートか……陽太も負けずに頑張ってよ」

　弾んだ声でそう言いながら陽太の背中を叩いたけれど、陽太の表情は硬い。

「陽太？」

「あ？　いや、なんでもない。そうだな、俺も負けずに頑張るか」

　にっと笑った顔を向けられて、私もそれに応えるように笑った。

　だけど、いつもの陽太とは、どこかが違うような気がした。




　おいしい食事をいただいたあと、砂川さんと園田さん、そして陽太の三人は、いつの間にかプロジェクトの資料を広げて話し始めた。

　手元にある資料は社外持ち出し可能なものばかりで、ある意味プロジェクトを進めるうえでは浅い内容のものだ。けれど、それですら私にはまるで外国語のように見え、数字とアルファベットの羅列にめまいを覚えた。

　それをきっかけに私は三人から離れ、カウンター席でコーヒーをいただいている。輝さん手作りのわらびもちを堪能し、時折陽太の顔を見るだけでホッとする。

「姉貴の仕事好きには困ったもんだけど、奏さんと結婚したらさらに拍車がかかったよな。……まあ、今までと違って仕事そのものを楽しめるようになって、よかったけど」

　カウンターの向こう側で、輝さんは陽太たちの様子を見ながら安心したように目を細めている。

「そうですね。もともと仕事の評価は高い人でしたけど、結婚してからはますますパワーアップしたって陽太が言ってましたよ」

「あれ以上パワーアップして、姉貴はどこまで頑張るんだよ……」

「もしかしたら、初の女性社長までいっちゃうかもしれませんよ」

　私は冗談交じりにそう言いながらも、それはあり得るかもしれないと思った。視線を動かせば、同じ思いを抱いたような輝さんと目が合い、ふたりで苦笑した。

　その時、背後のテーブルから陽太の声が聞こえた。

「じゃあ、この日までに完了しておかないと、すべての作業が止まって、銀行業務に影響が出るってことですよね」

　思わず出てしまったような大きな声に振り返ると、陽太が手元の資料と園田さんを交互に見ながら口もとを引きしめていた。

　園田さんも真面目な顔つきに変わっている。砂川さんに至っては、輝さんをからかっていたお茶目な様子は完全に消え、厳しい表情でファイルを陽太の目の前に置き、マーカーでラインを引いている。

　入社以来ずっと陽太の近くにいるというのに、ここまで厳しい表情を浮かべる陽太を見るのは初めてだ。

　プロジェクトの一員に選ばれた時『とうとう俺の実力をいかんなく発揮できる時がきた』と言ってガッツポーズを見せていた人と同一人物だとは思えない。

　あの時は選ばれたことをひたすら喜び、能天気に笑っていたけれど、少しでも気を緩めれば頓挫し会社に大きな損害を与えるという現実を知るにつれて、自分が置かれる状況の本質に気づいたに違いない。

　一方の私は、陽太や砂川さんと同じ部署にいるのに、なにか手伝えることはないだろうかと考えてみてもなにも浮かばない。それどころか、この前山内さんにシステム開発の浅い部分を教えてもらっていい気になっていた自分が恥ずかしくなる。

　プログラムの間違っている個所を見つけることができたのは偶然だろうし、それはほんのさわりの部分だったのだろう。本来の私は、陽太の力になるどころか、今なにに悩み苦しんでいるのかさえ、正確にはわからないのだ。

「ん？　どうした、ひとりにされて落ち込んでるのか？」

　スツールに腰かけ、陽太たちをぼんやりと見ている私に、輝さんが声をかけてくれた。

「落ち込んでる……わけじゃないんですけど、離れた場所から三人を眺めることしかできないのが悔しいです」

「離れて見ているだけでもいいんじゃないか？　陽太は背負うものの大きさに潰されないように必死で、惚れた女にそばにいてほしいんだよ」

「陽太がそこまで切羽詰まっているなら、なおさら私にできることはなにもないのに。そばにいても、私には……」

　陽太の役に立てないもどかしさに思わずイライラし、拗ねたような声でつぶやいた。

　そんな私の様子に、輝さんはくくっと肩を揺らした。

「男は複雑だから」

「なんですか、それ」

「うーん。せっかくの休日だから一緒にいたかっただろうし。七瀬ちゃんと陽太って同じ部署で仕事をしてるんだろ？」

「あ、はい。でも陽太は専門職で、私は事務職ですけど」

「だったら、自分の仕事を七瀬ちゃんにもっと知ってほしかっただろうし、この先プロジェクトで壁にぶつかった時にも七瀬ちゃんにそばにいてほしいって思ってるんじゃないのか？」

「壁？」

「まあ、壁の高さはいろいろあれど、なんの苦労もなく仕事を進めることはできないはずだし、自分が必死にもがいてる姿も七瀬ちゃんに見せて、なにかを教えようとしているのか……？　うーん。俺、ちゃんとした会社に勤めたことがないからなあ」

　私になにかを伝えたい輝さんはそれをうまく言えないようで、右手を後頭部に当てて首をかしげた。

「陽太の気持ちは男ならわかるんだけど。惚れた女の気配をいつも感じていたいというか、さ」

「はあ……」

　わかるような、わからないような。

　輝さんの言葉に曖昧に頷いていると、カウンターに置かれていた輝さんのスマホが音を立てた。輝さんは私に「ちょっとごめん」と言って、カウンターの端へと体を移し、電話に出た。

「なるほど、このプログラムだと負荷がかかりすぎて使えないってことですね」

　その時、陽太の声が聞こえてきた。

　振り向くと、タブレットを見ている表情は明るく、声も弾んでいる。

　園田さんも陽太にひと言ふた言なにかをつぶやいたあと、ホッとしたように椅子の背に体を預けた。話し合っていたことが解決したんだろう。砂川さんも大きな笑顔を浮かべている。

　陽太は落ち着いて資料を眺めたあと、何度か頷き、満足げに口もとを上げた。

　ああ、職場で見るいつもの陽太だ。前向き、真面目、諦めない。そんな姿勢を貫く陽太に私は気持ちをつかまれて、好きになったんだ。

　これからも、私は陽太のそばにいて支えてあげたい。それを陽太が望んでくれるのなら、私は喜んでそれに応えようと思った。




「砂川さんと園田さん、美男美女でお似合いだったな」

　ぽつりとつぶやいた陽太に視線を向ければ、私を見つめる瞳とぶつかった。

「俺たちも、気持ちは美男美女ってことで」

　冗談交じりの陽太に、私は「はいはい。気持ちでは負けません」と軽く答える。そして、つないでいた手をすっとほどき、そのまま腕を絡ませた。

「ふふっ。筋肉がついていてがっちりしてる。園田さんもそうだって、たしかバーベキューの時に砂川さんが言ってた」

「ちっ。園田さんと俺を比べられても困るんだよな。見た目も人間の大きさも勝てる気がしない。第一、七瀬は俺の筋肉を見たことないだろ？」

「う……ん」

　そういえば、長い付き合いの中で陽太の筋肉は見たことがなかったなと思い返す。

「早速見せてやろうか？」

「え」

　陽太のからかうような声に慌てれば、ニヤリと笑っている口もとが目に入った。

「腕の筋肉だけでなく俺の体は七瀬のもので、七瀬の体は……って、叩くなよ。痛いだろ。それに、そんなに俺の筋肉が見たいなら、遠慮することないって、おい、蹴るなよ」

「うるさい。そんな恥ずかしいことばかり何度も言わないでよ」

　私は照れるようなことばかりを言う陽太の腕を叩き、足を蹴った。

「だからって蹴るなよ」

　陽太は顔をしかめて私を睨む。

　その顔もなかなか整っていて、睨まれているのに怖いと感じるどころかドキリとしてしまう。

「オトコと付き合ったことのない七瀬には照れる話で悪いけどさ、これくらい慣れてもらわなきゃ、これから困る」

「こ、これからって、言われても……」

「まあ、ぼちぼち俺が慣れさせてやるから安心しろ。とりあえず、俺の腕の筋肉を堪能してくれ」

　余裕のある陽太の言葉にむかつきながらも、楽しそうに笑う顔を見れば、なにも言えなくなる。

　どこまで陽太が好きなんだ、私。

　陽太と気持ちを寄り添わせてからまだ間もないというのに、私の思考回路はこれまでとはまったく違う筋道をたどるようになった。つま先から頭のてっぺんまで、順に作り替えられていくような感覚が、心もとない。陽太が好きだという気持ちを隠そうと頑なだった自分を忘れてしまいそうにもなる。

　大切な人の言葉ひとつ、動きひとつで右往左往し、感情の揺れに戸惑うなんて、私がなによりも避けていたものだ。けれど、陽太から与えられるそんな面倒くさいあれこれに手を焼きながらも、逃げ出したいとは思わない。むしろ、どうすれば陽太との関係をいっそう近いものにできるかと考えている。

　私は普通の恋する女の子だったのだ。

　すると、陽太の腕に絡めていた私の腕がすっと外されたかと思うと、それを寂しいと思う間もなく肩を抱き寄せられた。

「まあ、園田さんは俺から見ても格好いいからいいとして。今後は俺以外の男を褒めるのは禁止。じゃなきゃ、イライラして面倒くさい」

「面倒くさいって言われても……。思わず口にしちゃうかもしれないし」

　陽太がぐいっと私をさらに引き寄せる。その強さが心地いい。

「本音を言えば、俺以外の男と話してほしくないし見てほしくもない。それに七瀬をほかの男に見せたくないし。できればどっかに閉じ込めて俺だけの七瀬にしたいくらいだ。でも、これだけかわいいい七瀬を籠の中の鳥にしてしまうのはもったいないから、見せびらかしたい気もするし。男心は複雑なんだよ」

　陽太は歩みを止めることなく、私の耳もとに淡々と言葉を落とす。おまけに小さなため息と、ちっと舌打ちまで。

「とにかくだ、ようやく七瀬と恋人同士になれたんだから、その幸せだけを実感させてくれよ。嫉妬や独占欲なんて面倒な感情は今はいらない。七瀬と一緒にいられる幸せに浸らせてくれよ」

「う、うん。私も、浸りたい」

　陽太と同じ気持ちの私は、大きく頷いた。

「だろ。だったら、ほかの男のことを褒めたり見たりするな」

　そう言った陽太を見上げれば、頬が赤い。感情が昂たかぶっているせいだろうか。

「七瀬には、俺がいればそれでいいだろ？　この先なにが変わっても、俺だけは変わらず七瀬の隣にいるから。それは絶対に変わらない」

　私を安心させるようなその言葉を聞いた瞬間、これまで陽太の隣にいられる立場を恐々と受け入れていた私の心は一気に砕けた。

　ここまで言ってもらえればもう、私も素直になるしかない。私は陽太の腰に手を回して、お互いの体をさらに密着させた。途端に陽太の体が震えて、私の気持ちはさらに右肩上がり。

「私だって、陽太が女の子と話していたらむかつくし、割って入って邪魔したくなる。だけどいい大人の女はそんなことはせずに、あとから陽太にぐずぐず愚痴を言って慰めてもらうことにする。『陽太は私だけのものなのに』って言いながら、頭を撫でてもらう」

「お、おお。任せておけ」

　陽太は、私が勢いよく素直な言葉を口にするのに驚き、慌てている。

「うん、任せる。だけど、私も陽太の愚痴を聞いて頭を撫でてあげるから、頼りにしてほしい。さっきみたいに私のことを目の届く場所に放り出してくれていいから」

「ほ、放り出したわけじゃ……ないつもりだったけど、結局そうなったな、ごめん」

　気落ちした陽太の声に、私は笑った。

「やっぱり自覚してたんだ。砂川さんや園田さんと仕事の話を楽しそうにしていたもんね。私が入る場所なんてなかった」

「悪い。あのふたりと話してたら、つい夢中になって……」

「ううん、それはいいの。陽太がどれほど仕事を好きなのか、わかってるようでわかってなかったし」

　そう言って陽太を見れば、顔をかすかに赤らめている。

　その照れた顔に、私まで照れてしまう。素直に自分の気持ちを口にするのは、慣れてなくてやっぱり難しい。

　けれど、私を好きだと言って、同じ未来を生きるために大原部長のバーベキューに連れていってくれた。きっと陽太にとっては大きな決断だっただろうし、かなりのパワーが必要だったはずだ。

　そんな陽太の想いと行動力に応えるためにも、私自身の気持ちをちゃんと言葉にして態度で示さなければいけないと、遅まきながら気づいた。

　状況の変化に不安を抱き、そして姉さんへの申し訳なさに立ち止まることはあれど、私を求めてくれる陽太のそばで幸せになりたい。だから、たとえ不慣れでも照れてしまっても、まずは陽太を好きな気持ちに素直になってみよう。

「陽太がプロジェクトでいい結果を残せるように、近くにいるからね。たとえ目の届く範囲で放り出されたとしても……ね」

　やはり照れくさくて、私の声は次第に小さくなっていく。

　陽太は口を閉じたまま、ひたすら手をつないで歩き続ける。駅はもうすぐだ。

　あれほど現状の変化を恐れていた私が、陽太によって変わりつつある。どうせ変わるのなら、陽太の手助けができる自分になる努力をしよう、と思った。

「とりあえず、講習会で勉強してくるね。……あまりにもちんぷんかんぷんで寝てしまわないように気をつけなきゃ」

「寝る間がないほど勉強させられるから、安心しろ」

　私の言葉に、どこかホッとしたような息を吐き出しながら、陽太は笑った。







新たな世界は意外に優しい




　週明け、私は普段よりも早い時刻に出社し、急ぎの仕事をいくつか済ませたあと、会社を出た。

　午後から始まるシステム開発の講習会にはまだ早いけれど、部長から『初日は余裕をもっていけ』と言われたのだ。

　会社のロビーで待ち合わせをしたのは稲生さんだ。今日私が参加する講習会に彼女も参加するらしい。

「途中でランチを食べてから行きませんか？」

「あ、そうしようか。会場の近くにはお店がたくさんあるって陽太が言ってたし」

「はい。私もネットで場所を調べたら、入ってみたいお店がいっぱいあって。楽しめそうですよ」

　駅までの道のりを並んで歩きながら、稲生さんは明るい声で話す。

「稲生さん、まだ入社二年目なのに勉強熱心だよね」

「萩尾さんが講習会に参加するって聞いて、私も大原部長にお願いしたんです。事務職採用でも、そういう講習会に参加できるチャンスがあるっていいですね」

　自ら志願してわざわざ講習会に参加するなんて、そのやる気には感心してしまう。今の稲生さんと同じ頃の自分を思い出せば、ようやく担当する仕事を滞りなく処理できるようになって満足していた程度だったのに、稲生さんの成長と頑張りはすごいと思う。

「私、いつか総合職試験に合格して、システム開発の仕事をしたいんです。これまでその経験はないんですけど、入社して初めて開発の勉強を始めた人も多いですからね」

「ああ、うん、そうだね」

　きっとそれは、陽太のことだろう。稲生さんも、いずれは陽太のような仕事をしたいのかもしれない。

「私は稲生さんのように自分から進んで参加するわけじゃないけど、せっかくだからシステム開発のこと、詳しく知りたいとは思うかな」

　それほど強い思いはないにしても、陽太が必死で取り組んでいる仕事の内容を多少なりとも知っていたい。そして、陽太の仕事をサポートすることはできなくても、彼の話を聞いて、進捗状況を知ったり、トラブルの内容を理解してあげる程度のことはできるようになりたい。

　現状維持と、変化のない毎日。なによりもそれを大切にして生きてきた私にとって、自分の能力を少しでも高める努力をするという〝新しい変化〟。これもまた、陽太との関係が深くなったからこそだ。

　私を新しい場所へ連れ出そうとしてくれる陽太のためにも、そしてなにより自分のために、頑張ろう。

「この講習会のあと、大原部長にお願いして、総合職試験を受けるための勉強会にも参加しようと思ってるんです。入社五年目以上で、部長の推薦がなければ試験は受けられないんですけど、今から少しずつ勉強して、一発でパスするつもりです」

　陽太のために受講する私とは違い、将来をちゃんと見据えている稲生さんはかなり本気で講習会に臨むようだ。

「そこまで本気なら、どうして採用試験を受ける時に総合職での採用試験を受けなかったの？」

　ふと思いついたことを尋ねると、稲生さんは表情を変え、悔しそうな声を上げた。

「あの時はなにも考えずに採用試験を受けたんですよね。会社のネームバリューっていうか、知名度の高さと安定性……それだけで選んだというか。大学には英語を勉強しようと思って入ったんですけど、入学した途端、英語は私に向いてないって気づいて。仕方がないから必要最低限の勉強をして四年で卒業して大企業の内定をもらおうって。それが大学時代の目標だったって、恥ずかしいですよね」

「ううん。安定した会社に入りたいって思うのは当然だし、おかしくないでしょ」

「それはそうなんですけど、私、恋愛にも安定を求めて失敗してきたんです」

　稲生さんは、過去の自分を責めるように話しているけれど、恋愛に安定を求めても誰も責めないと思う。特に、結婚を考える年齢ともなれば、それは当然だ。

「私、今まで、男性の学歴とか職業で順位をつけて付き合っていたというか……。でも、それって相手にはわかるんですよね。恋人同士なら近づいて当然の距離を縮めることもできなくて傷つけて、結局振られて……」

　苦しげに話す稲生さんの言葉からは、後悔が感じられる。

「私、いつになったら満足できるんだろう」

「え、稲生さん？」

　普段の女の子らしくかわいい雰囲気とはまるで違う稲生さんの姿に、続く言葉が出てこない。

　社内で『お嫁さんにしたい女の子』という話題が出れば、確実に彼女の名前が挙がる、楚そ々そとした振る舞いとアイドル並みに整っているお人形のような顔。本人もそれを自覚しているのかいないのか、普段はそんな印象を裏切ることなく笑顔を振りまいているというのに。

　稲生さんは私の戸惑いに気づいたのか、苦笑しながら口を開いた。

「私って……バカみたいですよね。それに、なんて身勝手で高飛車なんだろうって思いますよね。採用試験を受けた時も、とにかく有名な会社に入れればいいやって。総合職よりも事務職のほうがハードルが低いからってだけで選んだんです」

「そう……」

「もちろん、今の事務の仕事をバカにしているわけじゃないんですけど、システム開発っていう世界を近くで見ているうちに、私もその中で頑張りたいって思うようになったんです。それに、安定を求めるなら、自分の努力で安定した将来を手に入れなきゃって思って。だから、今日の講習会を皮切りに、総合職に移れるように努力しようと思ってるんです」

　稲生さんは自分に言い聞かせるようにそう言って、キレイな笑顔を浮かべた。

　男性陣からの人気は絶大で、仕事もそつなくこなす器用でかわいい女の子。そんな稲生さんへの印象が一気に変わった。

「……いいんじゃない？　稲生さんが努力すれば、総合職に移れると思う」

「ありがとうございます。今のそれなりの自分でも生きていけるのはわかってるんですけど、砂川さんのように真摯に仕事に向き合う女性を見て、ガツンとやられたというか、このままじゃダメだって感じて……」

　稲生さんはそう言ったあと、ハッとなにかに気づいたのか視線を逸らした。自分の想いを素直に口にして、照れているようだ。

　たしかに、事務仕事を丁寧に処理する彼女への信頼は厚い。仕事の幅を広げるために総合職に変わらなくても、社内でのポジションに不安はないと思う。それでも、こうして講習会に参加して新しい仕事への道筋をつけようとする稲生さんは、頼もしくもありキラキラしている。

　恋愛ではなく仕事でブラッシュアップを図ろうとしている彼女にとって、今日の講習会は新しい世界への第一歩なのかもしれない。それは、現状維持にこだわり続けている自分を変えてみようかと手探り状態の私と似ているようにも思えた。

「稲生さんって、『お嫁さんにしたい女性社員』って言われるほどかわいいのに、そのうえ仕事もバリバリこなすようになったら怖いものなしだね」

　私は稲生さんの照れている様子がかわいくて、からかい気味にそう言った。

「え……と。お嫁さんにしたいっていうのは、けっこう面倒なんですけどね。どちらかといえばお嫁さんが欲しいくらいで。実は、家事いっさいは母任せで、なにもできないんです」

「あ……そうなんだ。ふふっ。そんなことをはっきりと言っちゃうなんて、見た目とのギャップに男性はキュンとしそうだね」

「か、からかわないでくださいよ。それなら萩尾さんこそ、今の仕事と学歴にはかなりのギャップがありますよ」

　稲生さんは落ち着きを取り戻しつつあるのか、普段と変わらない柔らかな表情を浮かべている。

「学歴で仕事が決まるわけじゃないですけど、うちの部課長陣に負けない難関大学を卒業してるのに、どうして出世する可能性のない事務職に就いたんですか？　飲み会でそのことを聞いた時、正直、萩尾さんはおかしいのかと思いましたよ」

「……おかしいのかな。でも、自分が望んでのことだし」

　稲生さんと並び、再び駅へと向かう。

　すると、稲生さんは気持ちを切り替えるような強い視線を私に向け、口を開いた。

「私も事務職なので、事務仕事が会社にとって絶対に必要なものだということもわかっていますし、プライドももちろんあります。でも、学歴に関係なく萩尾さんにはシステム開発の才能というか、向いてるなにかがあると思うんですよね。この前も、プログラムのミスを発見していたし」

「あ、あれは単なる偶然だよ。それに、陽太から借りた専門書を見たら、ちんぷんかんぷんだし。私には無理」

「それでも、可能性を捨てるのはもったいないです。講習会を受けてみて、今後の仕事を見つめ直してもいいんじゃないですか？」

　真面目な声でぶれることなく話す稲生さんに気け圧おされそうになり、私は慌てた。

「いいのいいの。私は現状維持で。異動とか出世なんて私には関係のない別世界の話だし。今のまま事務職として頑張れれば、それで十分満足」

　そして、陽太のサポートができればそれでいいのだ。

「……まあ、それで満足ならいいんですけど。ただ、もしこのままなら、いずれ春川さんは異動するでしょうし、ついていくなら会社を辞めるしかないですよ」

「え？」

　突然陽太の名前を出され、ハッとした。

「春川さんは今のプロジェクトが終われば確実に異動しますよね。もしも萩尾さんがシステム開発の仕事に就いていれば、大原部長の采配で一緒に異動させてもらえるでしょうけど、そうでなければ、事務職採用には地域をまたいだ異動はないんで、寿退職をして春川さんと一緒に異動先に行くしかありません。……もちろん、知ってますよね？」

「あ、そうだね。うん、知ってる……よ」

　稲生さんの確認するような淡々とした口調に、私は頷いた。

「バーベキューに春川さんと参加した時点で、萩尾さんと春川さんは結婚を視野に入れた付き合いをしていると公言したようなものだし。春川さんの異動によってふたりの関係が面倒なことにならないように配慮をお願いしたいっていう、深ーい下心満載で臨んだってことです」

　稲生さんは強い口調で言葉を続ける。

　もちろん私だって、大原部長の家でのバーベキューの意味は、今ではもうわかっているけど……。

「えっと……陽太と結婚って、まだちゃんと話してないし」

　当分はあり得ない。

「いえ、萩尾さんが春川さんとの将来を捨ててでも今の仕事に生涯を賭けると決めているなら別ですけど。正直言って、私も含め事務職として働いている社員が明日辞めても、多少のごたつきはあっても業務が滞ることはないんですよ。私たちの代わりはいくらでも控えているということです」

「それは、わかってるよ」

　社長を含め社員の誰が会社を辞めたとしても会社が立ち行かなくなることはないと、大原部長も言っていたし、その中でも特に事務職の私たちの代わりはいくらでもいると、納得している。

「萩尾さんにとって今の状況は、春川さんとの未来を手放してでも維持したいほどの魅力がありますか？」

　その言葉に、駅に向かってリズムよく歩いていた私の足音が、乱れた。

　稲生さんに指摘されるまでもなく、陽太と共に生きる未来以上に魅力的なものが、今の仕事の延長線上にあるとは思っていない。

　今までの自分であれば、きっと現状維持することを最優先にして、それ以外を二の次に考えていたはずだ。だけど、陽太と互いに気持ちを通わせた今の私には、それは無理だとわかっている。

　なによりもまず大切に考えなければならないもの、それは陽太にほかならない。陽太と共に生きる未来を手にするためには、私が苦手としている現状の変化を乗り越えなければならない。

「萩尾さん？」

「あ、ご、ごめん」

　歩く速度が落ち、なにも見えていない私の視線の先に稲生さんの顔があった。

　訝しげに私を見ている視線とぶつかり、慌てて口もとだけで笑みを作る。

「な、なんでもないの。慣れない講習会に出るから緊張しているのかも」

「あ、あの。すみません、自分の意見を言いすぎました。いつもこんな感じで言葉を押しつけてしまって、男性からも距離を置かれるんですよね」

　口ごもった私を気遣うように、稲生さんが明るく笑ってくれた。

「見た目と中身のギャップをどうにかしないと、仕事で安定を手に入れても、恋愛では成長できないままですよね」

　そう言って、大げさに肩をすくめた稲生さん。

　私は「それはそれで稲生さんの魅力だよ」と笑顔を返しつつも、急に陽太に会いたくてたまらなくなった。




　午前中に会社で急ぎの仕事を慌ただしく済ませ、午後からは講習会に出席する。そのどちらもが時間に追われるようで、焦りばかりが募っていた。

　しかも、たった五日間だと安易に考えていた考えを覆すほどの大きな衝撃を初日から受けた。

『五日間で、システム開発でお金を稼げる道筋をつけます』

　挨拶もそこそこに講義を始めた講師陣は皆厳しくて、講義のスピードは予想以上に速かった。システム業界の概要と今後の展望をざっくりと話したあと、実務のみに絞った講義は気を抜く暇もなく、午後からの五時間はあっという間に過ぎていった。

　クレジットカードの決済システムを例にとっての講義は、時折知っている言葉も耳に入り面白いと思えたけれど、医療事務に関するシステム開発を勉強する時には、まったく聞いたこともない言葉の羅列に呆然とした。

　それでも、初めて見る、聞く、そして学ぶ世界は興味深く、大学を卒業して以来の宿題の山を目の前にしても、それはそれで新鮮でもあった。

　無事に五日間の講義が終わり、私と稲生さんは会場をあとにした。

「はあ、ようやく終わりましたね」

　ホッとしたような稲生さんに、私も大きく頷く。

「うん、お疲れ様。課題もすべて提出したし、あとは成績が返ってくるのを待つだけだね」

　やることはやったという達成感はあれど、やはり結果が出るまでは落ち着かない。

「あー、やだやだ。事務職から飛び出して総合職への足がかりにしようと思って受けたのに、こんなに難しい講義だとは思いませんでしたよ」

「そうだね。なかなか厳しかった」

「そんな涼しい顔をして言わないでくださいよ。萩尾さんはしっかりついていってましたけど、私はもう、大原部長の手元に成績が届くのが怖くて怖くて」

　顔をしかめ、自分で自分の体を抱きしめて震えている稲生さんの姿はやはりかわいい。

「稲生さんも、なかなか筋がいいって先生に言われてたのに」

　毎日課される宿題の多さゆえに講習会のあとはすぐに家に帰っていたけれど、すべてを終えた今、心からの解放感に後押しされ、ふたりで飲みに行くことになった。




　五日間で互いの距離を縮めた私たちは、達成感というすがすがしい想いと共にお店のドアを開けた。マカロンに電話をしてみれば、カウンター席ならちょうど空いているということでやってきたのだ。

「私、いつか来てみたいと思ってたんですけど、まさか今日来られるなんて、うれしいです」

　お店に入った途端、感激した稲生さんが高い声を上げた。

　今週発売された雑誌でもお店の特集を組まれていたし、今では輝さんの名前とイケメンぶりは世間に知れ渡っている。気持ちが昂ぶるのもよくわかる。

「あ、あの人が砂川さんの弟さんの輝さんですね。わー、さっきスマホで検索して確認した写真よりずっと格好いいです」

　稲生さんの視線の先には、カウンター近くで接客をしている輝さんがいた。黒いワイシャツとジーンズの後ろ姿にさえ見惚れてしまいそうだ。

「それにしても混んでるね。まあ、こんな中で席を用意してもらえる私たちってラッキーすぎる」

　ひそひそと稲生さんと話していると、ふと振り返った輝さんと目が合った。

　すると輝さんは私たちを手招きし、カウンターの席を視線で教えてくれた。

　席に着いてすぐ、まずはビールで乾杯したあと、私と稲生さんは輝さんが次々に出してくれるおいしい料理に舌鼓を打った。

　混み合う店内を見渡せば、輝さんをはじめ忙しそうに動いている店員の男性が目に入る。輝さんの方針で、男性のみでお店を回しているというけれど、どの男性も長身で見た目がよく、それも巷ちまたでは話題になっているようだ。食事はおいしいしお酒の種類も豊富。店員さんも男前とくれば、癒されに来る女性客が多いのもよくわかる。

　手元に置かれたパスタを食べながら、次はなにを飲もうかと考えていると……。

「ナンパなんてされてないよな？」

「ん？」

　頭上に聞こえた声にハッと視線を向けると、背後にスーツ姿の陽太が立っていた。

　会社から駆けつけたのだろうか、決して機嫌がいいとはいえない表情に、私は首をかしげた。

「どうしたの？　えっと、ここに私たちがいるって、どうして……」

「ここに来るってメールくれただろ？　たまたま近くにいた砂川さんにそう言ったら、ナンパされるかもしれないとか、からかわれてさ。慌てて来たけど、間に合ったよな」

　陽太は私の肩に手を置くと、そっと自分に引き寄せた。

　スツールに腰かけていた私の体勢は一気に崩れ、慌てて陽太にすがりつく。

「よ、陽太、危ないから」

「俺が支えてるから大丈夫だろ」

　陽太はふうっと息を吐き、安心したようにそう言った。

「私がナンパされるわけがないでしょ」

　呆れる私を無視するだけでなく、陽太は不機嫌な表情を隠すつもりもないようだ。

　すると、カウンターの向こう側で私たちの様子を見ていた輝さんの笑い声が聞こえた。

「嫉妬深い陽太はなかなか新鮮だし、ようやく落ち着くところに落ち着いたって感じだけど。俺が目を光らせてるから大丈夫。一応言っておくけど、ここはナンパ禁止なんだよ」

　カウンターの向こうにいる輝さんが、そう言って苦笑している。

「陽太は姉貴にからかわれたんだよ。単純だな」

「マジかよ……砂川さん、いい加減にしてくれよ。……輝さん、俺にビールをお願いします。それと、なにか食事がしたいんですけど、七瀬たちと同じメニューってできますか？」

　陽太はがっくりと肩を落とし、声にも疲れが混じっている。

「あ、大丈夫だよ。あと、いくつか見繕って持ってくるよ」

「すみません」

「いいよいいよ。せっかくの週末だし、ゆっくり飲んでくれ」

　輝さんはそう言って、奥の厨ちゅう房ぼうへと入っていった。

　残された私たち三人は、とりあえず箸を取り、食事を再開する。

　陽太は当然のように私のお皿に箸を伸ばし、おいしそうにかぼちゃの煮物を食べ始める。よっぽどお腹が空いていたのか、小鉢の中はあっという間にからっぽになった。

「輝さんの料理もおいしいけど、やっぱり七瀬の料理のほうが俺の口には合う」

　ふむふむと頷き、優しく笑った陽太。砂川さんにからかわれたことはあっという間に忘れてしまったようだ。

　輝さんが言うように、ホント、単純だな。

「お、このカルパッチョ、絶品」

　遠慮なく私の目の前にある料理を口にする陽太の満足げな様子に、私の胸はトクリトクリと脈打つ。陽太に負けず、私も単純だ。

「あ、講習会どうだった？　俺も忙しかったから、今週はなかなか話せなかったな」

　私は思い出したように向けられた陽太の笑顔にときめいた。

「講習会は、なかなか勉強になったかな。だけど、成績は期待しないでね」

「成績なんていいんだよ。そこそこ点を取ってれば、大原部長だって納得するだろうし。とにかく、お疲れ様」

　陽太はそう言って、私の頭を優しく撫でてくれた。手をつないだり、肩を抱き寄せたり、ここ最近の陽太は私に触れることにもためらいがなくなったようだ。それが照れくさくもあり、うれしくもある。

「陽太も、仕事お疲れ様」

　赤くなっているに違いない顔を気にしながら、そう答えた。ほんの少し体が陽太に近づいたように感じるのは、気のせいじゃないはずだ。

　陽太も同じように思ったのか、じっと私を見ながらうれしそうに口もとを緩めた。

「あの、私、帰りましょうか」

「え？」

　ささやくような声に視線を向ければ、気まずそうに私と陽太を見ている稲生さんと目が合った。

「春川さんとおふたりでゆっくりしたいですよね。私は、これで帰――」

「そんな、別に気を遣わなくていいから。せっかくマカロンに来たんだから、おいしいお料理を楽しもうよ」

　私は慌てて稲生さんを引き止めた。私たちに気を遣わせてしまい、申し訳ない。

「でも。私、お邪魔じゃないですか？」

「ないない、お邪魔じゃない。この一週間一緒に頑張ったんだから、もっとゆっくり話したいし、どちらかといえば、突然陽太が来て私もびっくりしてるのに。ね、陽太？」

　椅子から腰を浮かせて帰ろうとする稲生さんを止めながら、陽太に相槌を求めた。

「突然で悪かったな。俺だって、この一週間、講習会で疲れてるだろうって気を遣って七瀬に会うのを我慢してたんだからな」

「あ、あの……」

　顔をしかめて拗ねている、まるで子供のような陽太の様子に、稲生さんは驚いている。

　仕事を離れれば自分の感情に素直な陽太に、疲れた体が軽くなるような気がした。

　私だって、仕事と講習会に一日のほとんどの時間を費やしていたこの一週間、陽太に会いたくてたまらなかった。けれど、家で講習会の課題を終えた時には日付が変わっていて、メールで【おやすみなさい】と伝えるだけに留めていた。

　できれば声を聞きたいし、会いたいという気持ちは大きかったけれど、その気持ちを言いたくても言えないのが、私。素直に自分の感情を口に出せる陽太がうらやましくてたまらない。

「講習会のあと七瀬が会社に帰ってくるのを待ってたのに、帰ってこないどころか砂川さんからナンパされるなんて言われてさ、慌てて来たんだよ」

　陽太は小さくため息をつき、私と稲生さんを見た。

「長い間、七瀬が欲しいのに我慢して、ようやく俺のものになったんだ。できれば、ほかの誰にも見つからない場所に隠しておきたいくらいだよ」

「な、なにを、突然……」

　あまりにも恥ずかしすぎる陽太の言葉に、私は言葉を失った。

「間違ってないだろ？　お互いに好きだって伝え合ったんだから、七瀬は俺のものだ」

「俺のものって、そんな……」

　照れてしまうような甘い言葉を平然と言ってのける陽太に、私だけでなく、稲生さんも驚いているようだ。お箸を持つ手が止まり、陽太をまじまじと見つめている。

「春川さんって、恋愛に対してもっとクールだと思ってましたけど、完全なる肉食で、強気すぎる溺愛者って感じですね」

　頭を何度か横に振って、「あー、私ってやっぱりお邪魔ですね」とからかう稲生さんに、陽太は特に表情を変えることなく平然と口を開いた。

「クールでいられなくなるのも、肉食になるのも、七瀬相手の時だけだ。溺愛者っていうのも否定しないけど、七瀬に出会わなかったら、こんな自分に気づくこともなかっただろうな」

「あ……そうですか」

　さらりと言ってのける陽太に、稲生さんは力が抜けた声で答える。

「男っていうのはそういうもんだろ。こいつだって思える女に出会える幸せを手に入れれば、その幸せを守るためになりふり構わず動くと思うしさ。稲生さんだって、そんな幸せを経験したことあるだろ」

　カウンター席で私を挟んで会話を続ける陽太と稲生さんを、何度も交互に見つめた。私を想う気持ちが陽太の口から体から溢れていてドキドキする。

　すると、稲生さんは呆れたような表情を浮かべた。

「……ナンパを心配して駆けつけてくれる恋人がいない私は、おいしいお料理をいただいて、とっとと撤退します」

　早口でそう言うと、近くにいた店員の男性を呼び止めた。

「ビールのおかわりお願いします」

　飲まなきゃやってられないとでもいうような、大きな声。

　稲生さんのかわいい見た目と男前な性格のギャップには驚かされたけど、お酒の強さにも驚かされる。あっという間に料理を平らげていく食べっぷりも……また然り。

　陽太と私は顔を見合わせて笑った。







輝く指輪と切ない過去




　マカロンを出たあと、陽太は当然のように私の家に来た。

　バーベキューに参加するまでは、ふたりきりでこの家にいても特に甘い雰囲気になることはなかったけれど、気持ちが通い合ってからは距離も言葉も空気も、なにもかもが変わった。

「この前買ったスウェットに着替える？」

「あ、その前に風呂に入りたいんだけど。俺、ためてくるよ」

　リビングに荷物を置いた陽太は、バスルームに向かった。

「私が行くからいいよ。陽太はスーツをこのハンガーにかけておいて」

　私は陽太を呼び止めて、ハンガーを手渡した。

「寝室にかけておいたらいいのか？」

「あ……。うん、そうだね」

『寝室』という言葉に一瞬口ごもった。私は照れた顔を隠すようにリビングを離れ、バスルームへと向かう。

　背後から陽太がくすくす笑う声が聞こえた。私が焦っているのはお見通しなのだろう。

　バスタブにお湯を張りながら、気持ちを落ち着けるように大きく息を吐いた。

　以前も、陽太がこの部屋に泊まることは何度かあったけれど、ほとんどは何人かの同期も一緒だった。お互いの気持ちを伝え合ってから、恋人同士としてひと晩を過ごしたことはない。

「恋人だから、普通のことだよね」

　自分に言い聞かせるようにそう言って、お湯に入浴剤を放り込んだ。大好きなラベンダーの香りが浴室に広がり、ほんの少しだけ気持ちが緩んだような気がした。

　それでもそわそわする気持ちを隠せないままリビングに戻ると、陽太はソファに座りパソコンを開いていた。その表情はどこか厳しくて、真剣に考え込んでいるように見えた。仕事中に見慣れている集中した視線よりも、さらに鋭い。

「どうしたの？　仕事でなにかあった？」

　会社からトラブルの連絡でもあったのかと心配しながら陽太の隣に座り、そっとパソコンの画面を覗き込めば、鮮やかな輝きが目に入ってきた。

「え、これ、……は？」

「最近ずっと悩んでるんだけどさ、どれも七瀬に似合いそうで、決められないんだ。で、七瀬はどれが好みだ？」

　隣で言葉を失っている私の肩を抱き寄せ、陽太は膝に置いたパソコンの画面を私に向けた。

　そこに映し出されているのはいくつもの指輪で、どれも煌きらびやかな光を放っている。

「どれも同じに見えるとは言わないけど、逆にどのデザインも七瀬なら喜びそうだし、選べないんだ」

「喜びそうって言われても……」

　突然指輪の好みを聞かれても、その特別な意味を考えれば簡単には答えられない。それになにより、陽太が私への指輪のことまで考えていたなんて、予想もしていなかった。

　だけど、予想していなかったのはそれだけではなかった。こんなに気持ちが昂ぶって、体中が喜びに溢れるとは思いもしなかった。

「本当は内緒で用意して、貸切にした輝さんの店で渡そうとか考えていたんだけど。ネットでいろいろ調べて店にも見に行ったら、結局俺ひとりじゃ決められなかった」

「嘘……」

「仕事より難しいって思わないだろ、普通」

　ははっと笑い、照れくさそうに肩をすくめた陽太に、さらにぐっと引き寄せられた。陽太の胸に抱かれ、ふたりでパソコンの画面を見れば……。

　そこには、キラキラ輝くダイヤの指輪。いくつもの種類が並び、その輝きに私の目は釘くぎづけだ。

「キレイ……」

　陽太の胸に体を預けているのが恥ずかしくて逃げ出したくても、それを後回しにするほど見入ってしまう。

　大きさや枠の違い、ダイヤの色だっていくつかある。普段アクセサリーに縁のない私でも、画面越しだとはいえ、こうして目の前にたくさんの輝きを並べられればため息すら出ない。私も女の子だったんだな、としみじみ思う。

「この店の店員さんがいろいろ教えてくれて、カットやカラットとか、まあダイヤ全般。だけど七瀬が一生使うものだから、本人に選んでもらったほうがいいし。で、どれがいいんだ？」

　パソコンの画面と私の顔を交互に見ながら、陽太が問いかける。

「あの、これって、その。いわゆる婚約指輪ってこと？」

　画面の中で輝く指輪を見れば、それがなんなのか、聞かなくてもわかる。けれど、聞かずにはいられなかった。

「もちろん。今、決められないなら、一緒に見に行かないか？」

「あ。うん……」

　画面から目が離せないまま無意識に答えた私の耳に、陽太の低い声が響いた。

「俺のほうが七瀬を好きだってことはわかってるから、もう強引に押せ押せでいくって決めた。指輪くらいで驚いてたら、この先ついてこれないぞ」

「は？　押せ押せ？」

　陽太の力強い声が耳もとに響き、くすぐったい。

「ああ。七瀬が抱えてる過去も、今悩んでるあれこれも。それもすべて俺が受け止めて、後悔なんてさせない。だから、俺からの指輪をはめて、キレイでかわいい奥さんになってくれ」

　そう言って、ぐっと引きしまった唇。私の肩に置かれた、小刻みに震える手。まばたきを忘れたように、私をただ見つめる瞳。

　陽太が緊張しているとわかるそのどれもが私の心を深く揺らし、陽太のことしか考えられなくなった。

「……照れてる？」

　ふと口をついて出た私の言葉に、陽太は一瞬動揺を見せた。

『押せ押せ』なんて言葉を口にしながらも、いざ婚約指輪を選ぶとなれば、陽太も緊張しているようだ。

　私は肩に置かれた陽太の手に自分の手を重ね、さらに陽太に寄り添った。

「私、この指輪が素敵だなって思う」

「え、どれだ？　どれにする？」

　陽太は体を起こし、パソコンを食い入るように見る。

「俺は、どれも七瀬に似合うと思うんだ。で、七瀬のお気に入りはどれだ？　早速、明日にでも買いに行くか」

「明日って、そんなの気が早すぎるし。でも……えっと、これ、がいいかな」

　私は画面に映るひとつの指輪を指差した。

　六枚の花弁に包まれたダイヤが輝き、まるで咲き誇る花のような指輪。決して派手ではないけれど、全体的に丸みを帯びたデザインはかわいらしく、落ち着いている。

「普段でも使えそうなデザインだから、これがいいけど……でも１カラットなんて贅沢だから、もっと小さな石でいいよ」

「これか……お店の人に七瀬の写真を見せて相談した時に勧められた中にあったな」

　思い返すようにつぶやく陽太の言葉に、私は驚いた。

「え、写真？」

「ああ。スマホの中の七瀬写真集を見せて、どんな指輪がいいか相談したんだ」

「そ、そんな、恥ずかしすぎる。それに、まずは指のサイズでしょ」

　まさか、私の写真をお店の人に見せていたなんて、それも予想外だ。

「そうなんだよ。お店の人に聞かれたけどわかんなくてさ、出直しますって感じで恥ずかしかった。……俺も、これなら七瀬にぴったりだと思う。花のモチーフなんて七瀬っぽい」

　ふむふむ頷くと、陽太は「明日、早速お店で実物を見よう」と言って満足げに笑っている。

　まさか今日、婚約指輪の話が出るとは思わなかったけれど、陽太はネットで調べていただけでなく、お店にまで足を運んでくれていたんだ……。仕事が忙しいはずなのに、いつの間にそんな時間を作ったんだろう。

　私が気に入った指輪をまじまじと眺めながら口もとに穏やかな笑みを浮かべる陽太を見て、触れ合っている体がいっそう熱くなる。

　こうして婚約指輪や結婚指輪を選び、さらに次のステップへと歩みを進めれば、陽太が思い描く〝私たちの未来〟にかなり近づくはずだ。私もその未来を手繰り寄せ、陽太と一緒に生きていきたいと思う。きっと、幸せだろう。

　その一方で、心弾む想いに躊躇し、不安になる自分もたしかにいる。

「１カラットは大きいっていうけど、一生に一度の買い物だし、見栄えのいいものを買っておくのもいいんじゃないか？」

　ふと気持ちが沈みかけた私に、陽太が真面目な顔を向けた。

「あ……うん、そうだけど……」

「石の質を多少落としても、俺は見た目が大きいほうがいいな。七瀬はとっくに売約済みだって、ひと目でわかるだろ？」

「わ、私のことなんて誰も気にしないよ」

　陽太は相変わらず真面目な顔で頷いているけれど、見当違いな心配をされて、居心地が悪い。

「いやいや、七瀬を狙ってる男どもを俺がどれだけ牽制してきたか」

「……気のせいだよ」

　苦笑しながらつぶやいた私を、陽太の手が再び抱き寄せる。

　私はこてんと陽太の肩に頭を乗せて、目を閉じた。

　なんて暖かくて幸せなんだろう。これからも同期としての付き合いを続け、いずれ異動となる陽太を見送る未来を覚悟していたのに。もう陽太のそばから離れたくない。

　だけどそのためには、私自身を変えていかなくてはならない。私を守る真綿の箱のようなこの家からも出なくてはいけない。

　そして、姉さんや忍さんをはじめ、今では誰も口にしないうえに私も忘れたふりをしている過去を、黙っていることはできない。私が陽太に寄り添いたければ、ちゃんとその過去を伝えなければならない。

　ちゃんと伝えられるのか、いや、それ以上に私のことをどう思うのだろうか、と躊躇する気持ちに負けそうになるけれど……。

　私は、胸の中に膨らみ始めた不安を押しやるように口を開いた。

「ねえ、陽太。大学生の時に私が入院したこと、話したことあったかな」

　なんの脈絡もなく話し始めた私に、陽太の体が一瞬震えた。私の声の堅さに気づいたのだろう。

「高校時代に笑えなくなったことは聞いたけど、大学時代のことは七瀬からは聞いてない」

「そっか……。楽しい話じゃないけど、話していいかな？」

「いいけど、どうした、突然」

　気遣うような陽太の声に、申し訳なくなる。できることなら話したくはない。

　それでも、陽太がこうして婚約指輪を用意しようと動いてくれ、うれしそうに話す姿を見れば、私の過去を話さないわけにはいかない。姉さんを傷つけてしまったあの日のことを。

　私は深く息を吐き出し、口を開いた。

「ちょうど、大学三回生の……あの川沿いの桜が満開の頃だったから、春だったと思う。姉さんが、就職活動用のスーツとかカバンとか一式用意してくれたの。姉さんたち家族が贔ひい屓きにしている百貨店の外商さんがこの家に来てね、いろいろ見せてくれて、もちろん姉さんも一緒だったんだけど。スーツが二着と、その他もろもろ。しめて百万円」

「は？　百万？　その外商さん、どれだけ買わせたんだよ」

　陽太の驚いた声が部屋に響いた。

「だよね、びっくりするよね。私もゼロがひとつ多いんじゃないかって驚いた。姉さんに、スーツは一着でいいし靴やカバンもノーブランドでって食い下がったんだけど、姉さんも忍さんも、遠慮しなくていいって言って……」

「それで百万？　さすが大企業の経営者一族。太っ腹だな」

　感心しているとも呆れているともとれる陽太の言葉は、当時の私の思いと同じだ。

「まだ大学生だよ、ただでさえこの家に住まわせてもらっているのに。就活用のスーツにそんな大金を使わせてしまって、申し訳なくて……」

　当時絶えず感じていた、どこまでも姉夫婦に面倒をみてもらっている不ふ甲が斐いない自分の情けなさを思い出し、苦しくなる。

「唇、噛かむなよ」

　陽太の優しい声が聞こえたかと思うと、結んだ唇に温かいものが触れた。思わず目を開くと、すぐ目の前に陽太の顔があった。

「よ、陽太、な、なに」

「逃げるな」

　陽太は、とっさに逸らそうとした私の頭をかき抱くと、再び唇を重ねた。

　ついばむだけの、軽い触れ合い。角度を変え、私を落ち着かせるように何度も繰り返す。

　陽太と気持ちを通じ合わせてから、慣れないながらも陽太の熱に応えることを覚え、その幸せな瞬間を楽しめるようにもなってきたけれど、やっぱりまだ照れくさい。

「ちょっと、よ、陽太……っん」

　口を開けば、すっと入ってきた陽太の舌が、探るように動いて私の舌に絡む。後頭部を押さえられて、逃げることもできない。

　陽太の思うがままの、息苦しい、そして弾む時間。私の心も体も、陽太に取り込まれていくようだ。

　しばらくの間、お互いの唇を感じ合い、息が上がった時、陽太がゆっくりと体を離し、私の顔を覗き込んだ。

「唇を噛んで傷つけるくらいなら、俺とキスでもしてろ」

　そして軽いキスをもう一度すると、気持ちを切り替えるようにふっと息を吐いた。

「内定式とか入社式でも、そのお高いスーツを着ていたのか？」

「あ、うん、そう」

　スーツの話題に戻した陽太に、慌てて答える。キスの余韻がまだ残る私はこんなにドキドキしているというのに、陽太の顔に余裕が見えて、ちょっとむかついた。

「そうか、内定式の時、やたらキレイな女がいるなと思ってたんだけど……あ、七瀬のことだぞ。仕立てのいいスーツを着てるし、靴もカバンもひと目で有名ブランドのものだってわかるし。どこのお嬢様だって、男の間でけっこうな話題になってたな」

　陽太は「あの頃も七瀬はかわいかったよな……」と言って、昔を振り返っている。

「私がお嬢様!?」

「そう。立ち姿はキレイだし、座っても背筋が伸びてるし。これだけ整った顔だからな、注目度はかなり高かった」

「そんな……全然感じなかったけど」

　入社前も今も、注目されているなんて思ったこともない。

「だけど、お昼も節約のためだってお弁当を作ってくるし、スーパーのタイムセールがあるからって理由で就業時間が過ぎれば早々に帰る日もある。そういうところが七瀬の魅力だ」

　くくっと笑いながら陽太は肩を揺らし、言葉を続ける。

「親しくなるにつれて、七瀬は見た目とは違うって、みんな思ったんだろうな。それに男と付き合うつもりはまるでなさそうで、壁もあったし。だから男どもは、七瀬を狙うどころか守ってやろうって気持ちになったんだ。おまけに、同じ部署だった俺と仲がよかったせいもあって、付き合っていると誤解しているやつもいたし、誰も手を出そうとしなかった」

「そんな……」

　次々と驚くことを聞かされて、私は目を見開き陽太を見つめた。気づけば口も開いたままだ。

「そんな大きな目をして驚くなよ。かわいすぎるだろ。……彼女と別れたあとは、七瀬が好きだと公言して、あらゆる手段で社内の男どもを牽制して、ようやく大原部長のバーベキューだ。もう、長かった長かった。俺の頑張りを褒めてほしいよ」

　心なしか胸を張っている陽太の言葉から、達成感も感じられる。私は頭の中で今聞いたことを整理しながら口を開く。

「もちろん褒めてあげるし、今となれば頑張ってくれてありがとうだけど……」

　そう言った途端、「じゃ、早速」と言った陽太に頭を目の前に差し出され、無意識にそれを撫でた。

　陽太の柔らかな梳くうちに、その無防備な姿に強い独占欲が湧いてくる。陽太が会社の女性たちの間で優良物件だと思われ、注目を浴びていることを思い出せば、苛立ちにも似た面倒な感情も生まれる。

　誰にも陽太を渡したくない。隣にいるのは、私だけがいい。

　これまで認めることがなかった想いを実感し、このままずっとこうしていたいと強く思う。

　すると、頭を撫で続ける私の手を陽太の手が優しくつかんだ。

「七瀬の過去になにがあったとしても、もちろんこれからどんなことがあっても、俺は結局、七瀬の思うがままだ。そして、この手を俺は離さない。だから、安心してなんでも話せよ。結婚するなら隠し事はなしだ。まあ、俺にサプライズを仕掛けるのは無理だと今回の指輪のことで実感したから、残念だけど今後そういう期待はしないでくれ」

　ははっと笑い、陽太は額を私の額に合わせた。

「こうして体温を感じられる距離でいられるなら、それだけで十分幸せだろ？　その幸せはずっと続くって約束するから、なんでも話せ」

「お、俺様だね……」

　陽太の口からこぼれ落ちてきた甘い言葉が私を圧倒して、『なんでも話せ』と言われても、口ごもってしまう。

「俺様というより、七瀬の下僕なんだよ、俺は」

「え……？」

　陽太は膝に置いていたパソコンをテーブルに置き、ニヤリと笑った。

「さ、こうやって抱きしめてやるから、早く口を割れ、白状しろ」

「ちょ、ちょっと、陽太」

　陽太は私をソファに押し倒し、抱きしめた。

　私の目の前には陽太の笑顔と天井が見え、拘束された体は身動きがとれない。もがけばもがくほど、陽太の腕の力は強くなるばかりだ。

「さあ七瀬、大学時代の入院の話、とっとと話してみろよ。どんな話でも、俺がこうして抱きしめて、笑い飛ばしてやるから、さあ、一気に話して楽になれ」

「そんな、軽く言われても……」

「結婚に向けて高速スピードで進行中の今、なにを悩むことがあるんだ？　過去のあれこれの怒りや涙は、この際全部吐き出してすっきりしてしまえ」

　なんの迷いも感じられない陽太の言葉に気圧されるように、思わず私は頷く。

「う……うん。あのね――」

　勇気を出して、まだ陽太に黙っていたことを話し始めた。

　――両親が亡くなったあと、姉さんは私の高校卒業を待って忍さんと結婚するだろうと思っていた。自分の幸せよりも私の生活を安定させることを優先させて結婚を延期していた姉さん。そろそろ自分の想いに素直になって、忍さんと結婚すればいいのに、と考えていた。

　けれど姉さんは相変わらず私のことを最優先に考え、私が大学を卒業し就職をして、自分の力でしっかりと生きていけるようになるまでは私と一緒に暮らし、もちろん生活の面倒をみると頑なに言い張った。

　忍さんは姉さんの私への愛情を理解し、結婚は私の大学卒業を待つと言ってくれたけれど、すぐにでも結婚したい気持ちは明らかだった。姉さんを気に入っていた音羽家の皆さんも同様で、『すぐにでも結婚を』という言葉を何度か耳にした。

　私も、何度も姉さんに結婚をするように言ったけれど、私のことがよほど心配なのか、首を縦に振ることはなかった。

　そして高校卒業を目前にしたある日、忍さんが所有していたマンションで私が暮らすのならば、ひとり暮らしも許すし忍さんと結婚すると姉さんが言い出した。

　だから、生活の面倒もみたいという音羽家の皆さんの申し出は丁重にお断りしたものの、忍さんのマンションで暮らすことは受け入れた。それで姉さんと忍さんが結婚して幸せになるのなら簡単なことだ。私は両親の遺産を学費に充て、生活費はバイトをして稼ぐことにした。

　大学生の私が高級マンションでひとり暮らしをすることに複雑な想いはあったけれど、その結果、姉さんたちは無事に結婚し子供も生まれた。

　ところが、姉さんは結婚後も必要以上に私の生活に気を配り、事あるごとにマンションにやってきた。

　心配性な姉さんのことが気になりながらも、私は大学生活を楽しんでいた。

　そして、いよいよ就職活動を間近に控えた休日。我が家に忍さんのご両親と、音羽家御用達の百貨店の外商さんがやってきた。

　就職活動に必要なものを用意させてほしいという姉さんや忍さんが手配した商品は、かなりの量だった。ラックにかけられた大量のスーツ。そして、落ち着いた色合いのカバンと靴。事前になにも知らされていなかった私は、驚いてなにも言えなかった。

　ただ、どちらにしてもスーツやカバンは用意しなければならず、値段と種類を参考にさせてもらおうと見たのはいいけれど、その値段の高さに再び口を閉ざした。

　参考になるなんてものではなく、姉さんに必死で断った。だけど結局、音羽家の勢いと、ここぞとばかりに売り込む外商さんの押しに勝てるわけはなかった――。

　結果、総額百万円以上の就職活動セットが音羽家によって購入された。その時のスーツが、陽太が言っていた『仕立てのいいスーツ』だ。

「――リビングにラックがふたつ登場して、そこにスーツが三十着くらいかけてあって。音羽家の人たちは慣れてるんだろうけど、私はもちろん初めてで、外商の意味すら知らなかったし。あっという間に私は着せ替え人形にされて、その中で私に似合うというスーツが決められて。断ると音羽家に恥をかかせてしまうかな？とか考えて、どうしようもなかった」

　突然の展開に驚いたあの日のことを陽太に話していると、次第に興奮し、早口になる。

「へえ。俺も外商さんなんて縁がないけど、さすが音羽家だな。今度機会があったら見てみたいな」

「……ダメだよ、そんなこと言ったら。すぐに担当さんに連絡を入れて、なんでも持ってきてもらうんだから」

　それは、過去に何度か経験済みだ。

「へえ。あ、でも大企業の経営者って、身の安全のためにも家に来てもらったほうがいいんじゃないのか？　百貨店に出向くより家のほうが気楽に選べるし。それに、お高いものを買ってるところをマスコミに撮られて下手な記事にでもされたら困るしな」

「あ……そうだね。忍さんの過去の女性関係とか、ありもしないことをいろいろ書かれたことがあるって姉さんが怒ったこともあった」

　滅多に怒らない姉さんも、家族が傷つけられるとなれば人が変わるのだ。私が子供の頃からそうだった。

「お金持ちにはお金持ちの悩みもあるだろうし。そこに七瀬を巻き込みたくなかったのもあって、外商さんを呼んだのかもな」

　お互いの体を抱き合うようにソファに並んで座り、手をつないでいると、時間がゆっくり流れているようで心地いい。陽太の胸に頭を乗せると、くっくと笑う陽太の声が響いた。

「だけど、一式百万は現実離れしてるよな。まあ、それを当然と思ってなきゃ、こうしてマンションを用意してまで嫁の妹を住まわせてくれることもないだろうな」

「現実離れ、か。まさにその通りだね」

　陽太の体にさらに自分の体を寄せて、密着させる。

「どうした？」

　自分から密着するなんて、普段の私なら滅多にないからだろう。陽太は訝しげな声を上げた。

「あの時、大学時代に、こうして陽太がそばにいてくれたらよかったのに」

　陽太がそばにいてくれたら、私は姉さんを傷つけることもなく、自分の状況を受け入れたかもしれない。

「……ん？　どうしたんだよ。甘える七瀬もかわいいし、いつでも大歓迎だけど」

　私の背中をするりと撫でてくれる指先を感じて、私はそっと目を閉じた。

　顔を陽太の胸に埋めると、私がお気に入りのボディソープの香りを感じて安心する。こうして互いの体温を与え合えば、照れや恥ずかしさはまだあるけれど、それ以上に幸せを感じる。

　長い付き合いの中で、一緒にいることには慣れていたけれど、その先へと進むタイミングをようやく見つけられたのかもしれない。

　シャワーを浴びて、寄り添って、これから始まる恋人としての熱い時間に、緊張と期待、そして喜びが体に満ちる。やっぱり不安もあるけれど、それでももう、陽太と肌を合わせ、恋人としての実感が欲しい自分をごまかせない。陽太のすべてが欲しくてたまらない。私はもぞもぞと体を動かして、さらにふたりの間の隙間を埋めた。

「なあ、そうやって俺を煽あおって、楽しいか？　俺が今までこの部屋に来るたびに我慢していた努力を知らないから、そんなことを……」

「煽ってないけど、もう我慢しなくていいよ」

　苦しげな陽太の声に、私は口もとだけで笑ってみる。

「だから、今そういうことを言うなよ」

　陽太が私を求めてイライラしている。抱きしめる手が小刻みに震えているのはきっと、私を求めすぎてどうしようもない気持ちと折り合いをつけている証拠。

「私も……もう、我慢したくない」

　私だって、陽太の背中に回した手が震えている。キスなら何度かしたけれど、それ以上の陽太をまだ知らない。それを求めて、私の体から甘い香りが沸き立つようだ。

「七瀬……」

　陽太の唇が、私の首筋に痛みを落とす。

「ここで、抱いていいのか？　それとも、ベッドに移る？　だけど……まだ、なんだよな」

　熱い吐息と共に、陽太が小さく問いかける。

「現実離れしたスーツの話、まだ続きがあるんだろ？」

「あ……うん。ちゃんと覚えてたんだ」

「そりゃそうだろ。スーツの話はともかく、大学時代に入院したことが本題なんだろ？」

　耳に感じた熱に、体がいっそう震えた。

　とはいえ、入院した理由を聞いて陽太がどう思うのか、不安も大きい。私は大きく息を吐き出して、目の前にある愛しい人を見つめる。

　陽太の目も私をとらえ、離さないとでもいうような力強い光が込められた。形のいい薄い唇が私を落ち着かせるように弧を描き、陽太の優しさが伝わってくる。

　そんな、私への愛情を隠すことのない表情に勇気をもらい、口を開いた。

「私にとって、この家はシェルターのようなものだったの。だった……って、言い切れるのかどうか、まだわからないんだけど」

　つぶやくように始めた話に、陽太は黙って耳を傾けている。

　背中を何度かポンポンと叩かれ、そのリズムに後押しされるように、私は言葉を落とす。

「あのご立派なスーツを残して姉さんや音羽家の皆さん、もちろん外商さんたちも帰ったあと、もう一度、試着したの。姉さんたちに申し訳ないっていう気持ちはたしかにあったけど、それでもうれしかった。素敵なスーツがあるだけで、気持ちは盛り上がるし励みにもなるし」

　そこまで話してひと息つくと、陽太もぽつりとつぶやいた。

「ああ、それはわかるな。俺も、就職活動にって親がスーツを作ってくれたし。それを卒業式にも着ろってことで、けっこうなお値段だった……といっても、七瀬のスーツには負けるけどさ」

　ははっと笑う陽太の声に、ほんの少し気持ちが明るくなる。多少上昇した気持ちを頼りに、話を続けた。

「うん。……話は戻るけど、私、スーツを着て、鏡に全身を映した時にあまりにもぴったりと似合いすぎていて驚いたの。音羽家のみんなであーでもないこーでもないと話し合って、最終的には姉さんが私にはこれが一番似合うって言って決めたんだけど。姉さんが私のことをあまりにもわかりすぎていてびっくりして……靴だって履き心地が抜群だった」

「そりゃ姉妹だから、わかって当然じゃないのか？」

「もちろんそうだけど。私の好みにも合ってるし、着心地も最高で。姉さんってすごすぎるって思いながら……ふと部屋を見回したら、部屋にあるもののほとんどが、姉さんが用意したものだって気づいて」

　淡々と話す私の声は次第に小さくなり、同時に頭に浮かぶのは、あの日新しいスーツを着て、心もとなく立ち尽くしていた自分の姿。全身を映す鏡には、青白く生気のない顔が映っていた。そして、口もとはかすかに震えていた。

「素敵なスーツを着て、普段はしないフルメイクで鏡の前に立って、怖くなった……。自分ってこんな姿だったのかと初めて知って不安になって。でも、慌てて着替えたジーンズとシャツも姉さんが買ってくれたもので、それも着心地がよくて何度も着ているお気に入り。なにかおかしいって感じても、なにがおかしいのかわからなかった」

　着慣れた服なのに、まるで他人に借りた服を着ているような着心地の悪さを、今も覚えている。大きめのシャツは私を柔らかく包んでいたのに、縛られているのではないかという錯覚も覚えた。

「それから、クローゼットの中をひっくり返して何度着替えても、どれも姉さんが用意したものばかり。私が自分で買った服って、通学の途中で雨に降られてコンビニで仕方なく買った靴下くらい。その現実に気づいて、すごくショックだった」

　当時を思い出してうつむくと、陽太の手が私の頬をすっと撫でた。

「ごめん……。湿っぽくなっちゃった」

「泣いてる七瀬もかわいいから許す。というより、どんな七瀬にも惚れてるから。泣きわめいてもいいから、話してすっきりしろ」

「そ……そんなこと言われても、えっと。その。ありがとう」

　相変わらず甘い言葉で私を包んでくれる陽太に力をもらい、私は話を続けた。

「あの日、服だけじゃなくて、部屋にある家具や電化製品もすべて姉さんが揃えてくれたものばかりだって気づいて、呆然としたの。私がこの家に持ち込んだものは、子供の頃から大切にしているいくつかの物だけ」

　姉さんをはじめ、音羽家の厚意によって調えられた世界で生かされている現実に、私は震えた。

「たしかにこの家は音羽家のものだし、バイトでいくらか稼いでいるといっても、私は姉さんたちのおかげで生きているんだって改めて突きつけられたみたいで、吐きそうになるくらい気持ちがおかしくなって。そのまま逃げるように家を飛び出して……」

　そこまで話して、口をつぐむ。止まったはずの涙がすっと頬を伝い、唇をかみしめた。目の奥が熱くて、どうしようどうしようという言葉が頭の中を何度も巡っている。

　すると、陽太の手が私の唇をそっと撫でた。

「だから言っただろ？　唇をかみしめて傷つけるくらいなら俺とキスしろって」

　くすくす笑って陽太の顔が近づいたかと思うと、唇が重ねられた。

　軽く触れただけであっという間に離れた熱を追うように寂しさを感じると、その想いが顔に出たのか、陽太がうれしそうに目を細めた。

「物足りないって、目で訴えるなよ。止まらなくなる自信もそれ以上に進める覚悟もとっくにあるんだからな。……七瀬にも俺と同じ熱があるかを探るのにも疲れた。もう、我慢しない自信なら誰にも負けないぞ」

　私の顔を覗き込んだ陽太の瞳が熱を帯びていて、欲を持っているのがわかる。

「陽太は、えっと、私を……」

「もちろん、今すぐにでも七瀬を抱きたい」

「な、な……」

　隠すことなく自分の気持ちを口にした陽太を見つめながら焦っていると、そんな私を面白がるように、陽太がのどの奥で小さく笑った。

「悪い悪い。まだまだ七瀬には経験が足りないし、刺激がありすぎる言葉は小出しにしていくつもりなんだけどさ。あまりにも七瀬がかわいくて、どうしようもない」

　自分の気持ちに素直すぎる陽太を前に、私はなににこだわっているのだろうと思う。

　せっかく恋人同士になれたのだから、私も陽太のように自分の感情や欲求に素直になりたい。過去の出来事を話すことにためらいや不安はもちろんある。けれど、それを話してこそ、ふたりのこれからを幸せな未来に導くことができるのだから。

　私はソファに体を押しつけられたまま両手を伸ばし、陽太の顔を引き寄せた。そして、互いの額を合わせ、気持ちをすっと整えた。

「あの日……この家を飛び出した時、とっさにスマホと財布をつかんでいて、そのまま電車に乗ったの。どこに行くのか決めていたわけじゃないのに、私が向かったのは両親と一緒に住んでいた家だった」

「高校時代まで住んでいた家のことか？」

「そう。私を無理やり転校させようとして体も心も壊してしまった、あの家」

　私の言葉に、陽太は顔をしかめた。

「七瀬にいい思い出はないだろ？」

「うん……。最後の最後は、あの家を出て姉さんの家で暮らせることがうれしくてたまらなかった。転校の必要がなくなってホッとしたし、父さんと母さんと一緒に暮らしていたとはいっても、いつもひとりだったし寂しかったから」

「売れっ子の写真家だったもんな」

「うん。そのことを、あの頃はわかってなかったけど」

　乾いた声で笑う私の頬を、陽太は優しく撫でた。

「最近、七瀬のご両親の作品展を見に行ったんだ。かなり大きな作品もあったし、圧倒された」

「ふふっ。圧倒されるよね。今は大人になったから、あのふたりの才能のすごさを実感できるけど、高校生の頃の私にはそれがわからなかった」

　次第に小さくなる私の声に気づいたのか、陽太は私の背中に両手を回すとぎゅっと抱きしめてくれた。

　そう。父さんと母さんがどんな写真を撮っているのか、一緒に暮らしている頃は特に興味がなかった。それどころか、避けていた。

　私の気持ちをわかってくれない父さんと母さんの写真なんて、見たくない。子供だった私がそんな感情を抱いたとしても当然だったと思う。両親にとって、写真よりも価値の劣る自分という存在に、不安を覚えていた。

　私のことも優しく見つめてよ、愛してよ。そんな感情を押し殺していた私は、ふたりの作品を見る気持ちにはなれなかった。

　けれど、両親が他界し、気持ちが落ち着いた頃から少しずつ触れる機会が増えた作品たち。そのどれもが私の心の琴線に触れ、心だけでなく体全体を震わせた。ひとつの場所に落ち着くことなく、各地の景色や人々の素顔を写真に撮っていた両親の温かな目が、写真の向こう側から私をも見つめてくれているように感じた。

「私のことが大好きだって、父さんと母さんの目が教えてくれていたのに……。それがあの頃の私には理解できなくて寂しくて、だから父さんと母さんと一緒に暮らすことがつらかった」

「ああ、そうだな。つらかったな。俺がそばにいてやりたかったよ」

　陽太は私の体に体重をかけないよう気をつけながら、くるりと体を反転させた。私の体は、ソファに仰向きになった陽太の胸の上に抱えられている。

　驚く私の頭を撫でながら、陽太は私の額にキスを落とした。

　陽太の鎖骨の辺りに顔を乗せ、しばらくの間、私はじっと陽太の体温を感じていた。すると、これから話さなければならない過去と向き合う強さが芽生えてくるような気がする。私は陽太の胸に手を置いて、ぽつぽつと話を続けた。

「あの日、久々に訪ねた家には、当然だけど誰かが住んでいたの。庭には三輪車とか縄跳びが転がっていて、小さな子供が住んでいるのがわかったし、リビングから漏れる光の合間から笑い声も聞こえてきて。うらやましいなって……仲がいい家族が住んでいるんだなって思うと、無性に父さんと母さんに会いたくなった」

　家族で笑い合った数少ない時間を思い出して、寂しくなったのだ。

「あれだけ好き放題に生きて、私がなにを望んでいるのかなんてちっとも考えてくれなくて、愛し合うふたりの世界が一番大切で、子供のことは二の次で……親としては失格だったあのふたりに会いたくてたまらなくなったの」

「どんな親だろうが、親は親だからな」

　陽太の言葉に、小さく頷いた。

　そう、どんな親でも、親は親。亡くなった両親の年齢に近づいたせいか、仕事に就き、社会の厳しさや、稼ぐことの難しさを知ったせいか。当時気づかなかった両親の思いを感じる機会が幾度もあった。

　姉さんや私への愛情ゆえに受けた仕事もあると知ったことは、それまで私が築いていた壁に小さな風穴を開けるきっかけにもなった。

　高額の報酬と引き換えに引き受けた、海外での撮影もあったと、姉さんが教えてくれたのだ。それは、私を大学に進学させるための費用だったらしい。

　それを知ってからは、不安定な感情の行き場をどこにも見いだせずにいた私。

　周囲の人に気取られないよう変わらぬ態度で振る舞っていたストレスも重なったのだろう。姉さんをはじめ、音羽家の皆さんにお世話になっているだけの自分が情けなくなった。そして、姉さんたちの配慮によって住まわせてもらっているマンションが、柔らかな檻おりのように思えて怖くなった。

　父さんと母さんから離れて自由になったつもりでいたけれど、それは、姉さんという新しい保護者のもとで始まった偽りの自由。自分が身につけるもの、手元にあるもの、そして生活のすべてが姉さんによって作り出されたものだとようやく気づいた。

　百万円もの大金をかけて準備された就職活動。当時、音羽家が経営する会社への就職を打診されていた私は、それもいいかなと安易に考えていたけれど、それすら姉さんの意志のみによって促された未来のような気がして、震えた。

　自分の立ち位置が、見えなくなった。

「あの日、私の部屋に忘れ物をしていた姉さんが戻ってきて、私がいないから何度もスマホに連絡を入れてくれたんだけど、私はずっと無視していて。だけど、姉さんは私のことはお見通しで、私がいた公園に忍さんとふたりで来たの」

「そっか。七瀬がどこにいるのか、すぐにわかったんだな」

「うん。私が以前住んでいた家に行ったってピンときて、近くの公園にいるっていうのもわかったらしくて。……私、姉さんに私のすべてが見透かされてるみたいで、怖くて。慌てて姉さんたちから逃げるように走って公園を飛び出したの。だけど姉さんと忍さんも追いかけてきて、それで……」

　陽太は、口を閉じた私の頭をするすると撫でてくれた。話の続きを急かすでもなく、落ち着いた仕草で私を落ち着かせてくれる。

　私は陽太の目を見ながら、再び口を開いた。

「高台にあった公園を出てしばらく走ったんだけど、足が速い忍さんに追いつかれそうになって、近くの階段を慌てて駆け降りたら、途中で足がもつれてしまって。そのまま転げ落ちたの。傾斜が急な三十段ほどの階段を一気に落ちたから、頭から血が出るし、体中痛むし、意識は飛んじゃうし。救急車で運ばれてそのまま入院しちゃった」

　階段を転げ落ちている時の恐怖と痛みは、今でも覚えている。

「『しちゃった』って、笑って言うなよ。この額の傷は、その時にできた傷か？」

「あ、やっぱり目立つかな。かなり薄くなったと思ってたんだけどな」

　額の傷を撫でてくれる陽太の手の動きがくすぐったくて、思わず体を揺らした。

「大丈夫だったのか？」

　陽太の心配げな声に、私は何度か頷いた。

「うん。さすがに全身打撲で体のダメージは大きかったし、脳しんとうを起こしたから、三日間入院して検査三昧だったけど、大丈夫だった」

「そうか、よかった」

　陽太は、安心したようにホッと息を吐いた。

「ありがと。……だけどね、転げ落ちて気を失う寸前に、姉さんが私の名前を叫ぶ声が聞こえたの。それで、どうにか視線を上げたら、涙で顔をぐちゃぐちゃにして階段を駆け降りる姉さんが見えて、なんだか申し訳なくて……」

　その時の姉さんの顔を思い出すと今でも苦しくて、思わず早口になる。

「階段を転げ落ちる七瀬を見たら、俺だって泣いて叫んでると思うぞ」

　陽太は「そんなこと想像もしたくない」と言いながら、私を抱きしめた。

「落ち方が悪かったら、死んでもおかしくないんだぞ。頼むから、これからはそんな無茶はするな」

　ふうっと大きな息を吐いた陽太。大ケガをした私を想像して、かなり落ち込んでいるようだ。

　話さなければよかったかなと、私も少し落ち込んだ。

「ごめんね。姉さんにも叱られたし、すごく泣かれて、反省した。だけど、あの日私が逃げ出した理由を姉さんは勘違いしたままなの」

「勘違い？」

「うん。気を失いそうになった時に『姉さん、やだ、来ないで』って言ってしまったんだけど、そばにいた忍さんだけがその言葉を聞いて……姉さんは聞いてない。だから姉さんは今でも、私が父さんと母さんを恋しがってあの家に行ったと思ってる。あとから気づいたんだけど、あの日は父さんの誕生日だったから」

　話しているうちに、目の奥が熱くなってきた。私は慌てて目を閉じ、手の甲を当てた。涙を止めようと必死でまぶたを押さえても、ひと筋流れてしまえば、それに続いて幾筋もの涙がこぼれ落ちる。

「やだ……」

　自分に責任があることで泣くなんて、ずるい。姉さんの私への愛情を面倒に思って逃げ出して、そして大ケガをしたのは、すべて私の責任なのに、泣いちゃダメだ。それに、私には背負うべきもっと大きな罪があるのだから。

　私のもとに急いでいた姉さんも、階段を踏み外して落ちてしまったのだ。残り十段ほどだったけれど、落ち方が悪かったせいで、姉さんは足を骨折してしまった。おまけに顎にもざっくりと切り傷ができて、その場に血が広がっていたと、その日を思い出した忍さんがぽつりと口にしたことがある。

　その表情には姉さんを想う痛みが溢れ、自分がしでかしたことの重大さに改めて気づかされた。

　気を失った私と、階段から落ちて起き上がれない姉さん。忍さんは自分ひとりではどうすることもできないと判断してすぐに救急車を呼び、病院へと運んだ。

　左足の足首を複雑骨折した姉さんには手術が必要で、入院生活は私よりも長かった。忍さんの励ましのもとでつらいリハビリに耐え、順調に回復していったけれど、足を引きずり以前のように歩くことはできなかった。

『ホント、私ってドジだよね。だけどリハビリ次第でもう少しスムーズに歩けるようになるみたい』

　そう言って笑顔を見せた姉さんは、足に不自由を抱えたことは大した問題ではないように言っただけでなく『七瀬が大ケガをしなくてよかった』と安あん堵どの息を吐いた。

　深い切り傷を負った顎にガーゼが当てられていることも気にせず、ただ私の無事を喜ぶ姉さんに、私は申し訳なさばかりが募り、なにも言えなかった。

　私が家を飛び出したのは、両親を思い出して寂しかったからだと勘違いし、その寂しさに気づいてあげられなかったと謝る姉さん。そうじゃない、私はただ、姉さんからの深すぎる愛情に怖おじ気けづいて、離れたかっただけなのに……。

　そのことを何度も伝えようと思ったけれど、忍さんに止められた。気を失う寸前の私のつぶやきから、私の気持ちを察していたのか、『七瀬ちゃんの気持ちは俺が受け止めるから』と言ってくれた。

　たしかに、私の気持ちを正直に口にすれば、姉さんのことだから自分を責めるだろうことは、忍さんに言われるまでもなく理解できた。そして、姉さんの体を傷つけた責任を感じた私は、以来、姉さんの望むまま音羽家のお世話になっている。

　姉さんにケガをさせ、足にハンディを与えてしまった。その責任をどう償えばいいのか、あれから五年以上が経った今も、わからないままだ。

「どうすれば、いいの？　私」

　支離滅裂な言葉をつなぎ、私が姉さんに負わせてしまった苦しみを陽太に伝えた。

　もしかしたら、身勝手な私を軽蔑して嫌いになるかもしれない。

「ごめんね、すぐに、涙、止める……」

　震える私の声を聞いて、陽太はいっそう強く私を抱きしめ私の頭に唇を落とした。

　触れるだけの軽いキスに、さらに涙がこぼれる。

「無理に泣きやまなくていいけど、自分を責めるな。お姉さんが七瀬のことをずっと気にかけて、守ってくれていたことに感謝してるんだろ？」

「もちろん」

「だったら、お姉さんもそれだけで十分なんじゃないのか？」

　陽太の落ち着いた声に、私は首を横に振った。

「私は姉さんの想いを重荷に感じて逃げ出して、挙げ句の果てにケガまで……」

　そう言った途端、目尻から涙がどっと流れ、くぐもった声が部屋に響いた。

　私の身勝手で短絡的な感情が姉さんの足を……。姉さんだけでなく、夫である忍さんにも大きな迷惑をかけてしまった。

　だけど、姉さんがそのことを忘れたかのように明るく振る舞い、私への恨みもなにも口にしない中で、私がそのことを蒸し返すことはできない。私も明るく笑い、あの日の大ケガを『七瀬ってドジだと思ってたけど、私はそれ以上だったのね』と笑い飛ばす姉さんに話を合わせているのだ。

「ね、姉さんに申し訳ないし、それからもずっと私をこの家に住まわせてくれる忍さんにも、どう言って謝ればいいのかわからないし。……助けて」

　ひっくひっくとしゃくり上げながらそう言って、私は陽太の首にしがみついた。

「七瀬……」

　ずっと心に重く居座っていた罪悪感と、話さなければと思いながらも話せなかった苦しい過去を、ようやく陽太に伝えた安堵感。自分でもうまく折り合いをつけられない複雑な感情をぶつけるように陽太に抱きつき、大声で泣いた。

「大丈夫、大丈夫、俺がついてる」

　ソファの上で私を抱きしめ、耳もとに優しい言葉を落としてくれる陽太の愛を実感でき、それだけで幸せだと感じる。そして、このままずっと陽太のそばにいたい、と心から願った。

「陽太……」

　そばにいたいというだけでなく、そばにいると改めて誓った私は、その晩、陽太に抱かれた。







どうしようもないくらい愛してる




　いつの間に眠ってしまったのだろうか。目が覚めた時、私は陽太に抱きしめられていた。

　初夏が近い朝は夜が明けるのも早く、カーテンの隙間からは朝陽が幾つもの光の筋となって部屋に注いでいた。

　どうにか頭を動かせば、陽太の寝顔がすぐ目の前にあった。その寝顔が優しく見えるのは、嫌われるのが怖くて言えずにいた姉さんのことを話せたからかもしれない。

　私のために心も時間も費やしてくれる姉さんを拒み逃げ出して、そしてケガをさせてしまった過去を話したことで、心に居座っていた重荷を降ろすことができた。それは思っていたよりも私の心を解放し、陽太への恋心を改めて思い知らされた。

「嫌いにならないでね……」

　身勝手な私の過去を知ってもこうして抱きしめてくれる陽太に感謝しながら、さらに体を寄せた。

　体を動かすたびに初めて感じる痛み。それは、陽太と愛を交わした名残だ。

　私の体を気遣い、最初は優しく触れていた陽太の手は、ふたりの体がなじむにつれてその動きを荒々しいものに変え、私は何度も声を上げて泣いた。

　これまで知ることがなかった痛みと喜びと、そして愛されているという満足感。

　ようやく陽太の恋人になれたと実感した。

「好き……」

　陽太の頬を撫で、そうつぶやけば、陽太の腕に力がこもり、いっそう強い力で抱きしめられたような気がした。

　けれど、相変わらず規則正しく寝息を立てている陽太。よっぽど疲れたらしい。

　私ももう少し、このままでいよう。

　居心地のいい陽太の腕の中で瞳を閉じれば、中途半端に目覚めていた体は再び眠りの淵ふちへと誘われる。

　もうしばらく、私が一番欲しい言葉と温かさを与えてくれるこの場所に、身を寄せていたい。

　陽太の鼓動を聞きながら、私の意識はもう一度、眠りの中に沈んだ。




　再び目が覚めた時、隣に陽太の姿はなく、キッチンから食器が触れ合う音が聞こえてきた。

　ベッドから降りキッチンに行けば、ボリュームを絞ったラジオからの軽快な声が耳に届き、フライパンを手にしている陽太の後ろ姿が見えた。

「フレンチトースト？」

　甘い香りを感じ、お腹が空いていると気づいた。

「ようやく起きたか。それにしても細いよな。ぶかぶかのＴシャツに隠れてるけど、痩せすぎじゃないのか？」

　コンロの火を消した陽太は振り返ると、私の全身を見ながら小さく息を吐いた。

「夕べも思ったけどさ、もう少し太ってもいいぞ。ウェディングドレスはレースがごてごてとふんだんに存在感を主張しているデザインがいいから、その重さに耐えられる体力づくり。それが七瀬の最重要ミッション」

「なにそれ。ウェディングドレス？」

　陽太の言葉に、思わず声が裏返った。

「そう、ウェディングドレス。姉貴の結婚式でウェディングドレスを間近で見たけどさ、けっこう重いんだよな。身長も体重もご立派な姉貴でも大変そうだったから、七瀬みたいに華奢な体だと、きっと転ぶぞ」

「大げさだよ……」

　突然『ウェディングドレス』なんて言葉を聞かされて照れた私は、陽太の顔から目を逸らした。夕べの指輪の件といい、素直すぎる陽太に圧倒されている。

　すると、陽太が目の前に立ち、私の額に唇を寄せた。

「かなり痛かっただろ？」

「え？」

　昨夜抱かれたことを言っているのかと思いドギマギしていると、陽太はくすくすと笑い肩を震わせた。

「なに想像してるんだよ。夕べのことを思い出してるのか？」

「は？」

　陽太の言葉に視線を上げた。そこには、私を愛しているとわかる優しい笑顔があった。

「階段から転げ落ちるなんて、七瀬らしくて笑えるけど、額も体も心も痛かったよな」

「あ……うん」

　なんだ、そのことか。

　陽太は私の額の傷をいたわるように、再び唇で触れた。今はもう痛みもなく、かなり薄くなっている。

「額でよかった……って言うと変だけど、目に傷を負ったり頭を強く打って後遺症が出たりしなくてよかった」

「うん」

　強い力で私を抱きしめ、くぐもった声で話す陽太の体は、少し震えている。私が階段から転げ落ちる様子を想像しているのだろうか。

「あの時、あっという間だったけど、とっさに頭をかばったみたいでね。おかげで腕には傷ができたし痛みはひどかった。腰もじんじんしたし。でも、大丈夫」

　明るくそう言った私に、陽太は「わかってる」と言って私の首筋に顔を埋めた。

「もう転ぶなよ。せっかくこうして七瀬と一緒にいられるようになったんだ。いつも笑っていたいし、楽しみたい」

「うん、ちゃんと気をつけます。それに私だって……」

　陽太とこうして一緒にいられるようになったんだから、思い切り楽しみたいし、幸せになりたい。

　過去を振り返れば、自分の身勝手さばかりが浮かんできて、姉さんに対する謝罪の気持ちが溢れる。だけど陽太が言うように、ひとつ間違えば、私も大ケガをしていたかもしれないし、命の危険もあった。

　私とこうして一緒にいられることを喜んでいる陽太と共に、私もホッと息をついた。

　それに気づけば、これまでの五年間がなんだかもったいなかったような気もする。現状維持と姉さんへの申し訳なさにばかりとらわれて、陽太との関係を進めることも、自分の気持ちを伝えることもしなかった。

　自分で納得していたとはいっても、やっぱり五年は長かった。せめて陽太が彼女と別れたあと、私が素直になればよかった。……なんて、今さらだけど。

「階段を転げ落ちる七瀬は助けられなかったけどさ、結婚式でウェディングドレスの裾を踏んだり、重すぎてこけそうになったら、俺がちゃんと支えてやる。だから、ごてごてたっぷりのリボンやらキラキラや、レース？　そういうのをこれでもかってほど付けた豪華なドレスで、安心して俺の横に立ってくれよ。で、ふたりの幸せをみんなに見せびらかしてやろう。な？」

「陽太……」

「七瀬がお姉さんから逃げ出してしまうほど追いつめられていた頃に、七瀬のそばにいたかった。……いや、それよりも前、七瀬が両親の想いを理解できなくて悩んでいる頃に、こうして抱きしめてやりたかった」

　陽太は落ち込んだような声でぎゅっと私を抱きしめてくれた。

「この五年間、現状維持を第一にしている七瀬の不安定な気持ちを刺激しないように、ひたすら見つめるだけだったけどさ、本当はこうして俺が守ってやりたかったし、誰よりもそばにいたかったんだ」

「そ、それは、どうも……ありがとう」

　これまで以上に直球で想いを口にする陽太に照れてしまう。

「どういたしまして」

　私の焦りに、陽太が軽く笑った。けれど、続く陽太の言葉に、思わず視線を動かした。

「七瀬がお姉さんに申し訳ないことをしたって後悔する気持ちは、きっと一生抱え続けるものだと思う」

　それまでとは違った、低い声音。感情を抑え、静かに話す声に戸惑う。

「ご両親が亡くなって、ふたりきりの家族なんだ。お姉さんのことが気になるのは当然。だけど、俺が七瀬と結婚して家族になれば、俺にもお姉さんの心配をする権利がある。だから、七瀬ひとりで悩んだり自分を責めたりすることはないんだ。七瀬の悩みは俺の悩みだから、俺にもちゃんと背負わせろ」

「……だけど、陽太の責任じゃないのに」

「いいんだよ。深く考えずに、正々堂々と俺に頼れ。結婚するってそういうことだろ？　相手の喜びや悩みを分け合える権利を手にすることなんだから」

　冷静に淡々と話す陽太の言葉が、私の胸に響く。

「そ、そうかな……？」

「そうだ。俺が七瀬の家族になったら、最強だぞ。いつでもそばにいて、七瀬を愛してやる。悩んでもいいけど、俺も一緒に悩むからな」

　陽太の言葉に、息が止まった。

　ここ最近の、一気に感情を解放させたかのような陽太の甘く強引な言葉には慣れたつもりでいたけれど、それは間違いだった。陽太の私への想いは想像を超えていた。

　いつから私のことをこんなに考えてくれていたんだろう。姉さんにケガをさせた過去を知っても私を責めることなく、それどころか私のことをこれからもずっと守ると迷いなく口にする姿はおとぎ話に出てくる王子様のようで、まぶしいくらいだ。

「七瀬は俺にどう思われるのかを気にして、お姉さんのことを言えなかったみたいだけど、俺の気持ちをなめるなよ？　なにを聞かされても、俺が七瀬に惚れてる気持ちは変わらない。だてに五年も七瀬のそばにいたわけじゃない。七瀬の生意気なところも頑固なところも全部見てきたんだ。だから、早く言ってほしかった……。俺は、七瀬が抱えているお姉さんへの罪悪感を早くぶちまけてもらいたかった」

「え？　それって、どういう？」

　陽太の言葉が引っかかり、私はもぞもぞと体を動かして顔を上げた。

　姉さんのことをぶちまけるって、まるで既に知っていたみたいな言い方じゃない。

「あ、あの？」

　戸惑いながら視線を向ければ、私を見下ろしている陽太の顔はどこか硬い。

「陽太？」

　問いかけた私に、陽太は天井を仰ぎ小さく息を吐いた。何度かまばたきを繰り返し、私を抱きしめた腕をそっと緩めた。

　私たちの間にほんの少し距離ができたけれど、陽太の手が私から離れることはない。そして、陽太は再び口を開いた。

「七瀬を好きになって、必ず手に入れたいと思った俺が、なにもせず手をこまねいていたと思うか？　ただそばにいて見つめるだけしかできないことがどれほどつらいか、わかってるか？」

　陽太は腰を落とし、ふたりの額をこつんと合わせた。近すぎる陽太の瞳が、ぶれることなく私を射る。

「忍さんと個人的に親しくさせてもらうようになって、七瀬の過去についてはかなり前から知っていたんだ」

「……過去って、あの事故のことも？　え……そんな」

　それはないだろうと思いつつも、陽太のことだ、あり得るかもしれないと、ドキドキしながら陽太の答えを待つ。

「七瀬と両親との関係も、お姉さんが七瀬を守ってくれていたことも、忍さんから詳しく聞いてるんだ」

「嘘……。どうして、そこまで」

　陽太の言葉が信じられなくて、私は目の前にある瞳を力なく見つめた。

　足に力が入らず倒れそうになる私の肩を、陽太は強い力で支えてくれる。

「七瀬に惚れてる俺の気持ちに、忍さんは気づいてくれたんだ。お姉さんをとことん愛しているからこそ、俺が七瀬を愛してることもすぐに見抜いたって、笑われたけどな」

　合わさった額をぐりぐりと押しつけ小さく笑う陽太は、少し照れくさそうだ。

「睨んでも無駄だ。七瀬が喜んでるのはすぐにわかるから。本当に長い間、俺は七瀬を愛してるんだ。もう、どうしようもないくらいに」

「だ、だから、そ、そんな言葉を簡単に……」

『愛してる』と何度も言われて胸がいっぱいになる。これ以上、言葉を続けられない。

「簡単じゃない。ほかの男にかっさらわれないように牽制しながらずっと七瀬への気持ちを隠してたんだ。そんな苦しい想いは、もうこれ以上は無理だ。限界。これからは、我慢せずにひたすら七瀬を愛して抱いて……独り占めする」

「ちょ、ちょっと陽太っ」

「うるさい、しばらくじっとしてろ」

　陽太は大声でそう言ったあと、私の体を抱き上げた。

　逆らう気持ちも余裕もないまま、私は陽太に体を預ける。

「七瀬を好きでたまらないお姉さんに負けないくらい俺が七瀬を大切に愛するなら、七瀬を任せてもいいって、忍さんが言ってくれたんだ」

「はあ？」

「お姉さんを愛している忍さんにとって、七瀬は大切な妹なんだ。その大切な妹を守る権利を俺に分けてやるってさ」

　なにがうれしいのか、陽太はそう言って笑う。

　要するに、忍さんと陽太は、私が思っている以上に通じているということなのだろうか。

　たしかに、ふたりで連絡を取り合って飲みに行く機会が多いとは聞いていたけれど、まさか私の生い立ちまで話していたなんて、想像もしていなかった。せいぜい、仕事の愚痴や、ふたりの共通の趣味である映画について熱く語っている程度かと思っていたのに。

「忍さんは、結婚前から七瀬とお姉さんの関係を不安に思っていたらしい。たとえご両親が亡くなって姉妹ふたりきりだとしても、お姉さんの七瀬への束縛は半端なものじゃないからな」

　陽太は一語一語、私の感情の揺れを確認するかのように、低い声で私に言い聞かせる。

「七瀬が高校を辞めさせられそうになって笑えなくなった時以来、お姉さんは七瀬を守るのは自分しかいないと、思い込んでる」

「そう……だね」

「もう少し早くご両親から七瀬を引き取っていれば、高校を辞めろと言われることもなかっただろうし、七瀬が心を病むこともなかった。修学旅行にもなんの悩みもなく行けたはずだとお姉さんは自分を責めてるって、七瀬は気づいてるよな？」

　陽太はそっと私の体を離し、私の頬をゆっくりと撫でる。

「うん。私が修学旅行に行きたいって無理を言わなければ、姉さんは自分の人生をもっと楽しめただろうし、私を引き取る必要もなかった。おまけに、私の不用意な行動のせいで足が……」

　姉さんのことを思うと、やはり目の奥が熱くなり、次第に声が小さくなる。

「七瀬のせいじゃないだろ。あの時、七瀬だってぎりぎりの精神状態だったんだ」

「そんなこと、ない。私が我慢すればよかったの。姉さんの愛情が重いとか、窮屈だとか、そんなわがままが許されるわけがないってわかってたのに。姉さんは私のために自分を犠牲にして、いつも私を最優先に考えてくれていたのに。私があの時逃げ出さなかったら、姉さんもケガをしなかったのに」

　自分を責める言葉を吐き出し、私は唇をかみしめた。

「七瀬、それは違う」

「違わない」

　陽太の落ち着いた声に、私は大きな声で答えた。

「違わないよ。だって、姉さんは私のために結婚も延期して、家まで用意して私を見守ってくれてたのに、そんな姉さんを裏切るようなこと、どうしてできたんだろう。逃げ出しちゃうなんて、私、バカだ」

　いったん口を開けば、長い間心に秘めていた感情が溢れ出す。姉さんに対する申し訳なさを、関係のない陽太に次々とぶつけてしまう。感情的になっちゃダメだと思いつつも、どうにも止まらない。

「ずっと、どうして我慢できなかったんだろうって後悔してた。だから、もう姉さんの言葉に逆らったりするのはやめよう、ずっとそばにいようって、決めたの。だから仕事も転勤がない事務職採用を狙って……」

　何度か大きな息を吐き出し、頬を流れる涙を手の甲で乱暴に拭えば、陽太が跡をたどるように唇で触れてくれた。

「まあ、七瀬がそう思い込むのも仕方がないし、予想はしてたけど」

「……ん？」

「一途だと言えば聞こえはいいけど、自分の想いにとらわれすぎて周りが見えてない。お姉さんのこと、冷静に考えてみろ」

「あ、え？　陽太？」

　淡々とした陽太の声に、この場にそぐわない雰囲気を感じて視線を上げる。

　すると、興奮気味の私に同調することなく、穏やかな表情で陽太が私を見下ろしていた。

　跳ねていた鼓動が少しずつ落ち着きを取り戻す。

「思い込みが激しい七瀬の性格を考えれば、そうやって自分を責めて落ち込むのは理解できるけどさ。まずは平常心、平常心」

「わ、わかってる、もん……」

　うつむき、ぼそぼそとつぶやいた。

「お姉さんが七瀬を大切に想う気持ちに嘘はないし、家族なら当然の感情だけど。いつまでも自分の目が届く場所に閉じ込めるのはどうかと思う」

「閉じ込める？」

　驚いた声を上げながらも、そう言われて納得している自分に気づく。柔らかな檻に入れられて世話を受けている感覚を何度も味わってきたから。

「そうだろ？　この家だって、もともと忍さんが所有していたものだとはいえ、忍さんの家に近いっていうことで七瀬に勧めたらしいし。それは七瀬の近くに住まないと結婚しないっていうお姉さんを納得させるためだっていうこと、わかってるだろ」

「うん……」

　たしかに、姉さんは私がこのマンションに住むのなら忍さんと結婚すると言った。それを聞いた時には私のことで気を遣わせてしまう忍さんに申し訳ないと思ったけれど、結局、姉さんと結婚したいと願っていた忍さんのためにも甘えさせてもらうことにしたのだ。

「だけど、やっぱり、忍さんに甘えすぎだよね」

　私の戸惑う声に、陽太は首を横に振った。

「七瀬が気に病むことはないんだ。お姉さんは二度と七瀬を傷つけたくなくて、そのことに縛られていたんだよ」

「縛られていた？」

「そう。ご両親の自由奔放な人生に振り回されて限界を超えて、とうとう感情を出せなくなった七瀬を見て、お姉さんは後悔したんだ。やっぱり私がそばにいないと七瀬は幸せになれないんだって。……これは、忍さんから聞いた」

　重い内容に比べて陽太の口ぶりは軽く、口もとには笑みも浮かんでいるけれど、その目はやはり真剣だ。私が安易に口を挟むのを許さないものを感じた。

「お姉さんは、七瀬を放り出してひとり暮らしを始めた自分を後悔してるし、もう二度と七瀬から目を離さないって誓ってるんだ。それは、七瀬には自分しかいないという思い込みによるものだけどさ」

「思い込み……」

「そう。さすが姉妹だな。ふたりの思い込みの強さと一方的な思考回路はどうしようもない」

　くくっと笑った陽太の胸が震えている。

　そんなに笑わなくてもいいのに。

「あ、怒ったか？　悪い悪い。だけど、当事者にしてみれば深刻なことも、周りから見れば大したことじゃないんだ。よくある話」

「だけど、姉さんは私を心配して、それに、そのせいで足をケガしてしまったし」

　私の言葉に、陽太は大きく首を横に振った。

「お姉さんの心配の仕方は度を越してる。七瀬をこの家に閉じ込めて、自分の存在の大きさを押しつけてるし、足のケガだって、お姉さんが転んだのが原因。きっかけはどうであれ、七瀬がそこまで気に病むことはない」

　強く、はっきりと言い切った陽太に気圧されるように、私は口を閉じた。

「七瀬にとってお姉さんは大切な家族だし、気遣ったりそばにいたいと思うのは当然だけど、お姉さんにとって七瀬は過去を悔やむ象徴で、絶対に幸せにしなければならない……枷のようなものだ」

「え……悔やむ象徴？　枷……」

　姉さんは私を重荷に感じているということだろうか。それに、私を幸せにしなければならないって……。それは違う気がする。

　姉さんには忍さんをはじめ音羽家という新しい家族ができ、その中で自分の幸せを作っていかなければならないのに、そのうえ私を幸せにしなければならない理由はない。姉さんが自分の幸せを手に入れたように、私も自分の手で、そして自分の足でしっかりと立って、生きていかなければならないのに。

「でも……そっか。だから、就活用のスーツも用意……」

　ぽつりとつぶやいた私は、その瞬間、陽太に抱き寄せられた。

「あの百万円分の就活セットだって、やりすぎだろ？　それに、わざわざ七瀬のためにマンションを用意するのもおかしい。音羽家が裕福なのはわかるけど、結局はお姉さんが七瀬を手元に置いておきたくて、忍さんにお願いしたわがままともいえる」

「そのことには、ホントは気づいてた。だけど、私もそれに甘え続けて……」

　私の声はくぐもっていて、陽太がちゃんと聞き取れたのかどうか、わからない。だけど、そんなことに構う余裕もない。

　そう、私はこの場所から離れることはできないのだ。引っ越しを伴う異動がない事務職を選び現状維持を望むのは、姉さんが私の面倒をみたいのならばそれに逆らわずにいようと思っているからだ。もう姉さんを傷つけたくない、と。

　私を見つめる陽太の視線を感じながらうつむいていると、陽太の吐息を感じた。

「七瀬って、ホントわかりやすいっていうか、単純だな」

「……た、んじゅん？」

「まあ、そこもいいんだけど」

　視線を上げれば、「見るな」と言って胸に押しつけられた。弾んだ体も取り込まれ、私はすっぽりと陽太に包まれた状態になる。

「思い込みが激しい単純な七瀬が、たまらなく好きなんだ。お姉さんの七瀬への気持ちを無視するわけじゃないけど、そろそろ俺の我慢も限界。ここから出て、地上に降りないか？」

　耳もとに、聞いた覚えがある言葉が響いた。

　あの時よりもいっそう想いが込められた声音に、体中が熱くなり、震えた。




　その後、私は姉さんのケガのことを陽太に話すことができてホッとしたのか、まだまだ不安定な感情をもてあましながらも、朝食はしっかり完食した。

　そして、慣れっこになりつつある強気な態度の陽太に引きずられるように訪れたのは、『ジュエルホワイト』という宝石店だった。昨夜パソコンで指輪をチェックしたばかりだというのに、善は急げとばかりに私を連れ出す陽太に逆らうことはできなかった。

　初めて入った宝石店の店内は、毛足の長いカーペットが全面に敷かれ、厳かな雰囲気を漂わせていた。

　高級感が満ちた店内に、思わずあとずさりしそうになる。とはいっても、あらゆる価格帯の宝石を取り揃えていることも知られているらしく、私よりも若いカップルもちらほら見え、ホッとした。

　それでも、華やかな商品が並ぶ陳列ケースを恐る恐る覗き込めば、見慣れない輝きに圧倒された。

　適齢期の女性の多くが夢見る婚約指輪と結婚指輪を買いに来たというのに、いまひとつ現実味のない時間を過ごしていたのは私だけだったようで、陽太は私の隣で積極的に指輪を選んでいた。

「パソコンで見るより豪華だな。やっぱり、目の前にするとどれにするか悩むな」

　ケースを覗き込み、感心するようにつぶやく陽太の瞳は生き生きしていて、向こう側にいる店員さんに「何度見てもキレイですね」などと話している。

　慣れているなと思っていたけど、そうだ、陽太はここに来たことがあるんだ。ひとりで指輪を買いに来たものの、結局買えずにいそいそと帰ったと言っていた。

　その理由を思い出し、私は左手を広げて薬指を眺める。すると、私の様子を見ていた店員さんが、声をかけてくれた。

「まずはサイズを確認いたしましょうか？　先日は残念でしたが、再びご来店いただきありがとうございます」

【宮みや園ぞの】と書かれたネームプレートを胸に着けた女性がそう言って、頭を下げた。この女性が、以前も陽太を接客してくれた人のようだ。私の指のサイズがわからなくてしぶしぶ買うことを諦めた陽太のことを覚えていたらしい。

「あ、お願いします」

　陽太は、宮園さんの言葉にすばやく反応し、隣に立つ私の左手を差し出した。

「ちょっと、陽太」

　突然腕をつかまれてよろける私の体を、これまたすばやく陽太が支えてくれた。腰に回された手に引き寄せられるように陽太に密着する。

「あの、離して」

「いいだろ、別に」

　体の左側全部で陽太の体温を感じるほど近すぎる距離。ううん、距離なんてゼロに等しい。離れようと頑張ってみても、陽太の力に敵うことなく無駄に終わった。

「お客様、手を開いていただけますか？」

　私と陽太のやり取りに笑いをかみ殺しているような宮園さんの声に、私は慌てて手を開いた。

「あ、はい……っ。お願いします」

　リングゲージが薬指に通され、宮園さんがサイズを確認する。

「五号が合うかと思いますが、お選びになる指輪の幅によっては六号でもいいかもしれませんね」

　いくつか試したリングゲージの中から、五号のものを再び指に通して、宮園さんは陽太に視線を向けた。

「先日御覧になっていた商品の五号サイズをお持ちしましょうか？」

「……陽太？」

　宮園さんの言葉に、陽太はなんの反応も示さない。リングゲージが通されたままの私の薬指を食い入るように見つめている。

「どうしたの？　陽太？」

　密着したままの体を揺らし、陽太の目の前で空いている手を振ると、ようやく陽太が顔を上げ、口を開いた。

「あの、これ、俺が外してもいいですか？」

　陽太はリングゲージを指差し、宮園さんに問いかけた。

「え、はい、いいですよ。束になっていて重いので、指を痛めないように気をつけてくださいね」

　宮園さんは愛想のいい笑顔でそう言いながらも、なぜ陽太がそんなことを言っているのか不思議に思っているようだ。目が合った私に、小さく首をかしげた。

「あの、陽太？」

　陽太は私の声に答えることなくただ薬指を見つめ、こわごわとリングゲージに触れた。今まで私の腰に回されていた手がそっと離れ、そのまま私の左手首をつかむ。そして、ゆっくりとリングゲージを外した。

　その間、およそ三秒。陽太の息を詰めるような緊張感が伝わってきて、思わず私も息を止めた。

「な、なに、どうしたの？」

　その緊張感から解放され、ふうっと息を吐き出した陽太の顔を覗き込めば、なにやら真面目な表情で考え込んでいた。

「陽太？　なにか悩んでるの？」

　陽太の様子に不安を感じた私は、顔を寄せて尋ねた。すると、陽太はそれまでショーケースの上にあるリングゲージに向けていた瞳を私に向け、重々しく頷いた。

「思っていた以上に重大だな」

「……え、な、なに？」

　陽太がなにを言っているのかわからず、私はさらに不安になる。思わず宮園さんを見れば、彼女も状況がわかっていないようで、笑顔ながらも不安げな表情を浮かべていた。

　すると、陽太の重々しい声が聞こえた。

「いやー、指輪を外すだけでこれだけ緊張するんだから、本物の指輪を七瀬の指にはめる時には震えてうまくできないだろうな。リハーサルを何度もして、本番に備えておかないと」

　自分に言い聞かせるようにつぶやくと、陽太は私に体を向けた。

「俺、結婚式で七瀬の薬指に指輪をはめるのが楽しみなんだけど、意外に難しいんだな」

「そ、そうかな？　簡単だと、思うけど……」

「いや、緊張するというか、うれしすぎて体が震えるに決まってる。あ、まずい、震えるあまり指輪を落としたら最悪だ」

　うわー、と声を上げ、顔をしかめた陽太があまりにもかわいくて、私は思わず笑ってしまった。

　結婚式の指輪交換のことを考えて、今リングゲージを私の指から外してくれたのか。必要以上にゆっくりと慎重に外すんだなと思ったけど、緊張していたんだ。

「そんなに緊張することないよ。誰もがやってることだもん。どうにかなるよ」

　笑いをこらえなが陽太を励ますと、陽太は「だけど一生に一度のことだし、七瀬に恥をかかせたくないし」とブツブツ言いながら再び私の左手をつかんだ。

「よし、今日指輪を買って、当日まで練習だな」

「練習？　そんなのしなくて大丈夫だよ。できれば当日のお楽しみにしたいし」

　結婚式での指輪の交換は、厳粛な雰囲気の中で行われる愛ある未来の確認のようで、憧れているのだ。事前練習などをしてしまったら、当日の楽しみも感激具合も半減してしまう。陽太の不安もわからなくはないけど、やはり事前練習なんて遠慮したい。

　私は陽太に向き直ると、頭の中で自分の思いを整理した。

「あのね、もしも陽太の手が震えてたら、私がなんとかする。指輪に自分の指を通してあげるから、心配しないで。陽太は指輪を持ってくれたらそれでいい」

　私は必要以上に心配している陽太に明るくそう伝えた。なにも陽太だけがプレッシャーを感じる必要はないのだ。私がリードすればいいだけだ。

　もちろん、陽太が指輪交換を楽しみにしてくれているのはうれしいけど、それ以上にうれしいのは、陽太とこれからずっと一緒にいられることなのだ。

　私は陽太の腕に自分の手を置き、顔を寄せた。

「もちろん指輪も楽しみだけど、私は大好きな陽太と結婚できればそれで幸せだから、大丈夫。もしも指輪が落ちたら、ちゃんと拾えばいいんだから。ね？」

　明るい声で陽太の耳もとにそう言えば、あっという間に陽太の耳が赤くなった。

　慌てた様子や照れた顔は滅多に見せないのに、私の言葉にすぐに反応する。顔を見れば、やっぱり赤くなっていて、陽太が相当照れているのがわかる。

「うわー、陽太の照れた顔なんてレアすぎる」

　思わず声に出した私を、陽太は目を細めて睨みつける。その顔もなかなかレアで、ドキドキする。

「照れて悪いか。惚れた女から俺と結婚できれば幸せなんて言われて、平気でいられるかよ」

　素っ気なく言い放った言葉の中に愛情が感じられて、ますます心が高鳴る。

　私は陽太の腕にしがみつき、『惚れた女』と言ってもらえた幸せをかみしめた。

　すると、それまで静かに私たちの様子を見ていた宮園さんが、リングゲージを片づけながら「そろそろ商品をお持ちしてもよろしいでしょうか？」とにっこり笑った。

　呆れたような、冷やかすような宮園さんの笑顔に、陽太と私は顔を見合わせ、ぷっと吹き出した。

　その後、婚約指輪はネットで事前にチェックしていたものに決めた。花弁の中にダイヤが輝くかわいい指輪だ。そして、陽太が「これなら男の指にも合いそうだな」と納得して決めた結婚指輪も買った。

　私の結婚指輪にはメレダイヤがほどこされ、なかなか品がある。今から緊張している陽太には申し訳ないけれど、結婚式での指輪交換が楽しみだ。

「初めてのお揃いが結婚指輪って、なんだかいいな」

　さらりとそう言ってのける陽太の横で、私もうんうんと頷いた。

　こんなに早く結婚の準備を進めてしまっていいのだろうかと思うけれど、慣れないことに躊躇してしまう私には、陽太のようにがつがつと進めてもらうほうがいいのかもしれない。それに、初めて経験することや初めて味わう感情に不安はあれど、逃げ出そうとは思わない。

　そんな自分が新鮮で、余裕さえ感じるのは、きっと陽太に私の過去を話せたからだ。姉さんへの申し訳なさと、現状維持に固執する理由を話すことができた私は、ようやく陽太の想いに素直になれる。そして、今まで以上に陽太を愛しく思える。

　長い間、忍さんに私のことを相談し、過去の出来事を聞いて、どう感じていたのか。遠回しに聞いても、『なにを聞いても、どんどん七瀬を好きになっていった』と平然と答えた陽太の朗らかな声に、私は熱い顔を隠すこともできず、口をぱくぱくさせるだけだった。

　その陽太の素直さを、私も見習いたい。

　お店を出て、お揃いの指輪を買った喜びを隠そうとしない陽太の軽やかな足取りに並び、歩く。すると、つないだ手の強さと温かさが私の体に伝わり、ようやく陽太との結婚が現実味を帯びてきたと感じた。







外堀は愛情で埋められる




　翌々週、システム開発の講座の成績が大原部長のもとに届いたらしく、午後イチで打ち合わせスペースに来てほしいと言われた。

　成績がそのまま査定に響くわけではないけれど、会社の経費、就業時間を使っての参加だということを考えれば、ひどい成績は取れないとプレッシャーも感じている。稲生さんも同じ気持ちのようで、カフェで一緒に昼食をとりながらも沈黙が続いた。

　緊張をほぐすようにぽつりぽつりと仕事とは関係のない話をしているうちに、私の婚約指輪の話になった。というのも、今朝出社した陽太が、私との結婚について『ようやく山が動いた』と誇らしげに周囲に話してしまったのだ。

『山』というのは私のことらしく、今まで手こずっていた私の気持ちをようやく結婚に向けて動かした、ということらしい。なかなか絶妙なたとえだというのが、部内の総意のようだ。

「あのジュエルホワイトで買ってもらったんですね。いいなあ、うらやましい。特に結婚を急いでるわけじゃないんですけど、あの店構えを見たらひとりでは入りづらいから、結婚したいなあとは思います。そうでなきゃ、入る機会なんてなさそうですからね」

　稲生さんは弾む声でそう言って、再び「やっぱり、いいなあ」と繰り返している。

「普段使いのファッションリングもあったけど、たしかにひとりで気軽に入れる雰囲気じゃなかった」

「そうですよね。ひとりで立ち飲み屋で飲んだり、ひとり焼肉、ひとりカラオケはできても、あのお店は無理です」

　ふふっと笑う稲生さんに、私は驚いた。

「稲生さんが、立ち飲み……ひとり焼肉？」

「そうです。大勢で出かけるのも好きですけど、ひとりで動き回るほうが楽な時も多いんで。あ、ひとりで旅行にも行っちゃいますよ。さすがに海外は両親が心配して反対するんで、滅多にないんですけどね」

「あ……そう。意外。友達にチケットやホテルの手配を全部任せて、当日集合場所にやってくるタイプかと思ってた」

「それ、よく言われます」

　ランチタイムで混み合うカフェの片隅で、好物だというミックスサンドを頬ばる姿は、小動物がえさをはむはむと食べる姿を連想するほどかわいらしいけれど、彼女を知れば知るほど見た目とのギャップに驚かされる。

　しかし稲生さんは、そう思われていることを気にしているわけでもなさそうだ。

　誰かに頼らなければ生きていけないと思わせる儚はかなさを裏切る、強い意志。事務職で入社して、そこそこのお給料が保証されている状況に満足することなく、さらに高いポジションを目指している。

　五日間という短い間だったけれど、システム開発の研修を一緒に受ける中で彼女の本気が伝わってきて、自分の仕事への向き合い方を反省した。ルーティンともいえる事務仕事をこなすことしか考えてこなかった自分に、疑問を感じたのだ。

　ふうっと小さく息を吐き出し、私は手元のコーヒーを飲む。このカフェで人気のチーズトーストを食べ終えて満足した私は、稲生さんが食べ終わるのを待ちながらスマホを手に取った。

　週末に陽太のご両親に会った時の写真を呼び出して見れば、陽太によく似た整った顔立ちの男性と、すっきりとした顔立ちでどこから見ても隙のないキレイな女性が画面に現れた。せっかくだからと私とご両親の三人を並ばせ、陽太が写真を撮ってくれたのだ。

　お父さんはパイロットで、お母さんは化粧品会社の営業部長を務める仕事人間らしい。自分の両親の話をするのが嫌で、これまで陽太のご両親のことを話題にすることはなかったけれど、ご立派なふたりを目の前にして、緊張感は半端なものではなかった。

「それ、ご両親ですか？」

　稲生さんが、私のスマホの画面に気づき、ニヤリと笑った。

「あ……。うん。陽太のご両親なの。週末、ご挨拶に伺ったんだけど、あまりにも緊張して、なにを話したのかも覚えてないんだよね」

　ははっと笑った私に、稲生さんも笑顔を返してくれた。

「わかります、わかります。でも写真で見る限り、優しそうですね」

「そうなの。ホントに陽太と結婚して後悔しないのかって何度も聞いてくれるんだけど、そのたびに陽太は拗ねちゃって。面白かった」

「簡単に想像できます。萩尾さんのことになると、いつもムキになるというか、無駄な心配をしてアタフタしてますよね」

　稲生さんは笑いをこらえるようにそう言って、私に同意を求める。

　たしかにそうだけど、それをはっきり嫌だとも思っていないし、どう答えればいいか悩んでしまう。

「ま、まあ、仕事は完璧にできるし、見た目も抜群だけど、子供っぽいから……」

「のろけないでくださいよ。マカロンでおふたりの仲のよさはよーくわかりましたから。それに、いつも冷静に仕事をしている萩尾さんがこうして頬を緩めて笑ってる顔を見れば、萩尾さんも子供っぽさ全開で春川さんのことが好きだってわかるし。もう、やってられません」

　わざと怒ったような口ぶりでそう言うと、稲生さんは手元のコーヒーカップを手に取った。

「指輪ができあがったら、私にもいいご縁がありますようにって、拝ませてくださいね。それにしても、ジュエルホワイトかあ、いいなあ」

　稲生さんは、コーヒーを飲みながら夢見るようなため息をついた。

　大きな目をくりりとさせたその表情はとても愛らしく、彼女がその気になればジュエルホワイトで一番高い指輪を買ってくれる男性をすぐにでも見つけられそうなのに。でも、今の彼女は仕事への情熱の方が大きいようだ。私にはそこまでの熱意はないけれど、彼女を見習って仕事の面でも前進していきたい。

「そろそろ、行きましょうか。どんな成績でも、落ち込みすぎないようにしましょうね」

　ぼんやりと思いを巡らせていると、緊張気味の彼女の声が聞こえた。

「そうだね……。まあ、成績が悪くても、午後からの仕事に引きずらないよう頑張ろう」

「……ですよね」

　稲生さんと私は肩を落とし、大きなため息をついた。




　会社に戻り、そのまま打ち合わせスペースに行くと、既に大原部長が待っていた。

「お疲れ様。座って座って」

「あ、はい」

　大原部長の明るい声に促され、私と稲生さんは大原部長の向かいに腰を下ろした。

「まずは結果だけど、ふたりとも、なかなかいい点数を取ってるし、全体的にバランスよく理解してる。予想していた以上に頑張ったな。お疲れ様」

「あ、ありがとうございます」

　ホッとしたせいか、思わず出た声は上ずっていた。

　目の前に置かれた成績表には、講習会で学んだ項目それぞれに成績がつけられていて、ほとんどがＡだった。

　この結果でなにが変わるというわけではないけれど、周囲に仕事をお願いし、睡眠時間を削って必死で勉強したこともあり、素直にうれしい。

「萩尾さんも稲生さんも、せっかく勉強したんだから、これからも定期的に講習会に参加したらどうだ？　少しずつ内容が深くなって難しくなるが、勉強して損はないぞ」

「え、いいんですか？　ぜひ参加させてください」

　大原部長の言葉に、稲生さんが即答する。

　その生き生きとした瞳に、大原部長は満足そうに頷いている。

「で、萩尾さんはどうする？　早速、来月からの講習会……は、申し込みに間に合わないかもな」

「いえ、私はしばらくは参加しません。今回のことをもう少し勉強して、それから考えます。周りに仕事を預けて講習会に行くのも気が引けるというか……」

　周囲に迷惑をかけずに講習会に参加する手段を考えないと、無理だ。仕事に必要な知識でもないのに、これ以上のわがままは言えない。

「遠慮しなくていいんだぞ。みんな順番に参加しているんだ。そんな時に協力し合えるように、今手がけている業務以外の知識を蓄えておくことが必要なんだ」

　大原部長は真面目な声でそう言った。今後も本気で私や稲生さんを講習会に参加させるつもりのようだ。

「……そうですね」

　私は大原部長の思いにどう答えるべきかわからないまま、曖昧に答えを返した。

「それに、今後は、萩尾さんも稲生さんもずっとこのままではないだろうし」

「え？」

　大原部長の言葉にハッとした。

『このままではない』ということは、大きな異動の可能性があるということだろうか。事務職の私と稲生さんには、業務の大きな変更はないはずなのに。

　もしかしたら、総合職を目指している稲生さんに向けて言った言葉なのかな。でも、『萩尾さんも』と言っていた。どういうことだろう？

　稲生さんを見れば、成績表を見ながらホッとした表情を浮かべていて、大原部長の言葉を特に気にしている様子はない。

　私が気にしすぎなのかな。

　首をかしげていると、大原部長は私の手元に一枚の紙を差し出した。

「萩尾さんには、来週からしばらく秘書課に行ってもらうことにした。そこに大まかな段取りが書いてあるから確認しておいてくれ」

「え、秘書課、ですか？」

　慌てて手元の用紙に視線を落とせば、大原部長経由私宛ての、人事部からの要件依頼書だった。ざっと目を通せば、来週の初めから期限を切らず、私は派遣要員として秘書課に異動すると書かれている。

　思いがけない内容に驚いた私は、じっとそれを見つめ、ドキドキする鼓動をどうにかやり過ごす。

「実は秘書課には今、四人の女性がいるんだが、ひとりが外交官の男性と結婚して海外に行くことになったから、退職。そしてひとりが出産間近で、しばらく休職することになってるんだ。というわけで、急きゅう遽きょ助っ人が必要ってことで、萩尾さんが指名されたんだ」

「し、指名？」

　明らかにそのことを喜んでいるとわかる大原部長の声と表情に違和感を覚える。

「秘書課の課長もそうだが、女性たち四人の希望でもあるんだ。萩尾さんが欲しいと満場一致で決まって、秘書課を管轄する人事部長からの正式な依頼も来ているから、うーん、残念だけど、行ってもらうしかないね」

　さらりと言ってのける大原部長の顔を凝視して、その言葉が冗談だと思えるなにかを探そうとしても、どこにもそんなものは見つけられない。

　この五年間、私の仕事ぶりを褒め、私の淹れるお茶をおいしいと言っては満足げな声を上げていたのに。私が大原部長のもとを離れて別の部署に移ることに寂しさを感じないのだろうか。

「萩尾さんの事務処理能力と、どんな状況でも誰に対してでも臨機応変に受け答えできる能力は秘書にぴったりだって、秘書課のメンバーは見抜いたんだよ。この半年、秘書課の経理処理も手伝っていただろ？　その時に目をつけられたみたいだ。俺は残念だよ」

　明るい声を聞けば、ちっとも残念だと思っていないような気がする。私が秘書課に異動することがうれしいような、そして、大原部長自身がそれを望んでいるかのようにも感じられる。

「それにしても……突然すぎます」

　たしかにこの半年、大原部長からの指示で秘書課の経理処理をサポートしていた。秘書の皆さんが忙しそうにしている時には、それ以外の仕事を手伝う機会も多かった。

　でも、社長や取締役が主催する会議の準備やお茶出しを手伝ったり、書類のコピーを引き受けたりした程度で、それは誰にでもできること。それなのに、仕事を離れるふたりの代わりに私をわざわざ指名してくれるなんて、意外だ。

　入社以来、システム開発部の事務担当としての毎日に不満を抱いたこともないし、別の部署への異動を希望したわけでもない。おまけに秘書課といえば、見た目だけでなく仕事ぶりも優秀な女性ばかりが集まる部署だ。社内の女性の多くが憧れる場所でもあるのに、私がそこに交じってもいいのだろうか……。

「あ、あの、大原部長、私は――」

『自信がありません』と言って、断れるものなら断ろうと口を開いた時、隣に座っている稲生さんが、この場にふさわしくない大きな声を上げた。

「見てください、ここ。『萩尾さんと一緒に仕事ができることを、秘書課全員で楽しみにしております』って書いてあります。わー、期待されてるんですね。秘書課だけでなく、営業部も萩尾さんを欲しがってるって聞いたことがありますけど、大原部長、どうなんですか？」

「まあ、そんな話を持ち込まれたことはあるが、萩尾さんを手放す覚悟が俺にもできてなかったから、今までは断っていたんだ」

　大原部長はきまりが悪そうに肩をすくめた。

「萩尾さんの希望も聞かず、申し訳なかったな」

「え、じゃあ、今は覚悟ができたということですか……」

　意外なことを聞かされて、さらに驚いてしまう。

「泣く泣くって感じだけどな。俺を十分に理解して仕事のサポートをしてくれる部下に巡り会える機会はなかなかない。それに俺の好みのお茶をタイミングよく用意してくれるし……って、これは仕事とは関係ないか。とにかく、萩尾さんのキャリアにとって悪くない話だと思うから、頑張れ」

「そ、そう言われても……」

　大原部長だけでなく、稲生さんも私の異動の話を喜んでいるように見える。途端に、私がシステム開発部からいなくなることがそんなにうれしいのかと寂しくなる。

　そんな私の感情が顔に出たのか、稲生さんは少し焦ったように口を開いた。

「別に、萩尾さんがいなくなればいいとは思ってませんよ。せっかく親しくなれたのに、寂しいです。だけど、萩尾さんが優秀だってことは誰でもわかってることだし、ステップアップのためには秘書課への異動、いいと思います」

　私の顔を覗き込むように話し、必死な様子を見せる稲生さん。

　その慌てぶりに、思わずくすりと笑ってしまう。

「ありがとう。私も稲生さんと仲よくなれたばかりで、離れるのは寂しい。でも訂正しておくけど、私は別に優秀じゃないよ。同じ仕事を長くしているからそう見えるだけで、新しい仕事を始めたらきっと、出来の悪いがっかりさんになると思う」

「がっかりさんなんて、そんなこと」

「ううん。新しいことを避けて、同じことを続けてきたから」

　仕事も、プライベートも。そうすることで心の平安を保ち、安あん穏のんと暮らしてきた。というよりも、そうしなければ生きていくことが難しかったのかもしれない。

　過去を振り返り、ほんの少し胸が痛んだ。

　思わずうつむくと、大原部長が優しい声で話しかけてくれた。

「秘書課も営業部も、人手が足りない。だから、地味だと言われる事務仕事を真面目に確実にこなしてきた萩尾さんの力が欲しいんだ。それは俺も同じだけど、そろそろ萩尾さんのキャリアのためにも、手放してあげなきゃな。……でなきゃ、陽太が困る……いや、これはいい」

「よ、陽太？」

　ここで耳にするはずのない名前を聞いて、思わず反応してしまった。

「いやいや、なんでもないんだ。陽太もプロジェクトに召集されて踏ん張ってることだし、萩尾さんも頑張ってくれよ。……もちろん、稲生さんも」

　少しだけ大原部長の口調が速くなったように思えた。

　けれど、そのことを問う間もなく、稲生さんが目を輝かせながら頷いている姿が目に入った。その表情からは、力強い覚悟が感じられる。

　要件依頼書に書かれている異動についての文章に再び目を通せば、心はかすかにざわめいた。

　同じ場所で、同じことをしながら安穏とした日々を過ごす。それは私が生きていくうえでの大きな目標であり、指針だった。

　だけど今回の異動の話はそんな私に大きな刺激を与えてくれそうだ。大原部長がこうして私に話をするという時点で、私の異動はほぼ決定されたことなのだろう。

　陽太と結婚することだけでも大きすぎる変化なのに、仕事でもこれまでとは違う世界へと踏み出すことになりそうだ。

「異動後しばらくは忙しいだろうけど、仕事の幅を広げながらシステム開発の勉強を続けるのも悪くないぞ」

　大原部長は、私の不安な気持ちを見透かしたようにそう言ってくれた。

「そうですね。うまくやれるのかどうか自信はありませんけど、決まったことなら頑張ります」

　会社が決めたことなら従うしかない。私は自信のなさを隠すように笑った。

　入社して初めての仕事上の大きな変化は、結婚することに続き、これまでの臆病すぎる私自身を変えてくれる重要な役割を果たしてくれそうだ。




「そりゃまた、急に動いたな」

　私の話に耳を傾けていた陽太が、ひとりごとのように口にした。

　たまたま同じタイミングで仕事を終えた私たちは、今日もまたマカロンに立ち寄っている。

「七瀬をかわいがってる大原部長のことだから、もう少しごねるかと思ってたけど、案外潔く異動させることを決めたんだな」

　私の秘書課への異動が決まりそうだと話しても驚く様子はなく、ビールを飲み干し満足そうにひと息ついた陽太は、「これで下準備はほぼ完了ってことか」とつぶやくと、目の前の料理に箸をのばした。

「陽太？」

　納得するような陽太の言葉に、私は思わず反応した。

　しかし目の前に並ぶ輝さんの手料理に、陽太は落ち着いた様子で舌鼓を打っている。

「七瀬なら、心配しなくても秘書課でもちゃんとやれるよ。それよりもまずは俺たちのことだし」

「お、俺たち……？」

「そう。お姉さんと忍さんに、結婚することを報告に行かなきゃな」

　当然のことのように、陽太は頷いた。

　たしかに、近いうちに姉さんたちにも結婚を決めたことを報告に行かなくてはと思っている。

「だけど、なんだか今さらって感じだけど、緊張する」

　私は、手にしていた箸を箸置きに置いて、大きく息を吐いた。陽太のご両親に挨拶した時よりも気が重い。

「大丈夫だよ。お姉さんは、俺が七瀬に惚れてることを七瀬が気づくかなり前から知ってるから。俺にだったら七瀬を預けてもいいって、全権委譲。心配するな」

「全権委譲って、いつの間に……」

　胸を張って明るく笑う陽太に、苦笑した。

　陽太はどこまで姉さんや音羽家に気に入られているんだろう。

　その時、よくわからないタイトルのメールが忍さんから陽太に届いていたことをふと思い出した。

「あ、そういえば、少し前に、間取りって書いてあったメールが忍さんから届いたでしょ？　あれってなんなの？」

　軽い口調で聞けば、ビールを飲んでいた陽太は何度もむせた。

「え、ま、間取り？」

　明らかに焦っている。

「どうしたの？　なにかまずいことでも聞いた？」

「んー。まあ、いいか。七瀬との結婚も決めたし、七瀬の秘書課への異動も確実だろうし……」

　陽太はブツブツと言っている。

　真剣な表情で考え込む姿を見れば、聞いてはいけないことを聞いてしまったのかと戸惑う。

　すると、陽太はなにかを吹っ切ったように息を吐き出したあと、口を開いた。

「忍さんは、七瀬と俺の新居を探してくれていたんだ。いい部屋があるからって、その間取り図を送ってもらったんだよ」

「新居？　え、私たちの？」

　驚く私に、陽太は不機嫌な表情を浮かべた。

「当たり前だろ。ほかに誰が住むんだよ。会社からもそう遠くない新築マンションだなんて、さすが音羽家だよな。なじみの不動産屋に口をきいてくれて、すぐに見つけてくれたんだ。あ、すぐに引っ越しできるぞ」

「ちょっと待ってよ。いつの間にそんなことを」

「ん？　かなり前から」

　陽太は料理を口に運びながら、あっさりと答えた。

「え……」

「忍さん、世間知らずの御曹司かと思ってたけど、なかなか鋭いよ。俺が七瀬を好きになって、結婚しようって決めた途端、その気持ちを見抜いて俺を呼び出したんだ」

　陽太はくくっと笑い声を上げて、肩を震わせた。

「七瀬に内緒で会いたいって言われて会いに行ったら、『七瀬ちゃんのことを真面目に考えているんだろうな。それと、音羽家とのつながりは期待するな』って釘を刺された。普段の様子からは想像できない迫力で、男ながら惚れ惚れするほどだった」

「そんな……私、音羽家の親戚だけど、ただそれだけで……」

　いつも温和な忍さんがそんなことを言ったなんて信じられないけど、陽太が嘘をつくとも思えない。

「音羽家云々は別にしても、忍さんが七瀬を大切に想っているのはわかってたから、七瀬と結婚したい気持ちを正直に伝えたんだ。七瀬よりも先に忍さんに気持ちを伝えることには抵抗があったけど、まずは外堀を埋めるほうがいいかなと、考えたんだ」

「外堀……」

「そう。これからの人生に刺激も変化も必要ないって口癖のように言ってる七瀬の気持ちをつかむためには、身内を味方につけるほうが得策だろ。忍さんにも、へたに動いて七瀬を悩ませるのはしばらく待ってほしいって止められたんだ。七瀬のっていうよりも、お姉さんの気持ちを考えてほしいってのがホントのところだったと思うけど」

　陽太の低い声に、お酒の酔いにふわりとしていた気持ちが冷め、一瞬で現実を見せられたような気がした。

　忍さんが姉さんを第一に考えるのはよくわかる。ひとりになる私を心配して結婚を渋る姉さんを、あらゆる方法と甘い言葉で攻め落とした強つわ者ものだ。

　結局、姉さんは結婚後も必要以上に私を気にかけ、私を自分のテリトリーに置いて世話を焼いてくれる。その姉さんの複雑な心境をも受け入れ包み込んでいる忍さんのことだから、私の変化が姉さんを不安にさせるのではないかと危惧したんだろう。

「輝さんの店で初めて七瀬とクリスマスイブを過ごした時から、俺は七瀬に惹かれていたんだ。ホント、俺って気が長いっていうか、一途っていうか。俺にこんなに愛されて、七瀬って幸せ者だな」

　カウンターの上にある私の手をぎゅっと握り、陽太は照れくさそうに笑った。

　陽太がそんな前から私のことを想っていたと知って、驚いた。

　いつも近くにいたけれど、特にそんな素振りは見せなかったのに。それに私だって、陽太のことをずっと好きだったのに。

「もっと早く言ってほしかった」

　思わず口をついて出た言葉に、切なくなる。

　この四年、片想いの切なさに苦しんでいた私と陽太。早く気持ちを伝え合って、もっと近い距離で一緒にいたかったな、と唇をかみしめた。

　すると、陽太は私の頭を優しく撫でてくれた。

「早く言いたかったけどさ、七瀬がこのまま変化のない毎日を過ごすって決めてたから、ここまでかかったんだぞ。まあ、忍さんに止められてたってのも大きいけど。ようやく、ようやくだ」

「ようやく？　って、なにが？」

　感慨深い陽太の言葉に、視線を向けた。

　ぐっと引きしまった口もとからは、なにやら決意じみたものが見え隠れしている。

「な、なに……？」

「いや、俺、ホントに七瀬に惚れてるんだなって実感してるんだ」

　陽太の声はすっきりとしていて、力強い。その横顔には自信がにじみ出ていて格好いいけれど。口にした言葉の意味がわからず、じっと陽太の顔を見つめた。

「いや、そんなに見つめるなよ。だってそうだろ？　七瀬が俺に惚れるように、誰よりも近くにいて。俺がこの先転勤になっても一緒についてこられるように、七瀬の異動先の選択肢を広げるためにシステム開発の講習会も受けさせて」

「やっぱり陽太が仕組んでたんだ」

「仕組んだというか、大原部長も『それはいい考えだな』って乗り気だったし。おまけに、秘書課で仕事の幅を広げれば、今の仕事以外にも、たとえば……そうだな、営業部の部長秘書っていう仕事もできるようになるし」

「陽太？　あの、いったい私をどうしたいの？　講習会やら異動だとか、私はこれからどうなるの……」

　環境の変化を前向きに受け入れようとは思っているけれど、まだまだ不安だ。その気持ちがつい声に出てしまう。

　それにしても、ここ最近の、思ってもみなかった慌ただしさの原因の多くは、陽太にあるのかもしれない。だけど、まだまだ若手の陽太にそんな権限があるとも思えないし……。だとすれば、大原部長が私のこれからを考えて仕組んでいたということだろうか。そのことに陽太が絡んでいるのだろうか。

　戸惑いながら視線を向けると、陽太は大きな笑顔を浮かべて、ゆっくりと口を開いた。

「どうなるのかなんて、決まってるだろ。俺の奥さんになって、幸せな毎日を送るんだ」

　自信に溢れた声音に少しだけ心が軽くなったけれど、話を逸らされたようで、すっきりしない。

　私の知らないところで、陽太はなにを企んでいるんだろう。

「あの、もう少しわかりやすく……」

　体を陽太に向け、気持ちを落ち着けながら口を開いた時、手元に置いていたスマホが着信を告げた。画面を見れば、忍さんからの電話だった。

「あ……、ちょっと待って。なんだろ」

　陽太に握られたままだった手をそっと外し、スマホを手に取る。

「もしもし、忍さん？」

《七瀬ちゃん、さっき穂香がケガをして。病院に運んだんだけど、ひと晩入院することになったんだ》

　スマホから、普段よりも早口な忍さんの声が聞こえた。

「え……、ケガ？　入院？」

　私はスマホをぎゅっと握りしめた。

《あ、そんなに深刻な声を出すほどじゃないから安心して。補助なし自転車に乗る練習をしていた公香を追いかけてる時に、転んで頭を打ったんだ。脳しんとうをおこしたけど、検査では異常なし。ただ念のために、ひと晩だけ入院させることにしたんだ》

「あ、あの、意識はあるんですか？」

《大丈夫。意識はあるけど安静にしておいたほうがいいって言われて、嫌がる穂香を説得したんだよ。家に帰れば公香と唯香に手がかかるからね。今日は母さんが来てふたりの面倒をみてくれるんだけど》

　姉さんがそれほど深刻なケガをしていないと聞いてホッとしたけれど、忍さんの困ったような声が気になった。

「忍さん？」

　私の問いかけに、スマホの向こう側から忍さんの小さな吐息が聞こえた。

《七瀬ちゃんが忙しいのはわかってるんだけど、俺、実は今晩から出張なんだ。申し訳ないけど、明日、家まで連れて帰ってくれないかな》

「あ、もちろん大丈夫です。病院はどこですか？」

《ありがとう、助かる。病院は地図をメールしておくよ。秘書の日く下さかさんに退院の手続きに行ってもらうから、一緒に家まで送ってもらって》

　私の返事に安心したのか、忍さんのホッとした声が聞こえた。

　忍さんも姉さんのそばにいたいだろうけど、音羽家の人間ともなれば、こんな時でさえ思うように自分の時間を持てないのだろう。

「わかりました。……あ、あの、忍さん」

《ん？》

「あ、あの……」

　姉さんが転んだ原因はきっと、不自由な足のせいだろう。気になるけれど、うまく言葉にできない。

　それに、もしそうであっても、優しい忍さんのことだ、きっと無理をした姉さんのせいだと言って、その話はすぐに流してしまうだろう。

　スマホを強く耳に当てたまま、どうしようかと悩んでいると、陽太が私の顔を覗き込んできた。

「なにかあったのか？」

　ささやくような陽太の声に、小さく頷きながら、『ごめんね、ちょっと待って』と口ぱくで答えた。

　陽太はそれに頷きながらも、心配そうに私を見つめる。

「……いえ、なんでもないです」

　結局、忍さんになにも聞けないまま電話を切った。

　弱虫。意気地なし。

　心の中で何度も自分を責めて、その不甲斐なさにうつむいた。







このぬくもりがあれば大丈夫




　翌朝、私は会社に電話をして事情を話し、休ませてもらうことにした。

　姉さんの容体次第で明日以降も休んでいいと課長に気遣われ、ホッとした一方で、私が会社を休んでも影響はないんだなと少し落ち込んだ。

　そういえば、大原部長もそんなことを言っていたな、と思い出す。同時に、私の秘書課への異動も、会社全体で考えれば大した問題ではないのだと、肩の力が抜けた。

　姉さんが入院している病院は公香や唯香が生まれた総合病院で、私が到着した時には、既に姉さんは外科の個室で退院の準備をしていた。

「姉さん、大丈夫？」

「あ、わざわざごめんね。ふふっ。鈍くさいでしょ？　公香が自転車でこけないように追いかけてたのに、私がこけちゃって。おまけにこけ方が下手だったから、頭から地面に飛び込んじゃった」

　ベッドから足を降ろして腰かけていた姉さんは、ははっと笑った。その口調はしっかりしていて、昨日の脳しんとうの影響も見られない。

　私はようやくホッとした。

「わざわざごめんね。忍が来てくれって無理やりお願いしたんでしょ？」

「ううん、大丈夫。……姉さんのほうこそ、どう？」

　私はベッドの横にパイプ椅子を置いて、座った。

　すると姉さんはベッドに腰かけたまま、私に向き合った。

「起きてテレビを観るくらい元気。とはいっても、やっぱり頭は少し痛いんだけどね。でも気分は悪くないし食欲もあるから、心配しなくても大丈夫だよ」

「じゃあ、予定通り退院できるの？」

「うん。さっき念のためにもう一度検査を受けたんだけど、異常はなかったから、とっくに着替えて待っていたのよ」

　姉さんを見れば、淡いピンクのブラウスと白いフレアスカートを着ている。夕べ、忍さんが家から持ってきてくれたらしい。

「退院の手続きは日下さんがしてくれるから、あとは荷物をまとめて帰るだけ。わざわざ七瀬に会社を休んでもらうほどでもないんだけど。ごめんね」

「ううん、仕事より姉さんのほうが心配だから」

　思いのほか大きな声の私に、姉さんはうれしそうに笑った。

「ありがとう。だけど、ホントに大丈夫なのよ。走ってる時に足がもつれて転んじゃっただけで、忍が大げさなのよ」

　肩をすくめた姉さんはベッドから降りると、ロッカーからカバンを取り出して荷物を詰め始めた。

「あ、私がするから姉さんはじっとしててよ。今日も安静にしておいたほうがいいよ」

　私は慌てて姉さんの手からカバンを取り上げ、ロッカーに残っている荷物を詰めていく。

「大丈夫なのに。ホントにみんな大げさなんだから」

　姉さんはブツブツ言いながらも諦めたのか、冷蔵庫からペットボトルのお茶を出してくれた。

「七瀬はお茶よりコーヒーが飲みたいわよね？　でも、家に帰ったらおいしいコーヒーを淹れてあげるから、今はお茶で我慢してね。あ、近所の人からおみやげにもらった珍しいお菓子がたくさんあるの。それも食べてね」

「あ、そうなの、ありがとう」

「そうだ、公香のお洋服を買いに行った時に、七瀬が気に入りそうな靴を見つけたから買ってあるの。それも持って帰ってね。深い緑のハイヒールなんだけど、黒いリボンがあしらわれていてかわいいのよ」

　冷蔵庫の中身を片づけながら、姉さんが言葉を続ける。

「それに、七瀬が好きなアイドル……えっと、この前のコンサートはチケットがとれなくて悔しがってた……あの男前のグループ。名前は忘れちゃったけど、忍に伝つ手てがあったから、来月のコンサートのチケットを取ってあるわよ。陽太くんと一緒に行っておいでよ」

「……あ、うん」

　私が口を挟む間もない明るい声はいつもと同じで、姉さんの状態は悪くないとわかるけれど、こんな時でさえ私のことを気にかけてくれている。それが少し苦しい。

　買い物に行けば私の物をたくさん買ってくるし、旅行に行けばおみやげはもちろん、現地で有名なお酒も飲みきれないほど買ってきてくれる。もう社会人になって数年が経つというのに、お小遣いをくれようともする。

　仕事に就き、収入もある大人なんだからと断れば、服や靴、化粧品など物を直接送りつけてくることが増え、過保護な姉さんが変わる気配はない。

　今も楽しそうに「そろそろ外商さんがうちに来るから、七瀬のスーツも揃えない？」と口にしている。

「姉さん、私のことはいいから、ゆっくりと体を休めてケガを治さなきゃ。それに、自分の物は自分で買うから、気にしないで」

　少し強い口調でそう言えば、姉さんは苦笑しながら「はいはい、わかってます」と言ってそれを聞き流す。

「あ、これも片づけなきゃ」

　姉さんは、ソファの上にある服や雑誌を手に取った。

　じっと見なければわからない程度のぎこちない足の動きを目にして、あの日階段から落ちた時のケガの影響が今も残っていると改めて気づく。

　日常生活に支障はないとはいえ、多少の不便さはこの先も続くと聞いている。姉さんがそのことで私を責めることはなく、それどころか、私へ向ける愛情はいっそう強くなっている。

　国内屈指の企業グループのトップである音羽家本家の嫁としての重責も背負っているというのに、今もなお、姉さんの私への愛情は際限がない。母親として公香と唯香に注ぐべき愛情の何割かが私に向けられ、姉さんの生活の中にはいつも私への想いがある。

　高校時代、私が表情を失ったことへの後悔の念を抱いていることがわかるだけに、私はそれを拒むことも、素直に受け入れることもできずにいる。姉さんの足を傷つけてしまった申し訳なさも加わり、私と姉さんのかみ合わない関係の行き先は、見えないままなのだ。

　けれど、このままでいいとは思っていない。もちろん、姉として妹の私を大切に思う気持ちは当然のものだ。私だって、姉さんを大切に思っているし愛している。

　ただ、姉さんには、私以上に大切にしなければならない忍さんや公香、そして唯香という家族がいるのだ。その家族を一番に考えてほしい。だけど……。

「ねえ、日下さんに送ってもらうついでに、七瀬が大好きなクレープを食べて帰ろうか」

　私の世話をすることが楽しいと明らかにわかる笑顔を浮かべる姉さんに、どう言えばそのことがわかってもらえるのか、わからない。

　悩みは多いけど、とにかく今は姉さんを家に連れて帰ることが先決だ。

「クレープなら、公香だって大好きなんだから、今度連れていってあげれば？　昨夜も姉さんがいなくて寂しがってるはずだよ」

　強い口調でそう言えば、姉さんもそのことはわかっていたのか、すぐに納得してくれた。

「そうね。寂しがってるわね、きっと。朝電話した時にも、お昼ご飯は一緒に食べようって言ってたし」

「だったら、私のことはいいから早く帰ろう。退院手続きも終わる頃だろうし」

　会計で手続きを済ませた日下さんが、そろそろ戻ってくるだろう。私は残っている荷物を急いでカバンに詰めた。

　それからすぐに日下さんが戻り、私たちは病室をあとにした。




　姉さんの家に無事に着いたあと、遅めの昼食をいただくことになった。

　忍さんのお母さんが用意してくれたオムライスは、公香のリクエストだそうだ。

　幼稚園を休んで姉さんの帰りを待っていた公香は、私たちが帰ってきてからずっと姉さんから離れない。普段は妹の唯香の世話に忙しい姉さんに気遣ってわがままを言わない公香も、別々に過ごした夜がよっぽど寂しかったのか、今も姉さんの横に座って一緒にオムライスを食べている。

「おばあちゃんのオムライス、おいしいね」

　そう言って姉さんが公香の口もとについたケチャップをティッシュで拭くと、くすぐったそうに笑い声を上げ、公香は大きく頷いた。

「朝ご飯はフレンチトーストだったんだよ。おばあちゃんがいっぱいシロップをかけてくれたから、いっぱい食べたの」

　もぐもぐとオムライスを食べながら教えてくれる公香に、私は「いいなあ」と答えた。

　公香の大好物ばかりを作ってくれたおばあちゃんを見れば、忍さんによく似た整った顔立ちを崩し、うれしそうに笑っている。孫だけでなく、嫁である姉さん、そして私のことも家族として大切にしてくれる優しい人だ。

「ねえ、ななちゃん。晩御飯は陽太くんも一緒なんでしょ？」

　公香が、思い出したように声を上げた。

「えっ、陽太？　うん、来るって言ってたけど、公香はどうしてそのことを知ってるの？」

「パパが言ってたよ。陽太くんが大切なお話をするんだって」

「あ……」

　手にしていたスプーンから、ポロリとオムライスがお皿に落ちた。

「ななちゃん、上手に食べてね」

「あ、うん、ごめんごめん」

　落ちたオムライスを慌てて食べて、公香に笑ってみせる。

　陽太が来るのを楽しみにしている公香に笑顔を返しながらも、ドキドキしてくる。

　これまで陽太は何度もこの家に来たことがあるし、姉さんとも仲がいい。私にはもったいないほどのいい男だと何度も言われているけれど、陽太が今日ここに来るのは、改めて私との結婚を許してもらうためだ。

　既に陽太のご両親への挨拶も済ませているし、タイミングとしてはおかしくない。とはいっても、姉さんが退院したばかりの今日やってくるなんて、焦りすぎだ。だけど、しばらく待ってほしいと言った私の言葉はあっさりと聞き流された。

　私はひとつ息を吐いて、気持ちを落ち着けた。

　仕事が終わってから来るとなれば、まだまだ時間はある。それまでに、もう少し覚悟をしておかなければ。

「どうしたの？　オムライス、もう食べないの？」

　スプーンを持ったまま考え込んでいた私を、公香が困った顔で見つめている。

「ううん、食べる食べる。こんなにおいしいオムライスを残すなんてもったいない」

　私は慌ててオムライスを頬ばった。

「あ、そうだ」

　なにかを思い出したように、公香が大声を上げた。

「どうしたの？」

　姉さんが、公香の顔を覗き込む。

「あのね、陽太くんが大好きなアイスを買いに行きたい」

　そう言うと、椅子から降りた公香はとことこと歩き、リビングの入り口にかけてある手提げカバンを手に取り振り返った。

「陽太くん、公園の近くのお店のチョコアイスが大好きだから、買いに行こうよ」

　今にもリビングから駆け出しそうな勢いでそう言うと、飛び跳ねながら「早く、早く」と私たちを急かす。

「陽太と食べたことがあるの？　えっと、そのチョコアイス」

　公香の言葉に促されるように腰を上げ、私はソファに置いていたカバンから財布とスマホを取り出した。

「この前、お母さんが唯香とお昼寝してる時に陽太くんが散歩に連れていってくれたの。その時に『唯香には内緒だよ』って、ふたりで食べた。陽太くん、『大好き』って言ってたから、買いに行こうよ」

「そっか。公香と陽太の秘密なんだね」

「うん。絵本も買ってくれたよ。もう少し唯香が大きくなったら読んであげられるように、一緒に練習中なの」

　うれしそうに笑う公香の頭を撫でてあげれば、照れたようにぴょんぴょん跳ねている。

　陽太と公香がいつ公園に散歩に行ったのか、はっきりとわからないけど、唯香が生まれて以来、たしかに姉さんは唯香にかかりきりで、普段から聞き分けのいい公香のことは後回しになっている。仕方がないとはいえ、公香を気にかけた陽太が連れ出してくれたんだろう。

　公香だってまだ五歳の甘えたい年頃だ。『内緒』なんてワクワクするような言葉をかけつつ、公香の寂しさを紛らわせてくれたに違いない。

「じゃあ、公園で陽太が来るのを待とうか」

　公香の前に腰を下ろして目線を合わせれば、公香は目をキラキラ輝かせた。

「やったー。公香、陽太くんとすべり台もしたい」

　私の手を引っぱりながら玄関へ向かう公香は、姉さんを振り返ると……。

「お母さん、行ってきます」

　大きな声を上げた。

「ちょっと、公香。公園ならあとでゆっくり……」

　姉さんは慌てて駆け寄ってきた。

「ねえ公香、唯香がお昼寝したらお母さんも一緒に行ってあげるから待ちなさい」

「えー」

　姉さんの言葉に、公香は口をとがらせた。

「それに、陽太くんが何時に来るのかわからないでしょ？」

「でも、早く行ってすべり台で遊びたい」

「だから、あとでお母さんも一緒に行ってあげるから」

　姉さんがそう言い聞かせても、公香はいっこうに諦める気配を見せない。

　公香は私の手をさらに強い力でぎゅっと握り、うつむいた。

「お母さんは頭が痛いから無理しちゃダメだって、お父さんが……」

　くぐもった小さな声が聞こえて、私は姉さんと顔を見合わせた。

「お母さんはおうちでゆっくりしないといけないんでしょ？　お父さんがそう言ってた」

　姉さんはゆっくりと膝をついて公香の顔を覗き込んだ。

「お母さんは大丈夫よ？　夕べ病院でたくさん眠ったから、元気いっぱい。だからお医者様がおうちに帰っていいって言ってくれたのよ？」

　公香の頭を優しく撫でながら、姉さんは公香に語りかける。

「でも、心配してくれてありがとう。公香は優しくていい子だね」

「うん、唯香のお姉ちゃんだもん」

「そうだね……。唯香の素敵なお姉ちゃんだし、お母さんの自慢の娘。……そっか。公園で遊びたいのね」

　姉さんは公香の頬を優しく撫でながら、「うーん」と考え込んだ。そしてゆっくりと立ち上がると、リビングの片隅に置かれているベビーベッドでもぞもぞと動いている唯香の様子を見に行った。時折「うー」やら「ぶぶ」と声を出す唯香にふっと笑みを漏らしたあと、私と公香を振り返る。

「唯香はおばあちゃんとお留守番。私たちは今から公園に行っちゃおうか？　陽太くんと一緒に食べたアイス、お母さんも食べたいな」

　明るい笑顔でそう言った姉さんの言葉に、公香は「ホント？　やったー」と言って両手を上げた。

「アイス、おいしいんだよ。公香はいつも半分でお腹いっぱいになるから、お母さん、半分こしようよ」

　手にしていたカバンを床に落として姉さんのもとに走り、うれしそうに腰に抱きつく公香。普段、いいお姉さんになろうと我慢ばかりの彼女にとって、お母さんを独り占めできる、思ってもみなかった時間なのだろう。

　姉さんも公香の頭をぽんぽんと優しく叩きながら、愛情に満ちた表情で見つめている。いつも私に見せる表情なんか比べ物にならないほど、輝いている。母娘なのだから、当然だ。

　もしも私が姉さんの庇ひ護ごから離れ、地上に降りたのなら、これまで私に注がれていた姉さんの愛情や気遣いは公香のものになる。やはり、今のままではいけないのだ。

「じゃ、三人でゆっくりと公園に行こうか。公園に着いたら陽太にいつ頃来るのか聞いてみるね」

　私の言葉に、公香は姉さんにしがみついたまま、こくこくと頷いた。




　退院したばかりの姉さんを公園に連れ出していいのかと思いながらも、唯香を見ていてくれるという忍さんのお母さんの言葉に甘え、三人で公園に向かった。

　姉さんの家の近くにある公園は、園内にプールや野球場、植物園などを擁している大規模な園だ。

　私と姉さんに挟まれて両手をつないでいる公香は、ゆっくりと歩く姉さんに歩みを合わせ、にこにこと歩いている。

　途中すれ違う近所の人から「公香ちゃん、今日はお母さんと一緒でうれしいね」と声をかけられて満足げに笑い返したり、以前陽太と歩いた時に知り合ったという大きな犬の『カムちゃん』を紹介してくれたり。休む間もなく話し続けている。

　子供と一緒に過ごす幸せを実感しているのか、もともと整っている姉さんの顔はさらに輝いている。

　するとその時、姉さんがなにかを思いついたように口を開いた。

「そろそろ七瀬の部屋のクーラーを掃除しなきゃね。今年も我が家の掃除と一緒に業者さんにお願いしておくけど、いつがいい？」

「クーラーか……。陽太が自分の家のクーラーはいつも自分で掃除してるって言ってたし、今年は陽太とふたりでやってみようかな」

「あ、そうなの？　だけど、業者さんに頼んだほうが楽だよ」

　私の言葉を聞き流し、姉さんは相変わらず私のことを気にかけている。

「うん……。でも、ずっと音羽家のお世話になるわけにもいかないから。少しずつ自分たちで頑張ってみようかと思ってる」

　姉さんがどんな反応を見せるのかが気になって、早口になった。

「公香と唯香に手がかかるんだし、姉さんや忍さんに……これ以上お世話になるのはダメだなって、ようやく気づいたというか」

「そんなの、いいのに。私は七瀬がずっと幸せでいられるように、いつまでも……」

　姉さんの申し出を断る私に、姉さんは焦ったように言葉を続けた。私の幸せを願うと言い、おまけに面倒なエアコン掃除を業者さんにしてもらえるなんてありがたい申し出だけど、陽太が『エアコンの掃除なら任せてくれ』と自信たっぷりに言っていたのを思い出し、やっぱり断ろうと決める。

「ダメ。姉さんは十分私を幸せにしてくれたから、これ以上はもういいの」

「でも、私はたったひとりの妹を幸せにしてあげたいだけで。お世話してるつもりもないの。甘えていいのよ」

「姉さん……」

　やっぱり姉さんは、これからも私の面倒をみるつもりでいる。姉さんがまだ私への罪悪感を抱えているのなら、そんな重荷は捨ててほしいのに。

「今まで十分甘えてきたから、私は……」

　落ち込んでいる姉さんに、私はどう声をかければいいのかわからず、口を閉ざす。

「ななちゃんが甘えるのは陽太くんでしょ？」

「え？」

　今まで私たちのやり取りを静かに聞いていた公香が、突然話に加わった。私はそれに驚き、公香に視線を向ける。

「ななちゃんが甘えるとかわいいって言ってた。陽太くんはななちゃんにいつでも甘えてほしいんだって」

「そ、そんなこと言ってたの？」

　慌てた私に、公香は首をかしげて言葉を続ける。

「だから、ななちゃんをちょうだいって言われたよ」

「ちょ、ちょうだい？」

　相手はまだ幼稚園児だというのに、いつの間にそんな話をしていたんだ。

　焦る私を気にすることなく、公香は「ななちゃん、いいなあ。公香も誰かにいつでも甘えたいなあ」と、ぽつりと口にした。

「公香はお母さんとお父さんにいつでも甘えられるでしょ？」

「いつでも……じゃないけど……でも、いいもん」

　私と姉さんと手をつないでゆっくり歩く公香の歩幅がさらに小さくなった。

　私は膝を折り、公香の顔を覗き込んだ。

「どうしたの？　疲れちゃった？」

　空いている手で公香の頬を撫でれば、うるうると揺れている瞳に気づく。引き結んだ唇も色が変わっていて、なにかを我慢しているのがひと目でわかる。

「公香？」

　姉さんもしゃがみ込み、公香の様子をうかがった。

「お腹でも痛い？　それとも、のどが渇いたの？」

「ううん。大丈夫」

　公香はぶんぶんと首を横に振って、姉さんに笑顔を作ってみせた。

　どちらかと言えば忍さんに似ている公香のはっきりとした顔は、無理やり笑っているように見える。

　姉さんが公香の額に手を当てた。

「熱はないみたいだけど、どうしたの？　どこか痛い？」

「痛くないけど……」

　公香は下ろした両手をぎゅっと握りしめてうつむいた。

「けど？　痛くないけど、どこか変なの？　教えてくれる？」

　私の言葉に、公香は再び首を横に振り、「変じゃない」とひと言つぶやいた。

　そのはずみで公香の頭からピンクのカチューシャが足元に落ち、私は慌てて拾う。

「かわいいね。公香によく似合ってるよ」

　肩より少し長いサラサラの髪を撫でて、カチューシャをゆっくりと頭に乗せると、公香は照れくさそうに笑った。

「この前、陽太くんがプレゼントしてくれたの。幼稚園で縄跳び十回飛べたから、ご褒美だって」

「ご褒美？」

「うん。縄跳びが跳べないと幼稚園でいじめられるから、お母さんがいない時に公園で練習してたの……」

　公香はうつむき、言いづらそうにつぶやいた。

「……いじめ？」

　私は弱々しい声で話す公香の肩に思わず両手を置き、彼女の顔を覗き込んだ。唇をかみしめて、うるうると揺れる瞳からは涙がこぼれ落ちそうだ。

「公香、幼稚園でいじめられてるの？」

　厳しい声を上げそうになるのをどうにかこらえ、優しく聞いた。

　姉さんを見れば、かなり驚いているようで、公香を見つめおろおろしている。

「縄跳びが跳べないと、みんなが公香のことを鈍くさいって言って遊んでくれないから、一生懸命練習したの。でも陽太くんが教えてくれたから、跳べるようになった」

　公香は自分の足元を見ながらそう言って、頬に伝う涙をごしごしと拭った。

「公香……どうしてお母さんに言ってくれなかったの？　縄跳びの練習をしてるなんて、ひと言も言ってなかったでしょ？」

　驚きを隠せない姉さんが、少し厳しい声で公香に問いかける。

　公香は姉さんの強い口調にぴくりと体を震わせ、ぽろぽろと涙をこぼす。

　私は慌ててポケットから取り出したハンカチで公香の頬を拭いた。ひくひくと声を上げる公香の細い体がいっそう小さくなったように思える。

「めぐちゃんが……お母さんと一緒に縄跳びの練習をしたら上手に跳べるよって言ってたけど、公香のお母さんはいつも唯香のお世話で忙しいし、時々ななちゃんのおうちに行っちゃうから」

　小さなささやきは、とても悲しげで震えていた。

　幼稚園でのいじめがどの程度なのかはわからないけど、めぐちゃんというお友達は、お母さんと一緒に縄跳びの練習をしたんだろう。公香にもお母さんと練習したらいいと言ったのは、公香を想っての言葉だったのかもしれない。だけど、公香はお母さんの忙しさを気にしてなにも言えなかったんだろう。

「ごめんね、公香。ななちゃんの家にもう来なくていいよってお母さんに言っておくし、公香はお母さんと一緒に縄跳びでも塗り絵でも、一緒に楽しいことをしてちょうだい」

　私は公香の頭をゆっくり撫でながら、そう言った。

　姉さんが私の世話をする義務はないのだから。もう、私のことを気にかけて、大切な家族との時間を犠牲にする必要はないのだ。

「ななちゃんはもう大人だから、ひとりでも大丈夫。これからは、お母さんになんでも話そうね」

「……でも」

　私の言葉に納得できないのか、公香は相変わらず寂しげな表情を浮かべている。そして、私と姉さんの顔を期待するように順に見る。

　すると、姉さんがふうっと大きな息を吐き出した。

「ごめんね、公香。お母さん、公香がしっかりしてるから甘えてたね。今度からは一緒になんでも練習しようね」

「ホント？」

「うん、ホントだよ。だけど、お母さんは足を上手に動かせないから、うまく教えてあげられるかわからないの。それに、ななちゃんはひとりで暮らしているから、お母さんがちゃんとお世話しないと寂しいでしょ？　だから、ななちゃんのおうちに行くのは許してね」

　言い聞かせるような姉さんの言葉に、公香は次第に表情を曇らせていく。

「姉さん……」

　どうして姉さんは私のことをそこまで気にかけるんだろう。公香の悲しい顔や言葉に、なにも感じないのだろうか。

「姉さん、私はもう大丈夫だから。これからは私のことは気にせず、自分の家族のことだけを考えて」

　私がそう言って「ね？」と繰り返しても、姉さんは「だって、七瀬も家族だもん」と繰り返す。相変わらず、私への執着にも似た愛情が陰る様子は見えない。

　公香は姉さんの言葉に傷ついたのか、「やっぱり……」とつぶやき、うつむいた。これからはもっとお母さんと一緒に過ごせるかもしれないと期待しただろうに。

　その想いを姉さんも察しているはずで、公香の手をぎゅっと握りしめている。

「ねえ公香、あとでおうちに帰ったら、お母さんに縄跳びしているところを見せてね」

「……うん、じゃあ、今日は十一回跳べるように頑張る」

　姉さんの優しい言葉に、公香はそれまでの落ち込んだ表情を消し、代わりに明るい表情を見せた。おまけに、返事をすると同時に何度かぴょんぴょん跳び上がった。姉さんの気持ちが変わることはないと諦めたのかもしれない。

　その時、公香の頭から再びカチューシャがするりと落ち、足元で転がった。

「あーあ、また落ちちゃったね」

　私はカチューシャを拾い上げ、公香の頭に戻してあげた。

「公香は頭が小さいから、このカチューシャは大きいね」

　公香は頭のカチューシャを手で整えて、私に「かわいい？」と言いながら顔を上げた。

「すごくかわいい。だけど、いつ陽太に買ってもらったの？」

　再び三人で手をつなぎ、公園に向かってゆっくり歩く。

「うーん、ピアノのおけいこのあと。おばあちゃんと帰ってきて、そのまま公園で縄跳びの練習をしてたら、陽太くんとお父さんが一緒に帰ってきたの。お父さんはおうちに帰って、陽太くんは公香と一緒に縄跳びの練習をしたの」

　公香は思い出すようにつぶやいた。

「え？　忍さんと陽太が？」

　いつのことだろう。そんなこと、聞いてないんだけどな。姉さんの家に行くのなら、私を誘ってくれてもいいのに。

　すると、姉さんが思い出したように声を上げた。

「あー、あの日ね。たまたま陽太くんが仕事で忍さんの会社の近くに行ったらしくて、飲みに誘ったらしいのよ。だけど、忍さんは唯香の顔が早く見たいからって、うちに連れて帰ってきたの。公香の時もそうだったけど、ホントにもう、子供が大好きで」

　呆れたような姉さんの声。

　子煩悩そのものの忍さんのことだ、飲みに行くよりも家に帰って公香と唯香の顔を見たかったに違いない。

「陽太くんがね、その時にカチューシャをプレゼントしてくれるって約束してくれたから、公香、頑張ったの」

「そっか。公香は一生懸命練習して跳べるようになったご褒美に買ってもらったんだね」

　私の言葉に、公香は大きく頷いた。

「陽太くんは、公香のことが大切なんだって。だから、ちゃんと約束を守ってくれたの」

　貼りつけていた笑顔を一瞬崩し、陽太の優しさにすがるように公香はつぶやく。

　本当は、いつでも大好きなお母さんと過ごしたいはずなのに、きっと我慢ばかりしているんだろう。その責任は私にもあると感じて、落ち込んだ。

「今日も縄跳びを持ってきたらよかったな」

　公香の言葉に、私は笑顔で頷いた。

「陽太くん、二重跳びも上手なんだよ」

「そっか。ななちゃんもできるから、今度教えてあげる」

　公香への愛しさが膨らんで、思わず大きな声が出た。

「うん。後ろ跳びも教えてくれる？」

「いいよ。幼稚園で一番上手に跳べるように頑張ろう」

　公香とふたり、顔を見合わせて笑う。

　姉さんはそんな私たちを見て優しく笑っている。

「あ、公園が見えてきた」

　公香のはしゃいだ声に視線を向ければ、大通りの向こうに公園が見えてきた。

「アイス、楽しみ。陽太くんと半分こするとおいしいんだよ」

　公香はワクワクした声でそう言って、公園に行くのが待ちきれないかのようにずんずん歩いていく。

　私は慌てて公香の手を握り直した。その時、青信号が点滅していることに気づき、立ち止まった。

　すると公香は、辺りをきょろきょろと見回したかと思うと、ハッとしたように目を見開いた。

「あ、陽太くん！」

　大声で叫び、両手を私と姉さんから離して、そのまま走り出した。

　通りの向こう側に陽太の姿が見える。

「公香っ」

　その背中を捕まえようと手を伸ばしたけれど、あっという間に公香は横断歩道に飛び出した。続いて差し出した姉さんの手も空くうを切り、公香を捕えることはできなかった。それどころか、突然のことに足元のバランスを崩し、その場に倒れ込んだ。

「公香、ダメ。戻りなさい」

　地面に膝をつきながら叫ぶ姉さんの声に、一瞬、公香は立ち止まり振り返った。けれど、既に横断歩道の真ん中辺り。向こう側に渡ろうか戻ろうかと泣きそうな顔をしている。

　信号は点滅を終えて赤信号に変わり、車は今にも動き出そうとしている。クラクションが響き、その大きな音に怯えた公香は、くしゃりと顔をゆがめた。

　私は姉さんをその場に残し、飛び出した。横断歩道の真ん中に立ち尽くしている公香に駆け寄り抱き上げる。

　背後からは、「公香っ」と叫んでいる姉さんの声。そして横断歩道の向こう側からは、私たちに向かって走ってくる陽太の姿。

「七瀬、早くこっちに来い」

　叫びながら駆け寄る陽太の姿に、私は公香を抱きしめ、必死で走った。もつれそうになる足を動かし、公香を守るように抱きしめながら。

　渡り終える途中で陽太が私のそばに駆け寄り、背中を押してくれる。その温かさを感じた瞬間、ホッとして泣きそうになった。

　ほんの数秒。だけど、公香を失うかもしれないと不安におびえた長い時間。横断歩道の向かい側に着くと同時にしゃがみ込み、大きく息を吐き出した。

　公香はむせながら、私の腕の中で泣いている。

「もうこんなことしないでね。ななちゃん、どうしようかと……」

　荒い呼吸を繰り返しそう言って、ハッと後ろを向けば、通りの向こう側でしゃがみ込んだままの姉さんが泣いているのが見えた。

「俺が連れてくるから、待ってろ」

　陽太も姉さんに気づいたのか、そう言って私の背中を撫でてくれた。

　いつも私を守ってくれる陽太の笑顔にホッとして、私は大きく頷いた。




　安全な場所に落ち着いたあとも、公香は道路の真ん中で身動きが取れなくなった恐怖と、自分のせいで私たちに迷惑をかけたことへの反省で涙が止まらなかった。

　出張がなくなり、たまたま家に帰っていた忍さんからの電話に事情を説明して迎えに来てもらった時も、公香は姉さんにしがみついて離れなかった。

　車道を挟んだ向こう側で公香の名前を叫んでいた姉さんも、公香を抱きしめて離そうとせず、忍さんに支えられ歩いている時も、公香の手をずっとつかんでいた。

　姉さんも公香も怖い思いをしたばかりなのに、そうやって手をつなぎ寄り添えることがうれしいのか、時折笑顔を浮かべながら帰っていく。

　結局、結婚の挨拶をするつもりで陽太は来たけれど、それどころではなくなった。とはいえ、陽太の訪問の理由を察していた姉さんの『今さら挨拶はいいから、早めに準備を進めなさい。もちろん、相談にはのるわよ』という言葉によって、陽太と私の結婚は了承されたようだ。

　反対されることはないと思っていたけれど、結婚式や新居のことについては姉さんが取り仕切って決めていくだろうと覚悟していた。だけど、それは杞き憂ゆうに終わり、姉さんは私たちに任せてくれるらしい。

　もちろん陽太のご両親の意見もあるだろうし、私たちだけですべてを決められるわけではないけれど、姉さんの言葉は思った以上に私の気持ちを楽にした。

「公香、うれしそうだな」

　陽太と私は、帰っていく三人の後ろ姿を見ながらホッと息をついた。

　公香を真ん中に挟んで手をつなぐ姉さんと忍さん。親子三人で歩く姿は自然で、あるべき姿だと実感した。

　唯香が生まれ、姉さんは育児に忙しく、おまけに私の世話にも時間を割いていた。忍さんだって、仕事が忙しくてなかなか公香を構ってあげられずにいる。公香にとっても、姉さんや忍さんにとっても、三人で過ごせる時間がこれからもたくさんあればいいなと願わずにはいられない。

「七瀬は落ち着いたのか？」

「うん、さっきまでは気持ちが昂ぶってたけど、今はかなり落ち着いてきた」

　姉さんたちを見送ったあと、私は陽太と手をつなぎ、公香お勧めのアイスを目指して歩いていた。

　半年ほど前にオープンしたそのお店は、ベルギーから取り寄せたチョコレートを使ったアイスが有名らしく、連日行列ができる人気店。何度か食べたことがある陽太と違い、私は今日が初めてだ。

「甘すぎるチョコがやみつきになるんだよな。公香はすぐにお腹いっぱいになるから半分こで食べるんだけど、七瀬はどうする？」

　お店が見え、「やっぱり今日も行列だな」と陽太が苦笑している。

「私もとりあえず半分でいいかな。甘すぎるっていうのが興味深いけど」

　ふふっと笑いながら、陽太に連れられて歩く。

　その時、少し離れた通りから、自動車のクラクションの音が聞こえた。

　思わず立ち止まりそうになるけど、歩みを止めないよう、ひたすら動かす。公香が横断歩道の真ん中で立ち尽くしていた姿が頭に浮かんで苦しい。

　これからしばらくの間、クラクションの音に敏感に反応してしまいそうだ。

　すると、陽太が歩くスピードを落として口を開いた。

「大丈夫。公香もこれに懲りて、もう車道に飛び出すことはないだろうし。車の運転手たちも、七瀬たちが横断歩道を渡り終えるまで、特に苛立つこともなく待ってたぞ」

　私を安心させるような陽太の声を聞いて、足に少し力が戻った。

「俺も公香が走り出した時は血の気が引いたけど、子供が横断歩道の真ん中に立っていたら、車も待ってくれるさ。あのクラクションの音には慣れないけどな」

　たしかに、子供が飛び出しているのに車を走らせるなんてことは誰もしないだろう。だけど、あの時は私も姉さんも気が動転し、公香が車に轢ひかれてしまうと思った。それに、大切なものが消えてしまう苦しみに押し潰されそうだった。

「そう言いながらも、俺も七瀬と公香が横断歩道を渡り終えるまで、心臓が止まりそうなくらい痛かったな……」

　ふうっと息を吐き出して、気持ちを整えている陽太。

　私の気持ちを明るくするために口では軽やかな言葉を繰り返しているけれど、私の手を握る強さはかなりのものだ。

　もう二度とあんな経験はしたくない。誰かを失うかもしれない苦しみはいらない。

　だけど、その苦しみが姉さんの気持ちに変化をもたらしたのかもしれない。車道の真ん中で立ち尽くす公香を助けようと飛び出した私に気づいても、姉さんの口から出たのは公香の名前だけだった。何度も公香の名前を叫ぶ姉さんの声は、震えて苦しそうだった。そして、公香を愛する気持ちに溢れていた。

　振り向けば、再び動き始めた車の流れの合間から、今すぐ公香を抱きしめたいと願っている姉さんの姿が通りの向こうに見えた。ただでさえ不自由な足でよろよろと立ち上がり、信号が変わるのを待っていた。

　そう、姉さんの目は私に向けられることはなく、ひたすら公香だけを見ていた。

　その時、私に対する目に見えない姉さんからの拘束が解かれた、と感じた。私への罪悪感から生まれた執着や、我が子よりも優先する私への強い愛情からの、解放。

「七瀬」

「え？」

　名前を呼ばれてハッと我に返ると、私の顔を覗き込む陽太と目が合った。

「かなり待たされそうだな。まあ、ふたりで待てばあっという間か」

　私たちは長い列の最後尾、高校生らしいカップルの後ろに並んだ。

　陽太はつないでいた私の手を離すと、そのままその手は私の腰を抱き寄せた。

「俺が七瀬の名前を呼ぶから、大丈夫だ」

　私の耳もとに、陽太のささやきが落とされた。

　列に並ぶたくさんの人たちを気にすることもない陽太にドキリとした。思わず辺りを見回し、陽太の声が聞かれてないことを確認する。

「誰も周りのことなんて気にしてないだろ。うまいアイスのことで頭はいっぱい」

　陽太がくすくす笑い、私の腰の上に置いている手をリズムよく動かす。

「だ、だけど、やっぱり気になるし」

　人前で体を寄せ合ったり甘い言葉を交わしたりすることには慣れていないのだ。恥ずかしいに決まっている。

「お姉さんの愛情は、向けられるべき人……公香にようやく向けられたってことだろ？　だからといって七瀬への愛情が消えたわけじゃないし、それに……」

　陽太はそこでいったん口を閉じ、さらに強い力で私を抱き寄せた。

「ちょっと、よ、陽太……」

　まだ緊張が残っているのか、おぼつかない足元がぐらりと揺れた。

「だけどな、油断は禁物。お姉さんの七瀬への愛情がすぐに消えるとは思えない」

「え？　でも……」

　忍さんと公香と一緒に帰っていく姉さんは、ちらりとも私を振り返らなかった。家族への愛情に改めて気づいて、私への不要な愛情を手放したはずだ。

「姉さんは私よりも公香と唯香のことが大切だって思ったはず。もう大丈夫というか……私のことはもう」

　きっと姉としての必要最低限の愛情で私に向き合ってくれるはずだ。

　そう思いながら陽太に視線を向ければ、「甘いな」と返ってきた。

「人の想いがそう簡単に変わるわけがない。さっきみたいにひとつ間違えば公香の命にかかわる場面を見たとしても、だ。お姉さんの七瀬への想いはダイヤよりも硬く強いんだ」

　うんうんと頷きながら力強い声で話す陽太に、私は「そ、そうかな」と曖昧に答えた。

　訝しがる私をちらりと見た陽太は、にっこりと笑った。

「どうしてお姉さんの気持ちがわかるのかって顔してるな」

「え、うん、そうだけど……」

　私が疑問に思っていることを、どうして察することができるんだろう。

　首をかしげて陽太を見つめていると、陽太はふふんとでもいうように口を開いた。

「お姉さんと俺は同じなんだよ。七瀬のことが好きで好きでたまらないんだ。だから、七瀬への想いが簡単に消えるなんてあり得ないって、よーくわかる」

「……は？　好きで好きで……」

「たまらない」

　恥ずかしがる様子もなく、陽太は当然のようにひと言で言い切った。

「な、な……なんで、そんな簡単に」

　陽太の言葉を頭の中で繰り返す。私へのとてつもなく強い想いを口にする陽太から目が離せないと同時に、足から力が抜けていく。

「俺の、この五年近くの愛情をなめるなよ。それに、その何倍もの間、七瀬を守ってきたお姉さんの愛情も、同じだ。お姉さんが七瀬をきっぱり手放すとは思えない」

　未来を予想するように話すその声からは、自信も感じられる。

「七瀬が寂しいと思う間もなく、『結婚式のことだけど』とか言いながら、音羽家の意向なるものを用意してくるはずだから。まあ、お楽しみにってとこだな」

「音羽家の意向？　姉さんの嫁ぎ先ではあるけど、私には直接関係ないし。それより、陽太のご両親の意向のほうが大切でしょ」

　結婚となれば、私たちだけの問題ではなくなってくる。賛成してもらっているとはいえ、陽太の家族の意見もちゃんと聞いておかなければならない。

　すると、陽太は特に深く考えるでもない声でつぶやいた。

「俺の実家の意向なら、『幸せへの門出だから、好きに決めなさい』ってことらしいから、なんでもありってことだ」

「え？　好きに、決めていいの？」

　そんな勝手が許されるのだろうか。

「ああ。俺らが納得すればそれでいいんだってさ。姉貴の時もそうだったし。だけど、音羽家はそうもいかないだろうな。義理とはいえ、いずれは会社の上層部に入る人間の妹だから、マスコミ対策と万全のセキュリティ……は、仕方ないか。なんせ音羽家だし」

「あ、あの、それほど気にすること？」

　陽太の言葉の力強さに疑問を感じる。

　たしかに、いずれは忍さんもお兄さんと一緒に音羽グループの経営に携わることになるだろうから、いろいろ気を遣うことも多いのかもしれないけど。

「義理の妹である私の結婚に、それほど神経質になる必要ってある？」

　顔をほんの少し動かすだけで触れそうなくらい近くにある陽太の口もとを見ながら、尋ねた。

　すると、その口もとはくっと上がり、面白そうに笑う小さな声が聞こえた。

「七瀬は、いずれ大企業の重職に就く男が溺愛している妻の大切な妹なんだ。今はまだ世間に七瀬の存在はそれほど知られていないにしても、結婚式に音羽家の面々が顔を出せば、七瀬の存在は一気に公になる。となると、結婚式での安全を確保すると同時に七瀬の門出も祝える環境が必要なんだ」

　さらりとそう言って、陽太は「わかった？」と首をかしげた。

　忍さんに警護がついているのは知っているけれど、まさか私にもそれなりの配慮が必要だと聞かされて、驚かずにはいられない。

「なにも知らなかった……」

　思わずつぶやいた私に、陽太は「だろうな」と言った。

「自分の身に少なからずの危険があるなんて知って、いい気分になるやつはいないだろ？　だから言わなかったんだよ。穂香さんにもね。言えば、七瀬への過度な干渉がさらにひどくなると思ったらしい」

「そ、そうなんだ……」

　陽太の口から聞かされる内容には驚くばかりだ。今さらながら、音羽家の大きさを実感してしまう。それに、いずれは公香も唯香も、身の安全を気にしなければならなくなるのかな？とふと思い、ちょっと切なくなった。

「俺、忍さんと親しくなるにつれて、いろいろ教えてもらったんだけど……」

　今知った事実を頭の中で整理している私に、陽太の言葉が続いた。見れば、頬を染めて笑っている。

　今までどちらかといえば深刻な話をしていたというのに、なんだろう、この緊張感のない表情。

　すると、陽太は目を細めて口を開いた。

「忍さんは、何度か俺に音羽家と関わる人間の面倒くささだとか覚悟だとか、ある意味マイナスの面を教えてくれたんだけどさ、最後にはいつも七瀬を頼むって頭を下げるんだ」

　胸を張るようにそう言った陽太は、どこか誇らしげだ。

「それって、まだ七瀬と恋人でもなんでもない、ただ七瀬を愛しているだけの俺に、大切な七瀬を託すってことだろ？」

「あ……ま、まあそうかな」

　私は陽太の熱い語り口調に気圧されるように頷いた。

「俺、忍さんに任されたからじゃないけどさ、七瀬のことを守るって決めてからはいっそう七瀬のことが愛しくなって、どうしようもなかったんだ」

「え、愛しい……って、そんな素直に」

　とろけるような甘い表情を浮かべて語る陽太の隣で、私は立ち尽くす。そして、幸せだという感情が作り出す強さが体の中に湧き上がってくる。

　陽太に伝えられた言葉が私のなにもかもを変え、無敵な自分に成長させてくれるような気がする。さっき聞いた、音羽家とのつながりによる面倒くささやセキュリティなんて、どうってことないとさえ思えてきた。

「陽太、私も……」

『陽太のことが愛しい』と言おうとした時、列の前方から大きな声が聞こえた。

「お客様、お待たせして申し訳ありません。順にご案内しておりますが、店内へのご案内までにかなりのお時間をいただいております。もう少々列をお詰めいただきますようお願いいたします」

　私たちが並ぶ場所からかなり前にあるお店の入り口で、店員さんらしき女性が頭を下げながら列の整理を始めた。あまりにも長い行列が、通行の邪魔になっているようだ。

「列をお詰めくださいってさ。俺たちはこれ以上どうやって詰めたらいいんだろうな」

　陽太は面白がるように私の耳もとにささやいた。

『どうやって』と聞かれても、それは無理だろう。今でさえ私たちはお互いの体に腕を回して密着しているのに。

「これ以上、ここで距離を詰めて並ぶなんてできないね」

「ということは？　俺はここから抜けてもいいんだけど？」

　陽太が私の顔を覗き込み、意味ありげに問いかけてくる。その目は私に熱い想いを伝えていて、私が頷くのを待っている。背中に置かれた陽太の手がするりと上下し、私の答えを催促しているようだ。

「七瀬、どうしようか」

　目の前にある陽太の唇が動き、近すぎる距離のせいで昂った心がトクンと鳴った。

　思わず、私からキスしてしまいそうになる。これまで知らずにいたことを陽太から聞かされ、ただでさえ興奮している体が、いっそう熱を帯び、このまま陽太に抱きつきたいという思いでいっぱいになる。

　……だけど、わずかに残っている理性が、それを踏みとどまらせる。といっても、ほぼ抱き合っているに近い状態の私たちだから、その理性はないに等しいけれど。

　そんな思いを巡らせているうちに、なんだかおかしくなって、くすくす笑い声を上げてしまった。

「どうした？　なにがおかしい？」

　私の様子に、陽太は首をかしげた。

「ううん。なにもおかしくないよ。ただ、こうして行列に並ぶよりも陽太としたいことがあるなって思ったの」

　肩を震わせ笑いながら口にした私の言葉の意味に気づいたのか、陽太は満足げに口もとを上げた。

「それって、音羽家が太鼓判を押す警備体制完璧のあのマンションで、チョコアイスを溶かしてしまうほどの熱い時間を過ごすってことか？」

　陽太は私の耳もとに唇を寄せ、じらすようにささやいた。

　その目からは、自分の言葉に間違いはないだろうという陽太の想いが溢れていて、私はこくこくと頷いた。

「このお店のチョコアイスは、また今度、公香も一緒に三人で食べよう」

　にっこりと笑ってそう言えば、陽太は「そうと決まれば、行くぞ」と言うが早いか、私を抱いたまま列から離れた。




　アイスの列から抜け出した私たちは、大通りでタクシーに乗り込み、急いで私の部屋に帰ってきた。そして急かされるように順番にシャワーを浴びた。その間中ずっと、私の心は落ち着かないままだ。

「だけど、どうして自分から誘っちゃったんだろう……」

　私は寝室のベッドに浅く腰かけ、陽太が来るのを緊張しながら待っている。日暮れ前のまだ明るい寝室には、シングルサイズのベッドとサイドテーブルがあるだけで、女の子の部屋にしてはあっさりとしたものだ。子供の頃に引っ越しを繰り返していた名残か、物を増やすことができない私の性格を象徴しているような部屋。

　陽太と初めてこの部屋で抱き合った時、「俺の荷物をどれだけ持ち込んでも大丈夫だな」と笑われ、その言葉通り、この家には陽太の私物がどんどん増えている。めでたく恋人同士になってからは、特にそうだ。今も陽太は、この部屋のクローゼットにしまってある自分の着替えを手に、バスルームへと行っている。

「あー、それにしても、自分から誘うなんて……私って、バカ」

　陽太はアイスを食べようとしていたのに、なんだかそんな気持ちになって誘うなんて、私、陽太にどこまで惚れちゃったんだろう。

　硬く握りしめた両手を膝の上に置いてブツブツつぶやいていると、ドアが開き、陽太が入ってきた。濡ぬれた髪をタオルで拭きながら、躊躇なく私の隣に腰かけた……と思うと、私はあっという間にベッドに押し倒された。

「よ、よーたー」

　どもるような声を上げ、バタバタしてみても、気がつけば陽太に組み敷かれ、頭の両脇には陽太の手が置かれている。私を囲い込むような姿勢の陽太を見上げれば、獲物を捕らえたハンターのようにギラギラとした目で私を見ている……というのは個人的意見だけど、とにかく陽太のこの積極性からは……。

「逃げられないからな」

「え？」

　私が心の中で言おうとしていた言葉を、またもや陽太が口にした。

　驚いた私は、ただでさえ緊張しているというのにさらになにも言えなくなり、口をぱくぱくさせる。

「どうせ、この部屋に俺を連れてきたことを後悔してるんだろ？　だからって、逃がさないからな」

　陽太は覚悟を決めた声でそう言うと、着ていたシャツを脱ぎ捨て、唇を重ねてきた。

「ん……っ」

　勢いよく落ちてきた陽太の唇は、その勢いとは逆にゆっくりとした動きで私の唇を確かめる。私の反応を試すように這う唇は次第に熱くなり、その心地よさに息を吐き出した瞬間、舌が差し入れられた。

　これまで何度もキスをしたのに、まだ慣れない。これでいいのかなと迷いながら舌を絡ませれば、一瞬で捕らえられ、陽太の想いが口の中に注がれる。激しくなる動きに、荒い息を繰り返した。

「ん……よう……た」

　うまく呼吸ができない私に気づいたのか、陽太はキスをやめ、肘をついて体を起こした。

「何度キスしても、呼吸がうまくならないな。鼻で吸って吐いて吸って吐いてだって教えただろ？」

　まったく……、と言いながらも、どこかうれしそうに笑った陽太は、私が身に着けているシャツをまくり上げた。

「や、やだ」

　思わず胸を隠そうとした私の手は、一瞬早く陽太の手につかまれ、頭上に持ち上げられたかと思うとシーツに押しつけられた。

　露わになった胸をちらりと見た陽太は、そのまま顔を寄せた。さっきまで私の唇に熱を落としていた陽太の唇が、ゆっくりと私の胸を這い、甘噛みの痕を残していく。

「んっ……よ、陽太……っ」

　その痛みを感じるたびに私の体はぴくりと反応し、自分でも驚くほどの甘い声が、漏れる。

「何度抱いても、足りない。欲しくても我慢してたこの五年分を取り返してやる」

「そ、そんな……無理……っつ」

　陽太の手が私の背中に回り、つつっと刺激を与えたかと思うと、そのままうつぶせにされ、今度は背中に唇が寄せられた。

　胸に感じた痛みを背中に感じながら、漏れそうになる声を何度も我慢する。

「七瀬……愛してる」

　浅い呼吸の合間に、陽太が何度もそう繰り返してくれる。

　その言葉に勇気をもらった私は、背中に感じる陽太の重みに幸せを感じながら、「私も愛してる」と言葉にした。

　それから長い時間、お互いの想いと言葉を交換しながら、何度も優しいキスを繰り返し、愛を交わした。

　目が覚めた時、隣には私を見つめる陽太の顔があった。その頬は緩み、目も口もふにゃりと弧を描いていた。

　とにかく気が抜けて優しさいっぱいのその顔に、とくりと鼓動が跳ねる。

「体、大丈夫か？」

　陽太は気遣うようにそう言って、私を抱き寄せた。

　毛布に包まれたふたりの体は、さっきまで交わしていた熱の名残か、かなり熱い。それでも抱き合ったまま、見つめ合う。

「盛った高校生のようだったよな、俺。傷つけてないか？」

　心配そうな陽太に、私は首を横に振る。

「平気。まだ慣れないけど……陽太なら、大丈夫」

　だって、好きだから。という言葉は、照れくさくて胸の中にしまっておく。さっきまでかなり恥ずかしいことをしていたのだから、好きと言うくらい平気だろうとも思うけど、これがなかなか難しい。

　へへっと笑って陽太にしがみつくと、温かい手が優しく私の髪を梳いてくれる。

　リズムよくゆっくりと動くその手が、さっきまで私を愛してくれたんだと思うとドキドキする。私は速まる鼓動を抑えるように、目を閉じた。

「なんだ？　眠いのか？」

「ううん、大丈夫。……気持ちいいだけ」

「くくっ。猫みたいだな」

　くすくす笑う陽太の声を聞きながら、私は陽太の胸に頬を寄せた。とくとくと響く陽太の鼓動に、徐々に気持ちが落ち着いてくる。

　想いを伝え合い自然に寄り添えるこの時間が、いつまでも続けばいい。陽太が口にしていたように、私もこの五年を取り返したい。こんなに幸せな未来が待っているなら、環境の変化が怖いなんてことを言わずに、勇気を出せばよかった。

　だけど、それは今だから言えることだとわかっている。きっと、こうして陽太と甘い時間を過ごせるようになるためには必要な時間だったのだ。それに、陽太が諦めずに私のことを愛し続けていてくれたおかげだ。

「今の私なら、これからどれだけ環境が変わっても頑張れると思うけど、陽太の手が私のそばから離れたら、それは耐えられない……」

　私の髪を梳く陽太の手に、そっと私の手を重ねる。

　今、現状維持したいのは、陽太の隣で笑っていられること。

　落ち着きのない、変化に富んだ未来が待っているとしても、このぬくもりを変わらず感じていられるなら平気だ。

　ただ陽太がいてくれれば、それだけで幸せだから。







桜舞う結婚式　‐陽太サイド‐




　もともと整っている顔立ちに加え、周囲からの注目を浴びて輝いている今日の七瀬は、誰にも見せたくないほどキレイだ。

　彼女が今身にまとっているシンプルなウェディングドレスは、穂香さんが結婚する時にもお願いした有名デザイナーが手がけたもので、シルクの光沢と、豊かな裾にほどこされた細かな刺し繍しゅうが目をひく、大人っぽいデザインのもの。華奢な体になじんで艶やかだ。

　それだけでなく、七瀬は結婚式の日取りが決まって以来、穂香さんからのプレゼントだというエステに通っていた。おかげで、顔だけでなくデコルテや背中、腕など、ドレスから露出する部分の手入れは完璧だ。

　その肌に愛し合った印をつけることを躊躇し、ここ最近は抱く時にも気を遣った。ただし、それが思いのほか俺の欲を高めたのか、七瀬の体のすべてに触れずにはいられなかった。

　神前での挙式をつつがなく終え、親族写真の撮影も無事に完了したあと、俺と七瀬はタキシードとウェディングドレスに着替えた。そして今は、披露宴を前にして、控室で係の人が呼びに来るのを待っている。

「大丈夫か？　新婦は準備で朝が早かっただろ？」

　俺の隣に並んで椅子に腰かけている七瀬に声をかけた。

「大丈夫。朝は早かったけど、私がなるべく疲れないように係の人が気を遣ってくれてるし。それよりも、披露宴の入場はウェディングドレスで本当によかったの？　陽太は色打掛を私に着てほしかったんでしょ？」

　申し訳なさそうに尋ねる七瀬に、俺は首を振った。

「まあ、色打掛もいいと思ってたし、せっかくの機会だからとは思うけど、音羽グループ傘下の会社が作るウェディングドレスやカラードレスをたくさん着てほしいと頼まれたら断れないしな」

「ごめんね。忍さんが初めて仕事を任された思い入れのある会社らしくて。そこの社長さんに頼まれたら、どうしても断れなかったんだって」

「それも聞いた。まあ、忍さんは七瀬に似合うドレスばかりを用意するからって自信満々だったし……その言葉に嘘はなかったな」

　今の七瀬の素晴らしくキレイな姿を見れば、これでよかったと思う。

「そ、そうかな……」

　椅子に浅く腰かけ、ドレスの皺しわを気にしながら照れる七瀬の顔が、あっという間に赤くなる。ドレスの華やかさに負けないように普段より丁寧にほどこされた化粧は白しろ無む垢くの時よりも華やかだ。

　七瀬の膝に手を置き、すすっと指先を這わせば、ぴくりと体が跳ねるのを感じた。

「色打掛姿の七瀬は前撮りでちゃんと残したから悔いはない。音羽家御用達の写真館の腕前が冴え渡った最高の仕上がりだったよな」

「う、うん……。実物の私よりもかなりキレイに撮ってくれてびっくりしたけど。陽太の袴はかま姿すがたもかなり決まってたよね。眼福でした」

　ふふっと小さく笑う七瀬に気持ちはわしづかみにされ、ここが新郎新婦の控室でなければ今すぐ押し倒すのに……というのは、七割本気。残りの三割で自制するのが大人の男ってものだ。

「色打掛も白無垢も、このウェディングドレスも、七瀬によく似合ってる」

　相変わらず恥ずかしがっている七瀬に顔を寄せ、軽く唇を合わせた。

「あ、口紅がついちゃう」

　七瀬が慌てて唇を離し、俺の唇を人差し指で拭ってくれる。

　そんな姿もかわいい。ようやく手に入れた俺の嫁さん。最高だ。

「どうしたの？」

　じっと見つめる俺の視線が照れくさいのか、七瀬はすっと視線を落とした。

「ん。このかわいい七瀬を三百人に見せびらかせるのかと思うとワクワクする」

「ワクワクなんて、するわけないよ」

「いや、ようやく俺の嫁さんにできたんだ、披露宴の間中、『キレイだろ、俺のだぞ』って言って回りたいくらいだ」

　それどころか、お祝いのスピーチなんて全部やめにして、『七瀬のどこに惚れているか』というテーマで俺がマイクを手に話したいほどだ。

　三百人の聴衆を前に話せば、俺も満足できるかもしれない。いや、やっぱり無理だ。俺にとって七瀬はどれだけの言葉を使っても、その魅力を語り尽くせないほどの大きな存在なのだから。

「音羽家関係の人も多いし、忍さんや穂香さんに恥をかかせるわけにはいかないから言わないけどさ。俺が七瀬にベタぼれだってことは、言葉にしなくてもわかるだろうな」

「……私も一緒だよ。陽太の魅力を簡単に説明できないほど大好きだし、一生離れたくないって思ってる」

　へへっと笑い、恥ずかしそうに俺から視線を逸らす仕草からは、俺への愛情が溢れている。

「七瀬、俺、かなり幸せだ」

　七瀬を好きになってからの長い日々を振り返りつぶやけば、七瀬も「うん」と頷く。

　ふかふかの長椅子に並んで座る俺たちの間にはウェディングドレスの白い波が寄せられているが、その向こうにいる七瀬の肩をぐっと抱き寄せた。

「披露宴、ふたりで楽しもうな」

　耳もとにささやいた俺に、首を大きく縦に振った七瀬。

　控室の扉の向こうでは、ホテルの担当の女性が時間を気にしながら立っているはずだ。

　こうして自分たちの結婚披露宴を待つひとときも、残りあと一分というところか。

　朝からの慌ただしい流れの中で、疲れた七瀬を休ませてやりたいというのは単なる言い訳で、俺が七瀬を補充したかったのだ。

「そろそろ行かなきゃ」

　部屋の時計を見ながら、七瀬がゆっくりと立ち上がった。そして、鏡に自分の姿を映して身支度を整える。

「ちゃんとキレイだぞ」

　不安そうに鏡を見ている七瀬に声をかければ、照れながらドレスや髪を気にしている。

　こんな姿を見られるのも今日だけだ。

　俺はしっかりと目に焼きつけながら、露わなうなじに唇を落とした。

「大丈夫、痕はつけてない」

　笑いながらそう言えば、途端に耳まで真っ赤になる。

　七瀬の背後に立ち、鏡に映るふたりの姿も記憶に残す。

　さあ、披露宴だ。

　そう思った時、扉をノックする音が聞こえた。

「はい、どうぞ」

　七瀬の声に促されるように扉が開き、担当の青あお山やまさんが顔を覗かせた。

　結婚し、既に子供もいるという青山さんは、七瀬の衣装やメイクの相談にも熱心にのってくれた優しい女性だ。

「そろそろお時間ですよ。メイクのお直しなど、スタッフが入ってもよろしいですか？」

「はい、お願いします」

　すると、七瀬の衣装やメイクの担当さんが部屋に入ってきて、七瀬の顔や髪を丁寧に直してくれる。

「本当に、このドレスにしてよかったですね。あつらえたようにお似合いですよ」

　青山さんが、七瀬を見ながら満足げな声を上げる。

　七瀬が着ているドレスは音羽グループの会社の商品だとはいえ、貸し出されたものだ。

　穂香さんや忍さんはすべてオーダーメイドで作って買い取ろうと言ってくれたが、それはもったいないからと、七瀬は断固拒んだ。保管する場所もないし、『こんなキレイなドレスなら、たくさんの人に着てもらったほうがいい』ということらしい。

　すると、穂香さんが折れる代わりに、披露宴の費用はすべて音羽家が出すという、これまた驚く交換条件を提案された。

　さすがにそこまでされては、まるで俺が音羽家に婿入りするようじゃないかと、異議を唱えたけれど……。

『穂香と七瀬ちゃんのご両親の名前は、思っていた以上に知られていたんだ。音羽家の名も相まって、穂香の時にも負けないほどマスコミが注目してる。頼むから、警備がしやすいホテルで、そして音羽家に仕切らせてくれ。そうでなければ大事な義妹を嫁には出せない』

　忍さんは、まるで七瀬の父親のようにきっぱりとそう言った。

　ここ数年、七瀬たちのご両親が撮った写真の評価が高まり、テレビや雑誌で特集を組まれたこともある。既に亡くなっていることも作品の価値を高めているらしい。

　だからこそ、音羽家は七瀬の結婚式に神経質になっているのだ。

　それに、この四年の間に忍さんに協力してもらった多くのことを思い出せば、結婚式や披露宴くらい音羽家の指示に従ってもいいかと思い直した。

　そう、この四年、本当にいろいろなことがあった。

　大学時代から付き合っていた恋人と別れ、仕事にやりがいもなにも見いだせなかった入社一年目。七瀬がそばにいてくれたからこそ、そのつらさを乗り越えられた。

　七瀬は、落ち込む俺とひと晩飲み明かして励ましてくれた。俺が七瀬に堕ちた夜だ。

　それから俺は、自分の殻に閉じこもり変化を求めていない七瀬との結婚のために、本気で動き出した。

　ここまで長い時間がかかるとは思わなかったが、穂香さんの異常なまでの七瀬への罪悪感と執着を気に病んでいた忍さんと気持ちはひとつ。惚れた女をとことん幸せにするというゴールに向かって走り始めたのだ。

　七瀬が初めて音羽家の面々に俺を紹介してくれた日、その日の俺は〝仲のいい同期〟を気取っていたけれど、忍さんはひと目で俺が七瀬を好きだと見抜いたらしい。穂香さんを愛しているからこそわかった、というのはノロケだろう。

　その後、俺は仕事で順調に成果を上げ続け、大きなプロジェクトに召集されることとなった。そして、プロジェクト終了後には異動させられる可能性が高いと気づいた。

　そこでようやく、早く七瀬と結婚して異動先に一緒に連れていかなくては、と焦った。

　なかなか自分の日常を崩そうとしない七瀬に密かに手を焼いていた俺は、大原部長のバーベキューに七瀬を連れていき、俺と七瀬の関係を周囲に認知させた。

　もしも俺の異動が決まった時、たとえ入籍がまだでも、結婚を前提に付き合っていることを大原部長が知っていれば、七瀬も同時に同じ場所へ異動させてもらえるかもしれないと願っての、強行作戦だった。

　そして、そんな俺の企みを後押しするかのように、大原部長は七瀬をシステム開発の講習会にも参加させ、総合職に職種変更させるきっかけを作ってくれた。総合職の試験を受ける条件のひとつが、七瀬が参加した講習会の受講だからだ。

　結果は上々。生来の頑張り屋な性格ともともとの頭のよさにより、あの講習会での成績は文句のつけようがないほどの好成績だったらしい。

　さらに偶然にも秘書課から七瀬を引き抜きたいという申し出があり、七瀬を気に入っている大原部長はしぶしぶ了承した。

　秘書課で働けば、社内の多くのことを知ることとなる。社外厳秘の重要機密に触れる機会も多いが、それを口に出すことはもちろんできない。

　口の堅さと状況を判断する臨機応変な適応力。そして、やはり真面目な勤務態度。

　そのすべてを兼ね備えている七瀬に白羽の矢が立つのは納得だ。七瀬の今後のキャリアを考えても断る理由はない。

　加えて、同じ顔ぶれが会社の上層部とのつながりを太くしていくことはよくないという理由から、我が社では秘書課で働くのは二、三年で、それ以上の勤務はないというのが慣例となっている。

　つまり、俺が携わっているプロジェクトの解散時期と七瀬の秘書課勤務満了の時期が重なるということだ。

　バーベキューに参加したことによって、俺と七瀬が結婚を前提とした付き合いをしていると理解していた大原部長は、そのことも含めて七瀬の秘書課への異動を決めたのだ。もちろん、それらはすべて偶然の出来事だったわけだけど。

　そして、七瀬が秘書課に異動してからもうすぐ一年が経ち、ようやく今日、結婚式の日を迎えた。

　結局、俺たちは、音羽家からの申し出を受け入れて、費用のすべてを負担してもらった。

　予定外だったのはこれだけではない。穂香さんの七瀬への愛情の象徴である七瀬の部屋が、俺たちの新居となったのだ。

　いずれ俺は転勤することになるのだから、新居を構えるのはもったいないと七瀬と話し合い、そう決めた。結婚して環境を一気に変えるよりも、これまでと同じ家に住むほうが、七瀬にとっても穏やかに俺との新生活を送れるのではないかとも考えたのだ。

　そのことを忍さんと穂香さんに提案すると、ふたりも喜んでくれた。

　婿養子ではないが、七瀬と音羽家の縁が生涯続くことを考えれば、俺たちふたりの人生の節目には、すべて音羽家の影がちらつくはずだ。

　俺の異動先の新居も、安全を最優先に考えた家が音羽家によって用意されるに違いないし。いずれ子供が生まれても、俺の実家よりも音羽家の意向が反映された子育てになるだろう。幼稚園受験は当たり前らしく、『妊娠した時から胎教という名の英才教育が始まるというのは冗談ではない』と言って、忍さんは笑っていた。

「まあ、いいか、それでも」

　七瀬が平和に笑って俺の隣にいてくれれば、あとはなんとでもなるか。

　思わず俺が口にしたつぶやきに、化粧直しをしてもらっている七瀬が反応して顔を上げた。

「どうしたの？」

　じっとしたまま視線だけを俺に向ける七瀬の傍らに立ち、俺は首を横に振った。

「なんでもない。ただ、幸せを実感しすぎてどうにかなってしまいそうなだけ。まあ、それでもいいか」

「……ば、バカ」

　首から耳、そしてもちろん顔まで赤く染めて、七瀬はうつむいた。途端に、メイクさんから苦笑と共に「だから、まっすぐに向いてくださいね」と小言を言われている。

　どうやら俺の言葉にメイクさんも照れたようで、ほんの少し荒くなった言葉遣いでごまかしているようだ。

　バカでけっこう、それでも俺は七瀬から離れない。

　七瀬との結婚は、同時に音羽家と縁を結ぶことによるしがらみをも受け入れるということで、面倒なことが生涯続くはずだ。穂香さんほどではないにしても、七瀬のご両親の名声と音羽家の威光による煩わしさからは逃げられない。そう、逃げるつもりだったら、とっくに逃げておかなければならなかったのだ。

　今日の披露宴だって、音羽家主導で準備が進められ、俺と七瀬はイベントの主役というだけの存在かもしれない。この場に招待された面々の多くは、音羽家との縁を強固なものにしようという下心で溢れている。

　俺たちの門出を心から祝うという純粋な気持ちのみで列席しているのは身内くらいか……。まあ、友人や会社の同僚、上司は純粋に祝福してくれているだろうけど。

　でも、それでいい。七瀬を手に入れられるのなら、なんでも受け止めてやる。披露宴がどんなものであっても、俺は七瀬と結婚できればそれで満足だ。いずれ音羽家の会社に入れと言われたとしても、俺はきっと……。

「七瀬がいれば、あとはどうでもいい」

　そう言って、受け入れるんだろう。

「それでは、会場に戻りましょう。おふたりのお色直しの間、同僚の方がおふたりの写真を会場に映し出して盛り上げていましたよ」

　青山さんが、「社内旅行の余興で二人羽織りをしている写真は最高でした」と言いながら肩を震わせている。

　そんなこともあったな……。

　そう、七瀬との六年の思い出は、今日この日を迎えるためのエピローグのようなものだ。

「キャッ」

　口もとだけで笑みを作ったその時、隣を歩いていた七瀬がつまずいた。

「お約束だな」

　俺に倒れ込んできた七瀬の体を支えて軽くそう言えば、上目遣いで七瀬が俺を見る。

「やっぱり歩きづらい。ミニ丈のドレスでもよかったかな」

　照れくさそうにつぶやき、七瀬はぎこちない動きで体勢を整える。

　青山さんが七瀬の衣装をキレイに手直ししながら、思い出したように口を開いた。

「二年ほど前、『神かん田だ商しょう事じ』の社長のご長男の披露宴を担当させていただいたんですけど、その時、新婦様がつまずいたんですよ。お色直しを何度もされたので、お疲れのようで」

　肩を震わせ、楽しげに言葉を続ける。

「新郎様が新婦様をお姫様抱っこして会場に入場されて。あの熱々ぶりは、ホテルの従業員の間でも時々話題になります」

「お姫様抱っこ……」

　驚いた声を上げた七瀬は慌てて俺を見て、首を横に振る。

　俺もお姫様抱っこしようと思ったのを、見抜かれたようだ。そうか、やっぱり照れ屋の七瀬は嫌なんだろうな。ちっ。

「だけど、ミニ丈だったらつまずくこともないし、ちょっと残念」

「ミニ丈なんて、無理に決まってるだろ。そのキレイな足を見るのは俺だけで十分」

　そう、十分だ。

「ん？　どうしたの？　ここにきてまで独占欲？」

　七瀬が俺の顔を覗き込み、からかうようににっこりと笑っている。

「いや、まあ、そうだな。七瀬がそれをわかってるなら話は早い。さ、とっとと披露宴を終わらせて、ふたりきりになろう」

「は……？」

　俺の言葉に、七瀬は信じられないとでもいうように驚いている。

「いや、まあ、披露宴は予定通り楽しもう。だけど、俺が七瀬とふたりきりになりたいっていうのは嘘じゃない」

「あ……そう、なんだ。奇遇だね、私も同じ。早く終わらせて、陽太とふたりになりたいし」

　七瀬は自分の腕を俺の腕に滑り込ませ、体を押しつけてきた。甘えるように体を寄せて、耳を真っ赤にしながら照れている。

　……かわいい。

　七瀬が再びつまずかないようにゆっくりと歩き、ようやく会場の前に立った。

　青山さんがヘッドマイクでなにかを確認している。その時、俺の左側をまっすぐに延びる赤いじゅうたんの向こう側で、はらりと白いものが揺れたような気がした。

「桜だ……」

　七瀬が静かにつぶやいた。

　赤いじゅうたんの奥の窓をちらりちらりと流れていくのは、風に飛ばされている桜の花びら。春の日差しに踊らされ、舞っている。

「……キラキラ光ってるね」

「そうだな」

　七瀬とふたり、桜を見ながらさらに体を近づける。

「晴れてよかったね」

　七瀬の言葉に、俺は頷いた。

　窓から入り込む日差しは、春の柔らかさを感じさせてゆったりと揺れている。だけどその日差しの強さは夏にも負けていない。

　俺の七瀬への愛情も、それに似ている。

　春の日差しのような、温かく強い恋心。のんびり、ゆっくりを装い、七瀬の体の奥に俺の愛を注ぎ込んできた。それはもう、長い時間をかけて、気づかれないようにじっくりと。

　そしてこれからは、結婚という後ろ盾をもらい、思う存分七瀬を愛していく。

「……部屋から見える桜も、そろそろ満開だね」

「そうだな」

　七瀬の部屋から見える川沿いの桜は、今年もきっとキレイに咲き誇るはずだ。

　どんなに寒い冬を過ごしても、春が来るたび美しさを見せる桜。

　俺と七瀬も、たとえ悲しみや苦しみに涙を流すことがあっても、それを乗り越え幸せに生きていきたい。

　俺は窓越しに舞う桜を見ている七瀬の頬にそっと口づけて、必ず幸せにする、と誓った。
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いつかこの時に




　目を閉じてもその明るさを感じるほどの、春の光。頬をかすめる風は、冬の間強張っていた体を解放してくれるように柔らかい。

　家の近くの河原にシートを敷いて、ごろりと寝転んでいると、堤防沿いに並ぶ桜の気配を感じ、体中の細胞が弾むようだ。

「久しぶりに深呼吸した」

「うん。花びらの香りだけじゃなくて、木の匂いも気持ちいい」

　私の隣で深呼吸する陽太の横顔を見れば、ここ数年の忙しさのせいで以前より精せい悍かんになった顔つきに、ドキリとする。辺りには私たちと同じように桜を見ながら川べりでお弁当を広げている人たちが多いというのに、思わず抱きつきたくなる。

「結婚して五年も経つのに……」

　陽太が視界に入るたび、そしてその声が耳に届くたび、十代の初恋女子のようにドキドキするなんて、私っておかしいのかな。互いの体温を重ねればいつも、陽太の存在が私のすべてを支配して、なにも考えられなくなる。幸せすぎて、涙も溢れてしまう。

「陽太……」

　シートの上で長い手足を伸ばし、顔に注ぐ日差しにまぶしそうに目を閉じている陽太に近づいた。

　稲荷いなり寿司を詰めていたお重が、陽太の向こう側に見える。ふたりでは食べきれないほどたくさんの数を詰めてきたけれど、陽太は『うまい』と何度も言いながら食べてくれた。

「七瀬の稲荷寿司、いつ食べても大満足。もう、ほかの稲荷寿司は食べられない」

　陽太は日差しを遮るように、片手を目の上に当てつぶやいた。

　仕事が落ち着き、代休をとった陽太とふたりで花見をしながらお寿司を頬ばったあとだ。その声が眠そうに聞こえるのも当然だな。すぐにでも眠ってしまいそうだ。

　陽太の隣に寝そべりながら、両肘をついて陽太の顔をじっと眺めた。

「この前、『コンビニのお寿司ってどうしてこんなにうまいんだろうな』って感心してたのに、それはもう、これからは食べないんだね」

　互いの顔を近づけそう言えば、「ん……あれもうまかったけど、七瀬の手作りには敵わない……」とつぶやき、陽太はあっという間にスースーと寝息を立て始めた。

「陽太？」

　声をかけても起きそうもない。このところまとまった睡眠時間がとれずにいたから、疲れもかなりものだろう。今日も、せっかくの代休なのだから家で体を休めればよかったのに。

『花見だ、花見。今から行こう』

　ベランダから見える桜に陽太の気持ちは一瞬で奪われ、ふたりで花見を楽しむことになったのだ。普段、なかなかふたりの時間を持てないことを気にしていた陽太の、家族サービスの一環かもしれない。

「そんなこと気にしなくていいのにな」

　年を重ねてもなお、陽太の私への愛情は右肩上がりで落ち着くことはない。その想いを隠すことなく伝えてくれるのも相変わらずだ。

　結婚してから五年、私たちは陽太の異動に伴う引っ越しを二度経験し、半年前に本社に戻ってきた。そして、忍さんの厚意により私が学生時代から住んでいたマンションで再び暮らしている。

「……ん、七瀬……」

　陽太は寝言で私の名前をつぶやき、もぞもぞと体を横にした。そして、なにかを探すように左右に手を動かしたかと思うと私の体を見つけ、安心したように息を吐き出した。

　よっぽど疲れているんだろう。それは、本社で発足された大きなプロジェクトに召集されたせいで、引っ越し以来ゆっくり体を休められずにいるからだ。

　私は、しばらくの間陽太の顔を眺めたあと、トートバッグからカメラを取り出した。寝転んだまま肘をつき、カメラを陽太に向けてシャッターを切った。

　一眼レフの重さにも慣れてきた最近、こうして家族を撮る機会が増えた。画像を確認すれば、私の心をときめかせる愛しい顔がある。私をなによりも大切に思い、愛してくれる素敵な旦那様だ。

「ふふっ。この寝顔はお宝にしよう。格好よすぎるもん」

　陽太は以前、両親のことで悩み、笑うことができなくなった頃の私の傍らにいて守ってやりたかった、と言ってくれた。苦しい時間を送っていた私を抱きしめ、大丈夫だと言いたかった、と体中がむずむずしそうな甘い言葉を贈ってくれた。

　日差しが燦さん々さんと降り注ぎ、見上げれば桜がキレイに咲いている。そして目の前には愛する陽太がいる。

　なんて贅沢な時間だろう。未来のどこかで過去を振り返った時、きっと、こうして陽太と寝転び幸せな気持ちが溢れている今に戻りたいと思うに違いない。

「幸せだな」

　私は辺りをうかがい、誰も私たちを見ていないのを確認すると、陽太を起こさないように気をつけながら、顔を近づける。そして、陽太の唇にキスを落とした。

　その瞬間、陽太が軽く身じろぎをし、私は慌てて体を起こした。

「せ、セーフ」

　陽太は目覚めることなく、むにゃむにゃと口を動かしながら満足げに笑っている。いい夢でも見ているのだろうか。

　その時、陽太の頭に薄いピンクの桜の花びらが落ちてきた。私はその花びらを丁寧に取ると、読みかけの本の中に挟んだ。

　押し花にして、とっておこう。

　そして、カメラをしまおうと手にした時、まばゆい光が目に入った。前方に見える私たちが住むマンションの窓に反射した光が届いたらしい。

　どっしりと構えた高級マンションは、以前は〝柔らかな檻〟に見えていたけれど、今では〝幸せの城〟に見えるから不思議だ。それもこれも、陽太と築いてきた幸せな日々が、私の頑なな心を解放してくれたからだ。

　私を誰よりも愛していると公言してはばからない陽太のおかげで、私の人生は彩り豊かになったのだ。

　私はマンションにカメラのレンズを向けて、何度かシャッターを切った。

　あのマンションでの生活を再開して以来、やはり姉さんは意気揚々と私の世話をしているけど、私はそれを大らかに受け止めている。それもまた、陽太のおかげであり、私の成長の証だ。

　それからしばらくの間、春の匂いに心を癒されながら、ぼんやりと川の流れを見ていると、陽太の規則正しい寝息が聞こえるせいか、私も眠くなってきた。毎晩、帰りが遅い陽太に付き合っているせいもあるだろう。

「私も少しだけ寝よう……」

　私は陽太の隣に寄り添って、その体にぎゅっと抱きついた。温められた陽太の体が私を優しく迎えてくれたように思えて、幸せが体に満ちてくる。

「陽太、大好き……」

　口をついて出た自分の言葉に恥ずかしさを感じる間もなく、私はすっと眠りに落ちた。




「七瀬、起きろ。起きなきゃここでキスするぞ」

「……え、な、なに……？　あ、寝てた……」

　陽太の声に起こされた私は、ぼんやりする頭を振りながら、起き上がった。陽太のほうが先に起きていたようで、すっきりとした笑顔で私を見ている。

　起きてからしばらく経つのか、シートの上の物も片づけられていた。

「ごめんね……つられて寝ちゃって」

　焦る私に、陽太は首を横に振った。

「キスはあとのお楽しみということで、その起き抜けのかわいい顔を一枚撮っておくか」

「え？」

　なにを言ってるんだろうかとまだ寝ぼけたままの顔で陽太を見れば、カシャリと音がした。気合いもなにもない、ぼーっとした私の顔は、いつの間にか陽太が手にしたカメラで撮られたようだ。

「ちょっと、陽太！」

　私は慌ててカメラを取り戻そうと手を伸ばした。けれど、陽太はくるりと体を背け、カメラを手放そうとしない。

「俺の七瀬は寝起きもかわいいよな……。ホント、出会った頃から変わらずかわいい」

　何度も頷きながら、写真に見入る陽太。再び手を伸ばしても、上手にかわされて、カメラを取り戻せない。焦れた私はあっという間に目が覚めた。

「削除してよ、そんな寝ぼけた顔、人に見せられないもん」

「誰が俺以外に見せるかよ。これは俺の七瀬コレクションに加えておこう」

「え、まだスマホにそんなの作ってるの？」

「当然」

　さすがにもう私の写真をスマホに集めるなんてことはしていないと思っていたのに、びっくりだ。いつまで私のことを『かわいいかわいい』と言って甘やかすんだろう。

「キレイに撮れたけど、七瀬のほうがうまく撮るよな。やっぱり血は争えないってことか」

　悔しそうに写真を見ている陽太の言葉に、私は曖昧に笑った。

　うまく撮れるかどうかは別にして、半年前に会社を退職して以来、写真を撮ることが増えた。それまでは、興味がなかったというより、両親が夢中になっていた写真というものを毛嫌いしていたほどだったのに。

　けれど、引っ越しでバタバタしている最中に見つけた、両親が愛用していたたくさんのカメラを手にした途端、なぜかシャッターを切りたくなった。充電器を探し出し、レンズを丁寧に手入れして、最初に撮ったのは陽太の顔だった。それがあまりにも格好よかったせいか、調子に乗った私は、それ以来どこに行くにもカメラを持ち歩いている。今では撮った写真をＳＮＳにアップするほどだ。

　それにしても、カメラを手にするたび、両親が私を支えてくれているように思えて仕方がない。

　生前は私や姉さんのことを気にかけることも愛情を注ぐことも滅多になかったのに、今さらながら、両親から愛されていたかもしれないと、勝手に思っている。そして、写真を撮る楽しさを通じてその想いに触れている。

　そう考えられるようになったのは、半年前の陽太の転勤を機に会社を退職し、時間に余裕ができたことが大きいかもしれない。

　退職については、周囲から引き止められたこともあり悩んだけれど、陽太の転勤のたびに私の転勤についても考慮してもらうことが大変になってきたのだ。

　とはいえ、システム開発の勉強をしたり秘書課でキャリアを積んできたりしたことを考えれば、続けたい気持ちもあった。でも、この先、陽太が自分の仕事を思う存分どこででもできるように、私は退職することを選んだのだ。

　ただ、せっかく学んだシステム開発の知識を生かさないのはもったいないという大原部長の紹介で、小さな会社の契約社員としてシステム開発のお手伝いをしている。週に三日程度の出勤と家での作業という勤務形態にも慣れ、家事との両立もうまくいっている。

「あ、そろそろ片づけて、迎えに行くか？　バスが到着する頃だろ？」

　カメラをカバンにしまった陽太が、腕時計を見て「まずい」と大きな声を上げた。言うが早いか、シートから立ち上がり靴を履くと、「七瀬、急げ」と私を急かす。

「あー、大丈夫だよ。まだ時間があるし、バスは遅れがちだから」

　そう言いながらのんびりと立ち上がる私に、陽太は眉を寄せる。

「今日は俺もお迎えに行くって約束したから、裏切るわけにはいかないんだ。バスがマンションの前に到着した時に俺がいなかったら、がっかりするだろ？」

「……はいはい。オトコ同士の約束ってやつね」

「そうだ。オトコの約束は絶対なんだ」

　両手を胸の前で握りしめた陽太は、さっさとシートをたたむと、肩にかけたカバンにしまった。その手際のよさを見れば、よほど焦っているようだ。

「ほら、行くぞ」

　靴を履き終えた私に、陽太は手を差し出した。

「桜が散る前に、また来ような。今度は貫かん太たも一緒に。あいつの好きなハンバーグをたくさん持って」

　マンションに向かって歩き出した陽太が、つないだ手を軽く振りながら楽しげにそう言った。

「ハンバーグが好きなのは、寛太じゃなくて陽太でしょ？」

「え、いや、あいつも好きだぞ？　こないだなんか、俺のハンバーグのほうが大きいって怒ってたし」

　焦る陽太に、おかしくなる。

　たしか、それは陽太が先に一番大きなハンバーグを取ったからだ。普通、父親なら我慢して、子供に大きなものをあげると思うけれど、陽太の場合、それは当てはまらないらしい。食べ物にしても、私と過ごす時間にしても、寛太よりも自分を優先しろと言ってきかないのだ。

「寛太のほうが、大人だよね……」

　結婚してすぐに妊娠して生まれた我が息子、寛太は四歳になった。陽太そっくりの容姿はかなり整っていて、幼稚園の女の子たちから人気がある。

　そろそろ幼稚園から帰ってくる頃だ。通園バスが到着するまであと五分くらい。

　陽太とふたりきりで過ごせる甘い時間も終了だ。そして、陽太と同じくらい愛しい息子との大切な時間が始まるのだ。




「ただいまー」

　マンション前に着いた通園バスから降りた寛太は、陽太がお迎えに来たことがかなりうれしいのか、私ではなく陽太のもとに駆け寄ってきた。高い身長のせいでしっかりしているように見られがちだけど、実は陽太譲りの甘えん坊だ。今も陽太の腰にしがみつき、幼稚園での出来事を興奮しながら話している。

「そうか、寛太の絵が金賞を獲ったのか、すごいな」

「うん、〝父さんが大好きな母さん〟っていう絵を描いたんだよ」

「え？」

　自慢げに話す寛太の言葉に、私は思わず反応した。父さんが大好きな……母さん？

「寛太、いったいなにを……」

　慌てて問いかけた私に、寛太は胸を張ってにまにま笑う。

「宝物を描きなさいって言われたから、父さんが大好きな母さんの絵を描いたんだよ」

「……宝物」

「うん。父さんと僕の宝物は母さんだから、一生懸命描いたんだ」

　寛太は陽太と顔を見合わせ、「ねー」と言いながらハイタッチ。陽太はそのことを知っていたのか、驚く様子もない。

　その時、寛太と同じクラスの里り音おんちゃんのママが、私の隣に立ち声をかけてくれた。

「昨日、役員会があって幼稚園に行ったんだけど、寛太くんの絵、とても上手だったわよ。全国コンクールに出品するって先生がおっしゃってたから、今日にでも連絡があるはずよ。おめでとう」

「あ、そうなんだ……コンクール。うわ、タイトルは変更してもらわなきゃ」

　焦りを隠せない私の声が、思わず裏返ってしまった。

「え、どうして？　父さんが好きな母さんなんて、素敵なタイトルじゃない。仲のいい家族の姿が想像できて、いいと思うけど？」

「だけど、恥ずかしい……」

　里音ちゃんのママの言葉に照れながら、私は陽太と寛太がじゃれ合う様子に視線を移す。

　最近は、サッカーに興味を持った寛太のために自分もサッカーボールを蹴り始めた陽太。私への愛情も強いけれど、息子への愛情もそれに負けていない。

　寛太はそんな陽太の真似をするのが楽しいのか、私のことが大好きだと日に何度も言ってくれる。私もその言葉に応えて『寛太、大好き』と言いながらぎゅっと抱きしめる。すると、陽太が『俺もー』と言いながら私たちふたりを抱きしめるのだ。

　それが我が家の日常であり、かけがえのない幸せな瞬間だ。

「そういえば、寛太くんね、父さんと母さんの次に里音のことが好きなんだって。里音も寛太くんが大好きだから、幼稚園でいじめられた時にはいつも守ってくれるって喜んでたのよ」

　里音ちゃんのママは、そう言ってくすくす笑っている。

「そうか、寛太もやるね」

　寛太を見れば、陽太とじゃれながら、ふたりの近くでその様子を見ていた里音ちゃんを手招きしている。すると、ぱあっと顔をほころばせた里音ちゃんが寛太のもとに駆け寄った。

「里音、うちで明日の歌の練習する？　母さんが焼いてくれたクッキーもあるぞ」

「え、寛太……？」

　偉そうな口調で里音ちゃんを誘う寛太に、昔の陽太の面影が重なり、私は呆然とした。強気な言葉と、テンポよくあっという間に事を進める手際のよさ。取り込まれれば逃げられない、重くて激しい愛情。まだ幼稚園児のうちからその片鱗を見せる寛太に惹きつけられるように、里音ちゃんはニコニコと笑顔を浮かべている。

「寛太くんのおうちのピアノを弾いてもいい？　里音、一生懸命練習したから聴いてほしいの」

「いいよ。幼稚園でも先生に誉められてたもんな。じゃ、着替えたらうちに来いよ」

　そう言って里音ちゃんの頭を撫でる仕草も陽太そのもの。

「うわっ、里音ちゃん、寛太にロックオンされたかも……」

　思わずつぶやいた私の言葉を、里音ちゃんのママは大したことないというように笑い飛ばすけれど……。陽太の息子だ、寛太が本気を出したらきっと、里音ちゃんは逃げられない。

　複雑な想いで肩を落とした時、陽太と寛太、そして里音ちゃんがマンションへと入っていった。里音ちゃんは同じマンションの十階に住んでいるのだ。

　そのあとを追いながら、「あーあ、陽太にそっくりで、将来が不安だな」と冗談交じりに口にすれば、言葉とは逆に、心は温かいと気づく。

「あ、そうだ」

　私はカバンからカメラを取り出し、陽太と寛太の背中にレンズを向ける。

　昼間、陽太の寝顔を見ながら、いつかこの時に戻りたいと思うだろうなと考えていたけれど、訂正しよう。

　将来、過去の幸せな時に戻れるとなったら、きっと、陽太と寛太と私が愛情に溢れる中で過ごしている、今この瞬間に戻りたいと思うはずだ。

　この幸せな時がいつまでも続きますように。

　心の中で何度もそう繰り返し、私はふたりの姿をカメラに収めた。





完












あとがき




　こんにちは。惣領莉沙です。

『強引なカレの甘い束縛』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　子供の頃の経験により状況の変化が苦手で、好きな人との関係を進められずにいる七瀬と、彼女をひたすら想い、じっくりと時間をかけて（約四年！）彼女を手に入れる陽太のお話です。

　家族への切ない想いや過去から続く苦しみを背負う七瀬を受け止め、照れや外聞もなくただまっすぐに愛情を注ぐ、陽太の溺愛度マックスな男っぷりを楽しんでいただければと思います。

　状況の変化への不安といえば、私もそれに近いものを持ちながら過ごしています。日々同じことを繰り返すことに安心感を覚えるのです。普段と違うことをしてしまうと、なにか悪いことが起きるかも……と思ったりして、なかなか変えられません。

　外食する時も、冒険することなく安定の同じメニューを注文。現状維持が最大の指針。そんな私なので、今回は七瀬の気持ちをスラスラと書くことができました。楽しんでいただけますように。

　さて、今回の書籍化ですが、担当の増子さんにお会いして打ち合わせをしても、なかなかしっくりきませんでした。書籍化はまずないだろうと思いながらの自由気ままな執筆だったので、信じられず。編集作業中も「どっきりかなあ」と何度もブツブツ。増子さんに「本当です。書籍化です」と言っていただいた言葉を胸に編集作業に励みました。サイト版よりも読みやすく、溺愛メーターを振り切った甘い作品になったかなと思っています。増子さん、お世話になりました。そして、今回も編集協力のヨダさんにはたくさんの指摘をいただき、勉強させていただきました。

　さらに、今回初めてのご縁となりました、ななさん、素敵なカバーイラストをありがとうございました。




　最後になりますが、携わってくださった皆様、そして、なにより読者様、これからもよろしくお願いいたします。

　このご縁が末永く続きますよう、いっそう精進いたします。





惣そう領りょう莉り沙さ


















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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